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共
同
研
究
報
告
〉

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
明
治
文
化
研
究
会

日
本
国
憲
法
を
う
ん
だ
言
論

の
力

ひ
で

し
げ

原

秀

成

大正デモ クラシーと明治文化研究会

一

は
じ
め
に

(
一
)
日
本
国
憲
法
を
準
備
し
た
も
の

一
九
二
〇
年
代

こ
ろ
か
ら
の
言
論
活
動

や
研
究

活
動
が
、
現
行

の
日
本
国
憲
法
を
う
む
土
壌
を
は

ぐ
く
ん
だ
。
本
稿

で
は
こ
の
系
譜
を
ほ
り
お
こ
し
、

そ
の
意
味
と
限
界
を
考
察
す
る
。

一
九
四
六
年

一
一
月

三
日

(日
曜
日
)
「明
治

節
」

の
日
に
公
布
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
は
、
占
領

軍

の
も
と
で
起
草
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
ぎ

れ
も
な
い
事
実

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
現
行
憲
法
は
、

連
合
国
軍
最
高
司
令
官

・
総

司
令

部

(Ω
出
O
＼

(
1

)

(
2

)

ω
0
>
勹
)

の

統

治

局

(○
・O
<
Φ
「旨
b
P
①
旨
け
ω
Φ
O
け一〇
づ
)

に

お

い

て
、

そ

の
年

の

二
月

初

旬

の

わ
ず

か

九

日

間
で
起
案
さ
れ
た
。
そ
こ
で
起
案
さ
れ
た
草
案
は
、

日
本
政
府
と

の
折
衝
を

へ
て
日
本
国
政
府
案
と
し

(
3
)

て
、

一
九
四
六
年
三
月
六
日

(水
曜
日
)
午
後

の

記
者
会
見
で
発
表
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
統
治
局
で
の
制
定
過
程
を
検
証

し
て
い
く
と
、
意
外

に
も
そ
の
根
底

に
、
明
治

の

自
由
民
権
運
動
か
ら
敗
戦
に
い
た
る
ま
で
の
、
自

由
を
求
め
る
思
想
と
活
動

の
蓄
積
が
あ

っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
れ
は
以
下

の
事
情

に
よ
る
。

つ
ま

り
統
治
局
で
の
憲
法
案
の
準
備
な
い
し
起
草
段
階

に
お
い
て
、
日
本
人
の
民
間
団
体
や
政
党

の
案
が

い
く

つ
か
参
照
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
日
本
人

に
よ
る
憲
法
案

の
な
か
で
も
、

一
九
四
五
年

一
二

月
二
八
日

(金
曜
日
)
の
新
聞
各
紙

に
掲
載
さ
れ

た
憲
法
研
究
会

の

「草
案
要
綱
」
が
、
最
も
大
き

(
4
)

な
影
響
を
与
え
た
。
こ
れ
は
公
表
が
早
く
、
完
成

度
も
高
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
ほ
か
の
団
体
の
案

に
も
影
響
を
与
え
た
。

(
二
)
戦
前
か
ら
の
言
論
や
研
究
の
活
動
-

日

本
国
憲
法
制
定

へ
の
系
譜

さ
ら
に
こ
の
憲
法
研
究
会
に
お
け
る
憲
法
案

の

(
5
)

起
些早
に
は
、
戦
岾削
の
総
ム
ロ
雑
誌
や
研
究
△酋
の
活
動

か
ら

の
系
譜
が
み
ら
れ
る
。

具
体
的

に
は
第

一
に
、
憲
法
研
究
会

の
人
脈
に

戦
前

か
ら
の
経
験
が
生
か
さ
れ
た
。
文
明
評
論

む
う
ぶ
せ
こ
う
し
ん

家

・
室
伏
高
信

(
一
八
九
二
ー

一
九
七
〇
)
は
、

戦
前

の
総
合
雑
誌

の
編
集
者
と
し
て
の
活
動
を
生
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か
し
、
総
合
雑
誌

『新
生
』
を
足
場
と
し
て
、

一

九
四
五
年
に
憲
法
研
究
会
を
実
質
的
に
組
織
し
た

(〈図
1
>
左
)。

第
二
に
、
憲
法
研
究
会
で
草
案
起
草
を
担
当
し

や
す
ぞ
う

た
、
憲
法
史
研
究
家

・
鈴
木
安
蔵

(
一
九
〇
四
1

(6

)

一
九
八
三
)
に
い
た
る
流

れ
が
あ

っ
た
。
鈴
木
安

蔵

は
、
明
治
文
化
研
究
会
を
設
立

し
た
政
治
史

家

・
吉
野
作
造

(
一
八
七
八
1
一
九
三
三
)
と
面

会
し
、
憲
法
制
定
史
研
究

の
重
要
性
と
方

法
を
伝

を

さ

た
け

授

さ
れ
た
。
そ

の
の
ち
鈴
木
安
蔵

は
、
尾
佐
竹

た
け
き

猛

(
一
八
八
O
l
一
九
四
六
)
の
庇
護

の
も
と

で
、

戦
時
中
も
憲
法
制
定
史

の
研
究
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
尾
佐
竹

は
吉
野
没
後
、
明
治
文
化

研
究
会

を
運
営
し
た
裁
判
官
で
あ
る
。
こ
こ
に
吉
野
作
造

や
尾
佐
竹
猛
か
ら
、
鈴
木
安
蔵

へ
の
憲
法
制
定
史

研
究

の
系
譜
が
み
ら
れ
る

(〈図
1
>
中
央
)。

第
三
に
、
鈴
木
安
蔵

の

一
九
三
七
年

の
論
文
集

の
英
文
抄
録
が
、
総
司
令
部
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
、

参
考

に
さ
れ
た

(〈図
1
>
右
)。

こ
の
よ
う
な
い
く

つ
か
の
系
譜
を
さ
し
て
、
冒

頭

で

コ

九
二
〇
年
代
こ
ろ
か
ら
の
言
論
活
動
や

研
究
活
動
が
、
現
行
の
日
本
国
憲
法
を
う

む
土
壌

を

は

ぐ

く

ん
だ

」

と
述

べ

た

の

で

あ

る

。

(
三
)
雑
誌
や
会
と
系
譜
学
-

本
稿
の
方
法
論

こ
う
し
た
人
と
人
と
の
縁
に
よ

っ
て
、
学
問

の

方
法
論
が
受
け

つ
が
れ
て
い

っ
た
。
そ
こ
で
は
学

問

の
内
容
自
体
よ
り
も
、
問
題

に
と
り
く
む
姿
勢

や
方
法
に
つ
い
て
の
方
向
づ
け
が
重
要
な
意
味
を

も

っ
た
。
総
合
雑
誌
、
同
人
誌
、
研
究
会
な
ど
で

場
を
と
も
に
し
、
自
発
的
に
共
同
作
業
す
る
こ
と

で
、
継
承
が
確
か
な
も
の
に
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
に

(
7
)

お
け
る
人
間
関
係

は
、
大
学

の
師
弟
関
係
な
ど
に

比

べ
、
開
か
れ
た
水
平
的
な

つ
な
が
り
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
つ
な
が
り
を
、
本
稿

で
は
重
視
す
る
。

(
四
)
従
来
の
研
究
と
本
稿
の
課
題

・
構
成

従
来

た
だ
漠
然
と
、
吉
野
作
造

の
唱
道

し
た

「デ

モ
ク
ラ
シ
ー
」
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

の

(
8
)

日
本
国
憲
法
で
実
現
し
た
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し

か
し
そ
の
関
連
が
、
旦
ハ体
的
に
示
さ
れ
て
こ
な
か
と
し

っ
た
。
当
事
者
と
も

い
え
る
歴
史
家

の
大
久
保
利

あ
き

(
9

)

謙
は
、
戦
前

の
会

の
活
動
を
系
譜
づ
け
て
い
る
。

け
れ
ど
も
大
久
保
は
、
戦
後

の
憲
法
制
定
ま
で
関

係
づ
け
て
は
い
な

い
。
日
本
人
の
な
か
で
最
大

の

影
響
を
日
本
国
憲
法

に
与
え
た
鈴
木
安
蔵
を
、
客

観
的
に
憲
法
思
想
家
と
し
て
位
置
づ
け
た
研
究
も

(
10

)

少
な
い
。
同
様
に
鈴
木
安
蔵
ら

の
起
案
の
舞
台
と

な

っ
た
、
戦
後

の
総
合
雑
誌

『新
生
』
に
つ
い
て

(
11

)

も
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
。

日
本
国
憲
法
制
定
史

の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

(12

)

米
国

の
動
き
が
淵
源
と
し
て
強
調
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
た
め
に
日
本
国
内
の
自
由

の
思
想
史
が
、
な

お
ざ
り
に
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

総
じ
て

一
八
八
九
年
大
日
本
帝
国
憲
法

の
制
定

史
研
究
と
、

一
九
四
六
年
日
本
国
憲
法

の
制
定
史

(
13

)

研
究
と
が
、

つ
な
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら

の
相
互
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
系
譜

づ
け
る
こ
と
が
、
本
稿

の
課
題
で
あ
る
。
学
問
領

域
だ
け
で
な
く
時
代
区
分
を
も
こ
え
て
、
憲
法
史

あ
る
い
は
自
由
や
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
史

の
系

譜
を
さ
ぐ
る
。
そ
し
て
戦
前

か
ら

の
活
動
が
、
日

本
国
憲
法

の
制
定
を
条
件
づ
け
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
い
。

こ
の
系
譜
づ
け
に
よ
り
、
米
国
か
ら

憲
法
が

「押

し
つ
け
」
ら
れ
た
と
い
う
概
括
的
で

単
線
的
な
見
方
を
、
見
直
す
こ
と
が

で
き
る
。
日
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大正デモクラシーと明治文化研究会

1889年(明 治22年)大 日本帝 国憲法 植木枝盛 ・憲法草案

1918年 、新人会創設

室伏高信、新人会入会

i
1920年 森戸事件で

室伏ら支援演説

(森戸辰男はのちの

憲法研究会 ・会員)

!
室伏高信の 『改造』

『日本評論』などに

おける人脈形成

/
1945年10.月

総合雑誌 『新生』創刊

i
室伏による憲法研究会

会員の人選

▼

1918年 、伊東巳代治、

吉野作造の面会要求拒絶

1
1924年 、吉野作造や

尾佐竹猛、明治文化研究会

/
1933年 、吉野作造と鈴木

安蔵の面会

1
尾佐竹猛による鈴木安蔵の

庇護、岡義武の配慮による

吉野文庫の利用

1
1941年 、憲法史研究会

(尾佐竹猛 と鈴木安蔵)

!
1945年11Aか ら12月
レ

鈴木安蔵による憲法案起草

i

1945年12,月28日 新 聞掲載 ・憲法研究会案

i

1

1937年7,月 号

『中央公論』への

鈴木安蔵の論文寄稿

(同号にのちの憲法

研究会会員4人 が寄稿)

i
鈴木安蔵 『現代憲政の

諸問題』1937年

GHQ/SCA:P統 治局による

英文抄録の作成 と閲読

/
1946年2,月 初旬、連合国軍最高司令官 ・総司令部統治局における起草作業

1946年11月3日 公布 ・日本国憲法

図12つ の憲法 と総合雑誌の系譜
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本
国
政
府
に
強
制
し
な
け
れ
ぽ
、
日
本
人

の
自
由

な
意
思
は
発
露
さ
れ
な
か

っ
た
と
も
い
え

る
。

そ
こ
で
第
二
章
と
第
三
章
で
、丶
明
治
文
化
研
究

会

と
憲
法
制
定

史
研
究

の
系
譜

を
検

討

す

る

(〈図
1
>
中
央
)。
第
四
章
で
、
第
二
次
世
界
大
戦

後

に
、
室
伏
高
信
が
憲
法
研
究
会
を
結
成

し
た
と

き
の
人
脈

に
つ
い
て
分
析
す
る

(〈図
1
>
左
)。

そ
の
う
え
で
第
五
章
に
お
い
て
、
憲
法
研
究
会
案

と
日
本
国
憲
法
を
比
較
し
、
そ
の
民
定
憲

法
と
し

て
の
性
格
を
再
検
討
す
る
。

二

明
治
文
化
研
究
会

の
特
色

文
化
史

の
な
か
で
の
憲
法
制
定
史

研
究

(
一
)

一
九

二
四
年
の
明
治
文
化
研
究
会

の
設
立

-

在
野
精
神
と
反
骨
性

そ
れ
で
は
戦
前

の
言
論
活
動
や
研
究
活
動
と
は
、

ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
。

こ
こ
で
は
と
く

に
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
啓
蒙
を
し
て
き
た
吉
野
作
造

が
、
な
ぜ
明
治

の
文
化
研
究
に
没
頭

し
た

の
か
に

注
目
す
る
。
そ
う
し
た
活
動
が
何
を
う
み
だ
し
た

か
を
み
て
い
き
た
い
。

吉
野
作
造
は

一
九
二
四
年
二
月

に
東
京
帝
国
大

学
を
辞
職
し
、
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
た
。
し
か

し
そ
こ
で
の
枢
密
院
批
判
の
言
動
が
筆
禍
と
さ
れ
、

(14

)

四
ヵ
月
ほ
ど
で
同
社
を
退
社
し
た
。
こ
の
と
き
吉

野
は
、
満
四
六
歳

で
あ

っ
た
。

明
治
文
化
研
究
会

は
、
そ
の
年

一
九
二
四
年

の

一
一
月
に
発
足
し
た
。
前
年
九
月
の
関
東
大
震
災

に
よ

っ
て
、
明
治

の
文
物
が
灰
塵

に
帰
し
た
こ
と

(
15

)

が
、
会
発
足

の
契
機

に
な

っ
た
と
い
う
。
旦
ハ体
的

に
は
、
吉
野
作
造

の
研
究
資
料
調
査
員
だ

っ
た

ぐ
わ

い
こ

つ

(
61
)

(廃
姓
、
宮
武
)
外
骨

(幼
名

・
宮
武
亀
四
郎
、

一

八
六
七
ー

一
九
五
五
)
の
手
伝

い
を
し
て
い
た
浮

世
絵
研
究
家

・
井
上
和
雄
が
会

の
創
設
を
発
案
し

た
。
こ
れ
に
吉
野
作
造
が
賛
同
し
、
会
を
発
足
さ

(17
)

せ
た
。

明
治
文
化
研
究
会
で
は
、
明
治

の
文
物
を

「社

会
万
般

の
事
相
」
と
し
て
と
ら
え

「国
民
史
の
資

料
」
と
し
て
い
こ
う
と
し
た
。
会

の
機
関
誌

『新

旧
時
代
』
創
刊
号

の
冒
頭
に
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
会

の
目
的
が

か
か
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
二
五
年

二
月

『新
旧
時
代
』
創
刊
号

「
『明

(
18
)

治
文
化
研
究
会
』
に
就

て
」

創
立

大
正
十
三
年

=

九
二
四
年
]
十

一

月目
的

明
治
初
期
以
来
の
社
会
万
般

の
事
相

を
研
究
し
之
れ
を
我
が
国
民
史

の
資
料
と
し

て
発
表
す
る
こ
と
。

事
業

機
関
雑
誌
を
発
行
し
、
時
々
講
演
会

及
び
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
。

雑
誌

『新
旧
時
代
』
毎
月

一
回
発
行
。
(定

価
金
五
十
銭
、

一
ヶ
年
金
五
円
五
十
銭
)

[中
略
、
会
友
と
そ
の
特
典
]

編
輯
同
人

(イ
・
ハ
順
)

石
井
研
堂

石

を

の

川
巌

井
上
和
雄

尾
佐
竹
猛

小
野
秀
雄

ぐ
わ
い
こ

つ

吉
野
作
造

外
骨

藤
井
甚
太
郎

[傍
線
を

加
え
、
新
字

に
直
し
た
。]

こ
う
し
た
会

の
目
的
か
ら
は

「帝
国
」

に
よ
り

(
19
)

正
統
と
さ
れ
た

「甲
部
」
図
書

の
み
に
も
と
つ
く
、

(
20

)

(
21

)

正
史
編
纂

へ
の
挑
戦

の
意
図
を
よ
み
と
れ
る
。
明

治
文
化
研
究
会

は
、
正
史
編
纂
に
対
抗
し

「我
が

国
民
史

の
資
料
」
の
編
纂
を
め
ざ
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
会

の
機
関
誌

『新
旧
時
代
』
は
、
同
人

の

井
上
和
雄
が
発
行
人
で
、
自
力
で
の
出
版
で
あ

っ

た

(〈図
2
V
参
照
)。
こ
の
機
関
誌

に
掲
載
さ
れ
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た
論
文
な
ど
を
も
と
に
、

一
九
二
七
年
か
ら

一
九

三
〇
年

に
か
け
て

『明
治
文
化
全
集
』
全

二
四
巻

が
、
日
本
評
論
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
こ

の
ほ
か

(
22

)

に
も

『幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
全
五
巻
な
ど
、
多

く

の
資
料

に
解
題
が
付
さ
れ
復
刻
出
版
さ
れ
た
。

当
時

の

一
般
市
民
は
、
出
版
さ
れ
た
も

の
す
ら

図
2

『新

旧
時

代
』
創

刊

号

(
一
九

二
五
年

二
月

)

の
表
紙

(東

京
大

学
社

会
情

報
研

究
所

図
書
室

所
蔵

の
原
本

、

O
-
げ
…
一
〇
〇
討

一
H
)
。
表

紙

は
同
人

・
井

上
和

雄

の
意
匠

で
、
新

聞

錦
絵

の
旗

と

『書

物
往

来

』
表

紙

の
暖

簾

の
折

衷

と

い
え

る
。

二
番

目

の
雨
花

子

と

は
尾

佐
竹

猛

で
、
石

川
巌

を
除

く
同

人
七

人
が

掲
載

し

て

い
る
。

手
に
と
れ
な
い
状
況
だ

っ
た
。
慶
応
義
塾
大
学
を

除
き
、
大
学
図
書
館
は

一
般
に
開
放
さ
れ
て
い
な

(23

)

か
っ
た
。
憲
法
制
定
史

の
よ
う
な
国
家
に
と

っ
て

最
重
要
な
文
献
さ
え
、
上
野

の
帝
国
図
書
館
や
日
(24
)

比
谷

の
図
書
館
は
不
十
分
な
状
態
だ

っ
た
と
い
う
。

そ
れ
ゆ
え
基
本
的
な
資
料
を
活
字

に
し
、
そ
れ
を

人
々
の
手
に
届
く
よ
う
に
し
た
明
治
文
化
研
究
会

の
出
版
活
動

に
は
、
現
代
と
は
比
べ
よ
う
の
な
い

意
味
が
あ

っ
た
。
出
版
行
為
自
体
が
、

一
八
世
紀

フ
ラ
ソ
ス
啓
蒙
時
代

の

『百
科
全
書
』

の
よ
う
な
、

反
権
力

の
意
味
を
も

っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

明
治
文
化
研
究
会

の
同
人
た
ち
は
、
な
ん
ら
か

の
事
情

で
明
治
政
府

へ
の
反
骨

の
素
地
を
も

っ
て

(
25

)

い
た
。
会
の
中
心
と
な

っ
た
吉
野
、
尾
佐
竹
、
石

い
わ
お
(
26
)

井
研
堂
、
石
川
巌
は
、
戊
辰
戦
争

で
政
府
軍
と
戦

っ
た
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟

の
地
域

の
出
身
で
あ

っ

た
。
吉
野
作
造

の
父

・
年
蔵
は
、
自
由
民
権
運
動

(
27

)

に
参
加
し
て
い
た
。
石
井
研
堂

は
、
旧
幕
臣

の
同

ぶ
く
ろ

(
28

)

人
誌

『
こ
じ
き
嚢
』
の
発
行
人
を

つ
と
め
て
い
る
。

外
骨
は

一
八
八
九
年
大
日
本
帝
国
憲
法
を
公
布
す

る
明
治
天
皇
を

「骸
骨
」

に
し
て
諷
刺
し
た
絵
と

(
29

)

文
が
、
不
敬
罪
と
さ
れ
投
獄

さ
れ
た
。
外
骨

は
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『新
旧
時
代
』
創
刊
号
か
ら

「明
治
筆
禍
史
資
料
」

(
30
)

を
執
拗

に
連
載

し
た

(〈図
2
>
参
照
)。

ほ
と
ん

ど
す
べ
て
の
同
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
私
家
版
を
出
版

(
31

)

す
る
自
発
性
を
も

っ
て
い
た
。

こ
の
会

に
は
、
明
治
文
化
に
興
味

の
あ

る
同
好

(
32
)

の
人
々
が
、

サ
ロ
ン
に
つ
ど
う
よ
う
な
雰
囲
気
が

あ

っ
た
。
会

の
構
成
自
体
が
趣
味
人
的

で
、
月

一

回

の
講
演
会

の
ほ
か
、
展
覧
会
活
動
が

重
視
さ

(
33

)

れ
た
。
こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
正
統
な
資
料
だ
け

(
34
)

で
な
く
、
錦
絵
や
新
聞
雑
誌
や
小
冊
子
な
ど
幅
広

い
資
料
が
収
集
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
研
究
に

い
か
す

方
法
が
共
有
さ
れ
た
。

(
二
)
吉
野
作
造
の
明
治
文
化
研
究
の
動
機
-

憲
法
制
定
過
程
の
公
開
問
題

吉
野
作
造
自
身
は
明
治
文
化
研
究
を
始

め
た
動

・機
を
、

つ
ぎ

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

一
九
二
六
年
四
月
号

・
吉
野
作
造

「明
治
文
化

の

(35

)

研
究
に
志
せ
し
動
機
」

大
正
七
年

=

九

一
八
年
、
東
京
帝
国
大

学
の
]
国
家
学
会
創
立
満
三
十
年
を
記
念
す

る
為
め
明
治
の
憲
政
並
に
経
済
財
政
の
基
本

に
直
接
関
係
し
た
先
輩
の
談
話
を
集
め
権
威

あ
る

一
記
録
を
残
し
て
置
か
う
と
の
議
が
纏

り
、

[中
略
]
そ
の
結
果
と
し

て
出
来
た

の

が
翌
年

=

九

一
九
年
]
春
刊
行
を
見

た

「
日
本
憲
政
経
済
史
論
」
で
あ
る
。
[中
略
]

而
し
て

[帝
国
憲
法
制
定
過
程
に
つ
い
て
の

み

よ

じ

談
話

の
採
取
に
つ
き
、
伊
東
巳
代
治
氏
の
]

承
諾
を
得

る
こ
と

の
出
来
な
か
つ
た
の
は
今

以
て
我
々

一
同
の
遺
憾
と
し
て
居
る
所

で
あ

る
。
[中
略
。
伊
東
巳
代
治
氏

は
]
今
日
之

を
公
表
す
る
は
機
の
宜
し
き
を
得
ざ
る
所
以

の
ぶ
し
げ

(36
)

を
ば
熱
心

に

[仲
介
し
た
穂
積
陳
重
氏

に
]

説
い
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ

つ
た
。
[中
略
]

往
時

[明
治

一
〇
年
代
]

の
デ

モ
ク
ラ
シ

ー
は

一
知
半
解

の
洋
学
心
酔
者
が
唱

へ
出
し

た
の
だ
。
時
勢
は
ま
だ
之
を
採
用
す
る
ま
で

に
進
ん
で
ゐ
な

い
。
[中
略
]
古

い
人

は
こ

の

[明
治
か
ら
大
正
に
い
た
る
]
時
勢

の
変

化
を
見
な

い
で
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
主
張
を

只
抽
象
的
概
念
と
し
て
の
み
取
扱
ふ
。
[中

略
]
が
、
之
で
は
社
会
そ
の
も
の
が
困
る
。

何
と
か
し
て
斯
う
し
た
古
い
人
達

の
迷
妄
を

ひ
ら
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
番

の
近
道
は

跚

彼
等

に
時
勢
の
変
化
を
説
く
こ
と
で
あ
る
。

[中
略
]
老
輩
が
多
年

の
実
験

に
依

て
堅
め

た
見
識
を
打
破
す
る
為

に
は
、
歴
史

の
光
り

に
依
て
彼
等
の
議
論

の
背
景
た
る
時
勢
を
明

ら
さ
ま
に
示
す

に
限
る
。

[中
略
]
散
々
困

ら
さ
れ
た
結
果
、
私
は
昨
今
し
み
酒
＼
此
感

を
深
う
し
て
居

る
の
で
あ

る
。
[後
略
、
傍

線
を
加
え
た
。]

つ
ま
り
吉
野
作
造

は
、

一
八
八
九
年
二
月

二

日

(月
曜
日

・
紀
元
節
)
に
発
布

さ
れ
た
大
日
本

帝
国
憲
法
の
制
定
史
を
調
査
し
よ
う
と
し
た
。
し

か
し
そ
の
制
定
過
程

に
つ
い
て
の
談
話
聴
取
を
、

枢
密
顧
問
官

の
伊
東
巳
代
治

(
一
八
五
七
-

一
九

三
四
)
に
こ
と
わ
ら
れ
た
。
こ
の
伊
東

の
よ
う
な

隠
れ
た
権
力
者
に
対
し
て
、
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
が
大

(
37
)

い
に
浸
透
し
た
こ
と
を
実
証
的
に
示
し
た
い
。
こ

れ
が
吉
野
の
明
治
文
化
研
究
の
動
機
だ
と
い
う

の

で
あ
る
。

吉
野
は
枢
密
院
を
直
接
批
判
し
て
、
朝
日
新
聞

(
38

)

社
退
社

の
目
に
あ
い
、
右
翼
か
ら
も
暗
殺
を
ほ
の

め
か
さ
れ

て

い
た

(後
述
本
章

(六
)
参
照
)。
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「文
化
研
究
」
と
名
づ
け
た

の
は
、
政
治
史
や
憲

法
制
定
史
研
究
の
意
図
を
隠
す
た
め
だ

っ
た
と
も

思
わ
れ
る
。

同
時

に

「時
勢

の
変
化
を
説
く
」

こ
と
が
、
遠

そ
う
で
い
て

「近
道
」
だ
と
も
真
剣

に
考
え
た
の

だ
ろ
う
。
吉
野
は
こ
こ
に
続
け
て
、
そ
れ

ま
で
の

マ

リ

ヤ

栗

原

佑

2高 ・東大で学友

・ 弓町本郷教会
丶
丶
、
丶丶

丶

＼
、 鈴
丶

丶木
安

蔵

原

基

一
俊

子

京都帝大で学友

図3吉 野作造と鈴木安蔵の関係

▼
、

 吉

野

作

造

明
治

の
政
治
史
を

「本
当

の
歴
史
で
は
な
く
て
」

す
べ
て
の
こ
と
は

「神
武
天
皇
以
来
決

つ
て
居

つ

た
と

い
ふ
様
な
類

の
も
の
で
あ
る
」
と
評
し
て
い

る
。
当
時

の
国
定
教
科
書
や
正
史
と
さ
れ
る
も

の

は
、
限
ら
れ
た
こ
と
だ
け
を
限
ら
れ
た
視
点
か
ら

述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
吉
野
は
と
ら
え
た
。

吉
野
は
こ
う
し
た
正
史
編
纂
に
対
抗
し
て
、
資
料

に
よ
る

「歴
史

の
光
り
」
で

「時
勢
」
を
示
そ
う

(
39
)

と
し
た
。
こ
う
し
た
吉
野
の
活
動
は
、
結
果
と
し

て
実
を
結
ぶ
こ
と
に
な

っ
た
と
い
え
る
。

(
三
)
忘
却
さ
れ
た
憲
法
史
家

・
鈴
木
安
蔵

吉
野
作
造

の
資
料
の
扱

い
方
と
広

い
視
野
か
ら

の
研
究
方
法
は
、
鈴
木
安
蔵

に
継
承
さ
れ
た
。

鈴
木
安
蔵
は
プ

ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
の
信
者
を
父
に
、

福
島
県
北
東
部
の
小
高
町
に
う
ま
れ
た
。
仙
台

の

旧
制
第
二
亠咼
等
学
校
か
ら
、
京
都
帝
国
大
学
文
学

か
ぶ
と
む
し

部

に
進
み
、
同
人
雑
誌

『甲

虫
』
を
出
し
た
。

の
ち
経
済
学
部
に
転
じ
、

マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学

は
じ
め

者

・
河
上
肇
の
指
導
を
う
け
、

の
ち
に
河
上

の
個
(
40

)

人
雑
誌

『社
会
問
題
研
究
』

の
編
集
を
担
当
し
た
。

一
九
二
五
年
に
、
治
安
維
持
法
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
れ
は
ま
さ
に
、
普
通
選
挙
法
に
よ
る
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ

し
て

一
九
二
六
年
に
こ
の
治
安
維
持
法
が
初
め
て

適
用
さ
れ
、
学
生
社
会
科
学
連
合
会
事
件

(い
わ

ゆ
る

「京
都
学
連
事
件
」)
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
。

鈴
木
安
蔵
は
こ
の
事
件
な
ど
で
逮
捕
さ
れ
、

一
九

二
九
年
秋
、
満
二
五
歳

の
と
き
治
安
維
持
法
違
反

(
41
)

で
収
監
さ
れ
た
。
こ
の
経
験
か
ら
憲
法
研
究

の
必

要
性
を
感
じ
、
獄
中

で
美
濃
部
達
吉
ら
の
憲
法

の

主
要
著
書
を
網
羅
的
に
読
ん
だ
と
い
う
。

一
九
三

二
年
六
月
中
旬
、
鈴
木
は
三
年
弱
の
刑
期
を
満
了

し
た
。
そ
の
の
ち

一
九
三
二
年
九
月
に
上
京
す
る

ま
で
三

ヵ
月
ほ
ど
、
鈴
木
は
妻

・
俊
子

の
実
家

の

(
42

)

栗
原
家
で
静
養
し
た
。
そ
れ
は
京
都
御
所

の
東
、

荒
神
橋

の
た
も
と
に
あ

っ
た
。

(
四
)

一
九
三
三
年

の
吉
野
作
造
と
鈴
木
安
蔵

の

面
会

も
と
い

鈴
木
安
蔵
は
、
妻

の
父

・
栗
原
基

(
一
八
七
六

-
一
九
六
七
)
を
通
じ
て
、
吉
野
作
造

に
面
会
を

依
頼

し
た

(〈
図
3
>
参
照
)。
吉
野
と
栗
原
基
は

仙
台

の
旧
制
第
二
高
等
学
校
時
代
か
ら
の
友
人
で
、
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東
京

の
弓
町
本
郷
教
会

で
海
老
名
弾
正

(
一
八
五

六
ー

一
九
三
七
)
の
雑
誌

『新
人
』
を

一
緒
に
編

(43
)

集

し
た
仲
で
あ

っ
た
。

一
九
三
三
年

一
月
七
日

(土
曜
日
)、
吉
野
は
翌
日
午
後

に
鈴
木
安

蔵
と
面

(44

)

会

で
き

る
と

い
う
葉
書

を
出

し
た

(〈図

4
>
参

照
)。
こ
の
時
、
吉
野
は
満
五
四
歳

で
、

明
治
文

化
研
究
会
設
立
か
ら
八
年

の
歳
月
が
流
れ

て
い
た
。

鈴
木
安
蔵
は
、
ま
だ
満
二
八
歳
で
あ

っ
た
。

翌
日
に
配
達
さ
れ
た
吉
野
作
造

の
葉
書

は
ま
に

あ
い
、
二
人
は
そ
の
日
曜
日
の
午
後

に
あ

っ
た
。

こ
の
日
は
吉
野
に
と

っ
て
、
肺
結
核

で
の
入
院
前

(45

)

の
最

後

の
日

で
あ

っ
た
。

(
五
)
吉
野
作
造
が
鈴
木
安
蔵
に
伝
え
た

も
の
l

l
憲
法
制
定
史
研
究
の
方
向
づ
け

面
会
で
二
人
は
、
憲
法
制
定
史
の
意
義

と
方
法

(
46
)

に
つ
い
て
話
し
あ

っ
た
と
い
う
。
吉
野
作

造
は
伊

藤
博
文
ら

の
ド
イ

ツ
に
お
け
る
調
査
に
つ
い
て
の

論
文

を
、
総
合
雑
誌

『改
造
』

に
執
筆

中

で
あ

(
47
)

っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
伊
藤
博
文

の
憲
法
調
査
や
明

治
初
年

の
元
老
院
草
案
に
つ
き
、
吉
野
は
き
わ
め

て
正
確
な
話
を
し
た
。
し
か
も
示
唆
と
興
趣

に
と

み

、

ド

イ

ッ
と

日

本

の
憲

法

学

者

の
諸

分

派

な

ど

に

も

話

題

が

及

ん
だ

。

こ

れ

は

ル
ド

ル

フ

・

フ

ォ

ン

・
グ

ナ

イ

ス

ト

(菊
⊆
α
O
一h
<
○
】ρ
∩
甲コ
Φ
一ωけ
)

ら

の

君
主

主

権

重

視

を
伊

藤

博

文

や
穂

積

八
束

が

継

承

し

、

ゲ

オ

ル

ク

・

イ

ェ

リ

ネ

ク

(○
①
o
目
ひQ

冨
≡
器

評
)

ら

の
立

憲

制

重

視

を

美

濃

部

達

吉

や
(48
)

吉
野
作
造
が
継
承
し
た
こ
と
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。

を

の

あ
つ
さ

吉
野
作
造
は
鈴
木
安
蔵
に
、
小
野
梓

(
一
八
五
ニ

ー

一
八
八
六
)
の

『国
憲
汎
論
』

(東
洋
館
書
店
、

一
八
八
五
年
)
な
ど
必
読
文
献
を
紹
介
し
、
福
沢

(
49

)

諭
吉
の

『国
会
論
』

の
意
義
を
教
え
た
。
そ
し
て

吉
野
は
鈴
木

に

「
た
く
さ
ん
読
ん
で
も
ら
い
た
い

(
50
)

資
料
も
あ
る
か
ら
」
と
ま
で
い
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
ら

の
う
ち
、
伊
藤
博
文

の
ド
イ
ツ
で
の
憲

法
調
査
が
重
要
な
課
題
だ
と
示
し
た
こ
と
自
体
が
、

最
も
重
要
だ

っ
た
と
い
え
る
。
鈴
木
が
吉
野
に
面

会
を
申

し
込
ん
だ
理
由
も
、
大
日
本
帝
国
憲
法
が

直
接

の
模
範
と
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
研
究

の
必

(
51

)

要
性
や
方
法
を
確
認
し
た
い
が
た
め
だ

っ
た
。
鈴

木
は
、
当
時
の
外
国
憲
法
史

の
研
究

は
フ
ラ
ン
ス

か
イ
ギ
リ
ス
に
集
中
し
、
ド
イ
ッ
の
憲
法
史
研
究

(
52

)

は
な
か

っ
た
と
し
て
い
る
。
欧
米

の
観
点
に
よ
る

近
代
憲
法
史

の
概
説

で
は
な
く
、
日
本
に
と

っ
て

の
重
要
性
を
優
先
し
た
研
究
を
す
べ
き
だ
と
い
う

方
向
性
が
、
吉
野
か
ら
鈴
木
に
伝
え
ら
れ
た
と
い

え
る
。

他
方

で
こ
の
面
会

の
あ
い
だ
、
二
人
は
意
見
を

異
に
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
吉
野
作
造
は
憲
法

の

(
53
)

講
義
や
留
学
中
の
師
ゲ
オ
ル
ク

・
イ

ェ
リ
ネ
ク
の

影
響
で
、
君
主
主
権
を
前
提
と
し
て
い
た
。
そ
れ

ゆ
え
吉
野
は
自
由
民
権
論
者

の
主
権
在
民
論
に
消

(
54
)

極
的

で
、
先

に
み
た
と

お
り
自

由
民
権
論
者
を

コ

知
半
解

の
洋
学
心
酔
者
」
だ
と
も
評

し
て
い

た

(前
述
本
章

(二
)
参
照
)。
鈴
木
が
反
駁
し
た

の
は
、
こ
の
点
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
鈴
木

は
の

ち
に
、
植
木
枝
盛

(
一
八
五
七
ー

一
八
九
二
)
の

憲
法
案

に
あ

っ
た
、
抵
抗
権
や
人
民
主
権
や

一
院

(
55

)

制
を
高
く
評
価
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
鈴
木

は

(
56
)

東
京
帝
国
大
学

の
ド
イ

ッ
流

の
憲
法
理
論
を
批
判

す
る
観
点

か
ら
、
憲
法
研
究
を
始

め
た
。
そ
の
意

味
で
鈴
木

は
吉
野
よ
り
も
、
議
会
を
重
視
し
た
デ

(
57

)

モ
ク
ラ
シ
ー
の
理
論
を
と
る
こ
と
が

で
き
た
。
吉

野
作
造

の
課
題
と
方
法
が
、
新
し
い
思
想
を
前
提

と
し
た
器

に
継
承
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
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図4吉 野作造から鈴木安蔵にあてた葉書

1933年(昭 和8年)1月7日(土 曜 日)づ け(吉 野作造記念館所蔵)。

葉書文末で「一寸旅行」「月末帰京」といっているのは、賛育会病院への入退院の予定を意味する。

鈴
木
安
蔵

の
回
想
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
時
間
ほ

(
58

)

ど
の
面
会
が

の
ち
の
鈴
木

の
研
究
に
、
は
か
り
し

れ
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
し
て
い
る
。
資
料

の

閲
覧
に
不
自
由

で
、
頼
る
べ
き
師
も

い
な
か

っ
た

鈴
木
に
と

っ
て
、
吉
野

の
示
唆
と
方
向
づ
け
は
多

大
な

ヒ
ン
ト
と
励
ま
し
に
な

っ
た
と

い
う
。

(
六
)
吉
野
作
造
が
暗
殺
さ
れ
た
疑
い

こ
の
面
会

の
ニ
ヵ
月
後
、
転
地
療
養

の
た
め
湘

南

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
移

っ
た
。
そ

の
翌
朝

に
、
吉

野
作
造
は
火
災
に
あ

っ
た
。
衝
撃
的
な
こ
と
に
、

(
59
)

こ
れ
に
は
放
火
と
殺
人
未
遂

の
可
能
性
が
あ
る
。

一
九
二
四
年

こ
ろ
吉
野
は
、
大
杉
栄
を
暗
殺
し
た
(60

)

憲
兵

一
派
か
ら

「根
を
絶
や
」
せ
な
ど
と
脅
さ
れ
、

一
九
二
六
年
五
月
九
日
に
も
自
宅
を
放
火
さ
れ
て

(
61

)

い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
転
地
先
で
火
災

に
あ

っ
た
二
週
間
後
の
、

一
九
三
三
年
三
月

一
八
日

(土
曜
日
)
に
、
吉
野

(
62

)

作
造
は
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
た
。
享
年
五
五
歳
で
あ

っ
た
。
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三

憲
法
制
定
史

の
研
究

竹
猛
と
鈴
木
安
蔵

尾
佐

(
一
)
鈴
木
安
蔵
の
憲
法
制
定
史
の
著
書

一
方
、
鈴
木
安
蔵

は
、
こ
の

一
九
三
三
年

一
月

の
吉
野
作
造
と
の
面
会
で
伝
え
ら
れ
た
視
点
と
方

法
に
し
た
が

っ
て
、
研
究
を
進
め
た
。
吉

野
の
遺

稿
と
な

っ
た

『改
造
』
の
論
文

(前
掲

(47
))
の

末
尾

に
は
、
ド
イ
ッ
と
日
本

の
憲
政
思
想

を
比
較

す
べ
き
だ
と

い
う
未
完
の
課
題
ま
で
示
さ
れ
て
い

た
。鈴

木
安
蔵
は
、

こ
の
課
題
を
実
行
し
た
。
鈴
木

(
63
)

は
約
ニ
ヵ
月
半
集
中
し
、
そ
の
年

一
九
三

三
年

の

六
月

に
、
本
文
四
八
二
頁

に
お
よ
ぶ
初

の
著
書

『憲
法

の
歴
史
的
研
究
』

(大
畑
書
店
)
を
刊
行
し

た
。
鈴
木
は

一
九
三
〇
年
以
降
準
備
し
、

こ
の
著
.

書
に
は
資
料
集

の
よ
う
に
引
用
が
多
い
に
せ
よ
、

(
64
)

驚
く
べ
き
刊
行

の
速
さ
で
あ
る
。

こ
の
著
書
で
は
随
所
に
、
吉
野
の
助
言
が
生
か

さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
何

よ
り
も
こ
の
著
書

は
、

フ

ラ
ン
ス
や
ド
イ
ッ
の
憲
法
史
と
日
本
の
そ
れ
と
を

比
較
す
る
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
日
本

帝
国
憲
法

の
母
法
と
な

っ
た
憲
法
の
法
思
想
的
な

系
譜
を
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
伊
藤
博
文
の
調
査
と
、

小
野
梓
な
ど

の
諸
流
派
の
憲
法
思
想
を
、
政
府
側

と
そ
の
対
抗
勢
力
と
い
う
軸

の
な
か
で
描
こ
う
と

(
65

)

し
て
い
る
。
さ
ら
に
鈴
木
は
、
吉
野
が
し
た

「
明

治
政
治
史
の
旦
ハ体
的
分
析
を
基
礎
と
す
る
憲
法
な

(66
)

ら
び
に
政
治
批
判
」
を
す
る
方
法
を
と

っ
た
。
(67

)

鈴
木
は
こ
の
著
書
を
、
亡
き
吉
野
に
献
じ
た
。

伏
字
を
付
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
著
書
は

(
68

)

即
日
、
発
売
禁
止
と
さ
れ
た
。
そ
れ
ほ
ど
憲
法
制

定
史
研
究
は
タ
ブ

ー
と
さ
れ
て
い
た
。

(
二
)
尾
佐
竹
猛
庇
護
下
の
鈴
木
安
蔵
-

明
治

文
化
研
究
会
か
ら
憲
政
史
編
纂
会

へ

こ
の

一
九
三
三
年

の
鈴
木
安
蔵

の
著
書
を
、
尾

(69

)

(70

)

佐
竹
猛
が
絶
賛
し
た
。
序
文
で
自
著
が
批
判
さ
れ

(71

)

て
い
る
の
に
で
あ
る
。
尾
佐
竹
は
吉
野
作
造

の
没

(
72

)

後
、
明
治
文
化
研
究
会
を
運
営
し
て
い
た
。
尾
佐

竹
は
鈴
木
を
明
治
文
化
研
究
会
に
加
え
、
い
わ
ぽ

(
73
)

「研
究
事
務
局
長
」
役
に
し
た
と
い
う
。

さ
ら
に

一
九
三
七
年
創
設

の
衆
議
院
憲
政
史
編

纂
会

の
委
員
長
に
な

っ
た
尾
佐
竹
は
、
鈴
木
を
そ

(74

)

の
中
心
に
す
え
た
。

こ
の
編
纂
会

に
は
尾
佐
竹

に

(
75

)

よ
り
在
野
派

の
人
が
集

め
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
鈴

木
は
自
由
に
活
動

で
き
た
。
鈴
木
は
こ
の
会

の
編

纂
委
員
の
地
位
を
利
用
し
、
高
知

の
図
書
館
で
植

木
枝
盛

ら
自
由
民
権
思
想
家

の
文
書

を
書
き
写

(76
)

し
た
。

一
九
三
七
年

一
〇
月
、
鈴
木
安
蔵

は
論

文
集

『現
代
憲
政

の
諸
問
題
』
(泰
山
房
)
に
よ
り
、
ま

た
も
や
出
版
法

の

「安
寧
秩
序
」
違
反
で
罰
金
刑

(
77
)

の
有
罪
と
さ
れ
た

(〈図
1
>
右
、
ま
た
注

(悩
)、

後
述
第
四
章

(七
)
を
も
参
照
)。
鈴
木

は
こ
の
有

罪
を
理
由

に
、

一
九
三
八
年
二
月

に
衆
議
院
憲
政

史
編
纂
会

に
辞
表
を
出
し
た
。
鈴
木
は
当
然
、
控

訴
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
尾
佐
竹
は
大
審
院
判

事
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
い
は
判
事

で
あ

っ
た
か
ら
こ
そ

「
早
く
事
件
か
ら
解
放
さ
れ

た
ほ
う
が
よ
い
」
と
鈴
木
を
諭
し
た
。
尾
佐
竹
は

当
時
五
七
歳
、
鈴
木
は
三
三
歳
で
あ

っ
た
。
尾
佐

竹
は
衆
議
院
当
局
に
対
し
鈴
木
を
擁
護
し
、
そ
の

の
ち
も
同
じ
勤
務
を
さ
せ
、
同
じ
手
当
を
支
給
さ

(
78
)

ぜ
た
。
こ
う
し
て
鈴
木
安
蔵
は
、
尾
佐
竹
の
庇
護
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の
も
と
で
憲
法
史
研
究
に
専
念
で
き
た

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
衆
議
院
憲
政
史
編
纂
会

の
縁
で
、

よ
し
た
け

(
79

)

鈴
木
安
蔵
は
岡
義
武

(
一
九
〇
二
ー

一
九
九
〇
)

(80

)

か
ら
、
吉
野
文
庫
を
利
用
す

る
便
宜

を
与
え

ら

(
81

)

れ
た
。
岡
義
武
は
吉
野
作
造
の
弟
子
で
、
当
時
東

(82

)

京
帝
国
大
学
法
学
部

の
助
教
授
で
あ

っ
た
。
吉
野

が

「読
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
い
っ
て
い
た
資
料

を
、
鈴
木
は
利
用
で
き
た
の
で
あ
る
。

(三
)
伊
東
巳
代
治
文
書
の
公
開
と
整
理
-

尾

佐
竹
猛
と
鈴
木
安
蔵
の
作
業

は
る
ま
さ

一
九
四
〇
年
、
伊
東
巳
代
治

の
孫

・
伊
東
治
正

(83
)

(
一
九

一
三
-

一
九
八

一
)
は
、
尾
佐
竹
猛

と
鈴
木

安
蔵

に
、
制
定
史
関
係
資
料
を
自
発
的

に
公
開

(
84

)

し
た
。
吉
野
作
造

の
こ
だ
わ

っ
て
い
た
憲
法
制
定

過
程

の
公
開
問
題
は
、
世
代
交
代

に
よ

っ
て
解
決

さ
れ
た
。
し
か
も
吉
野
の
明
治
文
化
研
究
会

の
段

階
で
出
版
物
の
発
掘
や
復
刻
で
あ

っ
た
も

の
が
、

手
書
き

の
文
書
の
調
査
や
出
版
に
ま
で
拡
張
さ
れ

て
き
て
い
た
。

こ
う
し
て
尾
佐
竹
と
鈴
木
ら
に
よ
り
、
戦
時
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資
料
整
理
と
憲
法
制
定
史
研

究
が
着
々
と
進

め
ら
れ
た
。

こ
れ
ら

の
作
業

は
、

戦
後
の
鈴
木
安
蔵
の
憲
法
案
起
草

の
準
備

に
も
な

っ
た
。

(
四
)

一
九
四

一
年
憲
法
史
研
究
会
か
ら
第

二
次

世
界
大
戦
後
の
憲
法
案

へ

一
九
四

一
年
、
こ
の
伊
東
巳
代
治
文
書

の
整
理

作
業
が
発
展
し
、
憲
法
史
研
究
会
が
発
足
し
た
。

こ
の
憲
法
史
研
究
会
は
、
伊
東
治
正
を
パ
ト
ロ
ン

に
、
尾
佐
竹
猛
と
鈴
木
安
蔵
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ

た
。
こ
の
会

に
は
尾
佐
竹
と
鈴
木

の
ほ
か
、
全
国

(
85
)

の

大

学

の
名

だ

た

る

憲

法

学

者

が

加

わ

っ

た

。

ハ

ー

。ハ
ー

ト

・
ノ

ー

マ

ン

(国
.
=

Φ
同σ
Φ
#

Z

o
「
ヨ

鋤
戸

(86
)

6
8

亠

㊤
昭

)
も

、

会

に

参

加

し

て

い
た

。

ノ

ー

マ

ン
は

日

本

史

の
研

究

家

で
、

当

時

駐

日

カ

ナ

ダ

(
87
)

(
88
)

公
使
館

の
外
交
官
だ

っ
た
。
こ
の
会

で
は

一
九
四

四
年
夏

に
伊
東
治
正
が
疎
開
す
る
ま
で
、
毎
月
研

(
89

)

究
発
表
会
が
続
け
ら
れ
た
。

こ
の
会

の
参
加
者
が
戦
後
の
憲
法
制
定
に
、
そ
(90

)

れ
そ
れ
な
ん
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。

す
な
わ
ち
憲
法
史
研
究
会

に
い
て
、
戦
後
に
政
府

の
憲
法
問
題
調
査
委
員
会

(
い
わ
ゆ
る
松
本
委
員

と
し

会
)
に
は
い
っ
た
の
が
、
美
濃
部
達
吉
、
宮
沢
俊

よ
し

い
さ
お

義
、
清
宮
四
郎
、
河
村
又
介
、
佐
藤
功

で
あ
る
。

じ
よ
う
じ

松
本
烝
治
国
務
大
臣
を
ふ
く
め
た

一
九
人
の
同
委

(
91

)

員
会
委
員

の
う
ち
、
五
人
を
し
め
て
い
る
。

し
か

も
そ
の
な
か
に
は
、
政
府
案
を

つ
く
る
中
心
と
な

っ
た
宮
沢
俊
義
と
、
法
制
局
に
い
て
連
合
国
軍
最

高
司
令
官
総
司
令
部
と
の
折
衝
に
あ
た

っ
た
佐
藤

功
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
憲
法
史
研
究
会
に
い
た
法
学
者

が
、
戦
後

の
憲
法
案

の
起
草
に
た
ず
さ
わ

っ
た
。

そ
う

い
ち

佐
々
木
惣

一
は

一
九
四
五
年

一
一
月
こ
ろ
、
内
大

ふ
み
ま
ろ

臣
府
で
近
衛
文
麿
ら
の
憲
法
改
正
案
の
起
草
を

(
92

)

ま
さ
つ
ぐ

(93

)

し
た
。
稲
田
正
次
は
、
み
ず
か
ら

の
案
と
、
憲
法

(94
)

懇
談
会
と
い
う
団
体

の
草
案
を
起
草
し
た
。

こ
れ
ら
の
な
か
で
も
鈴
木
安
蔵

の
起
草
し
た
憲

法
研
究
会
案
が
、
最
も
自
由
主
義
的
だ
と
い
う
評

価
を
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
か
ら
得

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
結
果
か
ら
す
れ
ぽ
、
吉

野
作
造

の
資
料
に
も
と
つ
い
た
制
定
史
研
究
と
文

化
史
を
重
視
す
る
態
度
は
、
鈴
木
安
蔵

の
自
由
で

曲豆
か
な
視
点
を
養

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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四

一
九
四
五
年

の
憲
法
研
究
会

へ

の
系
譜

(
一
)
鈴
木
安
蔵
と
民
定
憲
法

一
九
四
五
年

の
敗
戦
後
、
鈴
木
安
蔵

は
こ
う
し

た
蓄
積
を
背
景
に
、
憲
法
案
制
定

の
活
動
を
開
始

し
た
。
そ
れ
は
あ
わ
た
だ
し
く
始
め
ら
れ

た
。

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第

一
二
項
に
あ

っ
た

「日
本

の

(
95
)

人
々
に
よ

っ
て
自
由

に
表
明
さ
れ
た
意
思
」
に
よ

り
憲
法
制
定
を
す
る
こ
と
を
、
占
領
軍
は
義
務
づ

(
96
)

け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
日
本

の
民
間
人

に
よ

る
、
自
主
的
な
憲
法
制
定
が
期
待
さ
れ
て

い
た
。

占
領
軍
に
よ
る
検
閲
と
同
時
に
、
世
論

の
誘
導

に

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
九
月

二
二
日

(土
曜
日
)

に
、
鈴

木
安
蔵
宅
を
旧
知
の
ノ
ー

マ
ン
が
、
従
軍
記
者
と

と
も
に
訪
れ
て
き
た
。
ノ
ー

マ
ン
は
米
太
平
洋
陸

軍

幕
僚
部

・
防
諜
局

(O
。
二
畧
9

H畧
①
已
αq穹
8

(97
)

oっ
8
けδ
⇒
)
に

い
た
。
カ
ナ
ダ
政
府

か
ら
、
占
領

軍
と
米
国
国
務
省
の
日
本
派
を
監
視
す
る
役
割
を

(
98
)

期
待
さ
れ
、
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
ノ
ー

マ
ン
と
従

軍
記
者

は
、

こ
の
訪

問

に
お

い
て
鈴
木

に

「国

(
99
)

体
」

の
根
本
的
改
革

の
必
要
性
を
示
唆
し
た
。

こ
の
訪
問

に
は
、
非
常

に
重
要
な
意
味
が
あ
る
。

(
珊
∀

連
合
国
軍
側

の
示
唆
や
働
き
か
け
が
、
日
本
の
民

間
人

の
憲
法
案
起
草
に
あ

っ
た
と

い
う
だ
け
で
は

な
い
。
大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
史
に
つ
い
て
の
自

由
主
義
的
な
研
究
活
動
が
、
新
し
い
憲
法
案

の
起

草
作
業

へ
と
結
び

つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ノ
ー

マ
ソ
は
近
衛
文
麿
が
戦
争
犯
罪
人
で
あ
る
と

の
報

(
101

)

告
書
を
書
き
、
カ
ナ
ダ
政
府
の
期
待
ど
お
り
鈴
木

安
蔵
が
自
由
主
義
的
憲
法
を
起
草
す
る
端
緒
を
与

え
た
の
で
あ
る
。

鈴
木
安
蔵
は

一
九
四
五
年

一
〇
月
中
旬
こ
ろ
か

(201
)

(
鵬
)

ら

、

さ

っ
そ

く

新

聞

、

ラ
ジ

オ
、

尾

佐

竹

猛

ら

と

(041

)

の
座
談
会

「新
日
本

の
民
主
主
義
」
な
ど
で
、
憲

法
改
正
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

(
二
)
総
合
雑
誌

「新
生
」
を
舞
台

に
し
た
憲
法

研
究
会

こ
う
し
た
鈴
木
安
蔵
の
活
動
を
、
高
野
岩
三
郎

(
501

)

(
一
八
七

一
1

一
九
四
九
)
が
と
ら
え
た
。
高
野
は

東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
で
統
計
学
を
担
当
し
、

(
061

)

一
九

一
九
年
に
大
原
社
会
問
題
研
究
所
の
初
代
所

(
斯
V

長

に
な

っ
て
い
た
。
高
野
は
憲
法
研
究
会

の
設
立

(
80工

)

を
発
案
し
、
友
人
の
室
伏
高
信
に
呼
び
か
け
た
。

評
論
家
で
編
集
者
の
室
伏
高
信
は
、
高
野
か
ら
話

の
あ

っ
た
そ
の
日
か
ら
、
会
同
人

の
人
選
と
場

の

(
091

)

設
定
に
動

い
た
。

室
伏
高
信

は
明
治
大
学
法
科
中
退
で
、
初
期

の

新
人
会

に
所
属
し
た
。
室
伏
は

『朝
日
新
聞
』

の

記
者
や
、
総
合
雑
誌

『改
造
』
の
特
派
員
な
ど
を

(
m
)

へ
て
、

一
九

三
四
年

か
ら
九
年

間
、
総
合
雑
誌

(
m
)

(
m
)

『日
本
評
論
』
の
主
幹
を

つ
と
め
た
。
戦
時
中
、

室
伏

の
私
宅
を
高
野
岩
三
郎
が
し
ば
し
ば
訪
れ
た

(311

)

と

い
う
。
五
三
歳
に
な

っ
て
い
た
室
伏
は
、
戦
後

い
ち

は
や
く
総
合
雑
誌

『新
生
』
の
創

刊

に
参

(
411

)

与
し
、
そ
こ
で
政
治
分
野
の
編
集
と
執
筆
を
担
当

(
511
)

し

て

い

た

。

(611
)

一
九
四
五
年

一
〇
月

一
八
日

(木
曜
日
)
発
行

(
711

)

の

『新
生
』
創
刊
号
は
、
三
六
万
部
印
刷
さ
れ
、

ニ
ー
三
日
で
完
売

に
な

っ
た
と
い
ヶ

(〈図
5
>

(
811

)

参
照
)。
同
誌

の
発
行

で
え
ら
れ
た
潤
沢
な
資
金
、

高
額
原
稿
料
に
よ
る
人
脈
、
そ
し
て

一
等
地

の
会

(
911

)

場
が
、
憲
法
研
究
会
に
利
用
さ
れ
た
。
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大正 デモクラシーと明治文化研究会

(
三
)
日
本
文
化
人
連
盟
と
隣
接
し
た
憲

法
研
究

会
i

鈴
木
安
蔵
へ
の
働
き
か
け

鈴
木
安
蔵
ら
の
憲
法
研
究
会
は
、
や

は
り
こ
の

総
合
雑
誌

『新
生
』
を
母
体
と
し
た
日
本
文
化
人

(021
)

(
m

)

連
盟
と
い
う
団
体

か
ら
、
分
岐
す
る
形

で
設
立
さ

れ
た
。
こ
の
日
本
文
化
人
連
盟
は

「民
主
主
義
原

則
に
基
い
た
新
日
本
文
化

の
建
設
、
東
西
文
化

の

(221

)

交
流
な
ど
」
を
事
業
と
し
て
か
か
げ
て
い
た
。
(321
)

こ
の
日
本
文
化
人
連
盟

の
創
立
準
備
委
員
会

の

開

か
れ

た

一
九
四
五
年

一
〇
月

二
九

日

(月
曜

日
)
に
、
別
席
で
憲
法
研
究
会
設
立

の
話
が
、
当

時
満
七
四
歳

の
高
野
岩
三
郎
か
ら
満
四

一
歳

の
鈴

木
安
蔵

に
も
ち
か
け
ら
れ
た
。
鈴
木
安
蔵

の
日
記

に
は
、

つ
ぎ

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。

図5雑 誌 『新生』創刊 号 の検閲 をへ た ゲラ刷(ga1-

ley)の 表紙(メ リーラン ド大学 プランゲ文庫所蔵)

室 伏高信、岩淵辰雄、馬場恒吾の3人 が憲法研究会 の同

人である。左 に"10-18-45"と 書 き入れ られているのは、

検閲通過 日を意味する。

一
九
四
五
年

一
〇
月
二
九
日

(月
曜
日
)
鈴
木
安

(
421

)

蔵

・
日

記

マ
マ

丸

の
内
常
盤
家

に
至
る
。
文
化
連
盟

の
創
立

準
備
委
員
会

夕
刻
よ
り
ア
メ
リ
カ
記
者

団
と

の
会
見
。
八
時
散
会
。
[中
略
]
高
野

岩
三
郎
博
士
よ
り
、
民
間
憲
法
改
正
案

の
研

究
を
急
速

に
開
始
す

べ
し
と

の
提
案
あ

り

1

室
伏
氏
そ
の
他
に
相
談
、
直
ち
に
開
始

す
る
こ
と
に
す
る
。
老
博
士

の
意
気
壮
と
す

べ
し
。

こ
の
鈴
木
安
蔵
が
中
心
と
な

っ
て
、
民
間
憲
法

案
が
起
草
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
四
)
評
論
家

・
室
伏
高
信
を
中
心
に
し
た
憲
法

研
究
会
同
人
の
人
選

主
役
の
き
ま

っ
た
あ
と
、
室
伏
高
信
は
評
論
家

い
わ
ぶ
ち
た
つ
お

(521

)

仲
間

の
岩
淵
辰
雄

(
一
八
九
二
ー

一
九
七
五
)
と

(621

)

(
捌

)

も
相
談
し
て
、
憲
法
研
究
会

の
同
人
を
選
ん
だ
。

高
野
岩
三
郎

の
人
脈
か
ら
は
、
高
野

の
弟
子
で

東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
を
追
わ
れ
て
大
原
社
会

問
題
研
究
所
所
員
と
な

っ
た
、
森
戸
辰
男

(
一
八

(
821

)

八
八
-
一
九
八
四
)
が
加
わ

っ
た
。
森
戸

は
論
文
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「
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
社
会
思
想

の
研
究
」

を
問
題

と
さ
れ
た
、

一
九
二
〇
年

の
森
戸
事
件
の
被
告
人

(921

)

で
あ
る
。
森
戸
事
件

で
は
師

・
高
野
が
援
護
し
、

憲
法
研
究
会
同
人
と
な

っ
た
室
伏
高
信
や
杉
森
孝

次
郎
が
、
森
戸
支
援
の
演
説
を
し
た
因
縁
が
あ
る

(㎜
)

(冒

頭

の

〈
図

1
>

左
)
。

そ

の
文

芸

評

論

家

・
杉

森

孝

次

郎

(
一
八

八

一

(
131

)

1

一
九
六
八
)
は
、
戦
時
中

に
日
本
評
論

家
協
会

(231
)

な
ど
で
室
伏
高
信
と
行
動
を
と
も
に
し
て

い
た
。

以
上
の
六
人

の
ほ
か
、
最
終
案
に
は

一
九
四
五

年

一
〇
月

の
第

一
次
読
売
争
議

で
読
売
新
聞
社
社

つ
ね
こ

長
と
な

っ
た
、
馬
場
恒
吾

(
一
八
七
五
-

一
九
五

六
)
が
署
名
し
て
い
る
。
馬
場
は
首
相
だ

っ
た
近

衛
文
麿
を
め
ぐ
り
、
室
伏
と
交
流
が
あ
り
近
所
づ

(
331

)

き
あ
い
を
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う

に
憲
法
研
究
会
を
め
ぐ
る
人

の
輪
は
、

言
論
の
自
由
や
学
問
の
自
由
を
求
め
る
戦
前
か
ら

の
活
動

の
な
か
で
培
わ
れ
て
き
た
も

の
と

い
え
る

(冒
頭

〈図
1
>
左
)。
そ

し

て
憲

法

研

究

会

は

『中
央
公
論
』
な
ど

に
寄
稿

し
て
い
た
労

農
派
の

(
431

)

論
客
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
社
会
党
結

(
531

)

党
の
動
き

の
な
か
で
再
結
集
し
た
と
も
位

置
づ
け

(631

)

ら
れ
る
。
憲
法
研
究
会

は
七
割

の
日
本
社
会
党
と

三
割

の
日
本
共
産
党

の
関
係
者
に
よ
る
構
成
だ
と
、

(
731

)

米
国
側

に
説
明
さ
れ
て
い
た
。

(五
)
憲
法
研
究
会
案
の
起
草
と
米
国
の
対
応

憲
法
研
究
会

で
は

一
九
四
五
年

一
一
月
五
日

(月
曜
日
)
に
、
初
回

の
会
合
が

も
た
れ
た
。
こ

れ
は
高
野
岩
三
郎

に
声
を
か
け
ら
れ
て
か
ら
、

一

(831

)

週
間

で
会
を
発
足
さ
せ
た
と
い
う
室
伏
の
回
想
と

一
致
す
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
活
動
は
、

一
九
四
五
年

=

月

=
二
日

(火
曜
日
)
づ
け
書
簡

(αΦ
ωO
讐
9
)

第
五
〇
号
で
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
務
省
に
報
告
さ

(
931

)

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は

一
九
四
五
年

一
一
月
七
日

(水
曜
日
)
に
、
森
戸
辰
男
が
米
国
政
治
顧
問
事

務
所

(注

(㎜
)
参
照
)
の

エ
マ
ー
ソ
ン

(冒
ぎ

閑
●
国
ヨ
目
臼
ωoづ
)
と

の
会
談

で
語

っ
た
見
解
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
森
戸
は
、
憲
法
改
正
、
大
学
改

革
、
政
党
、
日
本

の
将
来

の
発
展
に
つ
い
て
語

っ

た
と
い
う
。
憲
法
改
正
に
つ
い
て
、
森
戸
は
日
本

文
化
人
連
盟
が
憲
法
改
正

の
検
討
を
開
始
す
る
と

説
明
し
、
政
府
委
員
が
技
術
的
な
法
学
者

で
あ
る

こ
と
を
批
判
し
た
。
森
戸
が
占
領
軍

の
応
援
を
え

て
、
政
治
的
に
行
動
し
た
と
い
え
る
。
そ
れ
と
と

も
に
、
米
国
側
が
日
本
側
の
意
見
を
聴
取
し
、
同

時
に
誘
導
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
書
簡

第
五
〇
号

は
後
述
す
る

一
九
四
六
年

一
月
二
日

(水
曜
日
)
づ
け

の
書
簡
第

一
五
三
号

(注

(踊
)

参
照
)
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
憲
法
研
究
会
案
な

ど

の
憲
法
案
が
、

一
連

の

「任
務

(鬘

ωωδ
口
)」

(
1

)

と
し
て
、
意
識
的

に
報
告
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

一
九
四
五
年

一
一
月
五
日

(月
曜
日
)
の
憲
法

研
究
会

の
初
会
合
か
ら
、

一
九
四
五
年

一
二
月

に

か
け
て
ほ
ぼ
毎
週
、
総
合
雑
誌

『新
生
』
の
発
行

(
141

)

元
で
あ
る
新
生
社

で
検
討
会
が
開
か
れ
た
。
そ
こ

で
討
議
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
鈴
木
安
蔵
が
憲
法

(
241

)

案
を
作
成
し
た
。

成
案

は

一
九
四
五
年

一
二
月

二
六

日

(水
曜

(
341

)

日
)
に
首
相
官
邸
と
記
者
団

に
発
表
さ
れ
、
総
司

(
1

)

令
部

に
も
提
出
さ
れ
た
。
新
聞
掲
載
は

一
九
四
五

年

一
二
月
二
八
日

(金
曜
日
)
だ

っ
た
。

占
領
軍
側
は
、
憲
法
研
究
会
案
を
即
刻
英
訳
し

た
。
そ
し
て
簡
潔
な
説
明
を
つ
け
、

一
九
四
六
年
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(
541

)

一
月
二
日

(水
曜
日
)
づ
け

の
書
簡
第

一
五
三
号

と
し
て
、
米
本
国
の
パ
ー
ン
ズ
国
務
長
官

に
空
輸

し
た
。
同
じ
日
に
、
当
時

の
日
本
の
各
政
党

の
天

皇
制

に
対
す
る
意
見
な
ど
に
つ
い
て
の
書
簡
が
、

(弱1
)

ほ

か

に
三

通

も

送

ら

れ

て

い
た

。

ワ

シ

ソ

ト

ン

で

は
、

国

務

陸

海

三

省

調

整

委

員

会

(ω
鬢

Z
O
Ω

ω
叶讐
9
鬢

鋤
で
Z
鋤
く
《

O
o
o
『
臼
蠧

サ

ぎ
ひq
O
。
日
巨

叶
8
Φ
)
と

い

う

…機
関

が

、

政

策

を

決

定

し

て

い

た
。

一
九

四

六

年

一
月

四

日

(金

曜

日

)

の
同

委

員

会

の
会

議

で
、

そ

の
第

二

二

八

号

(
741

)

文

書

「
日

本

の
統

治

機

構

の
改

革

(幻
驚
o
目目

o
h

9
Φ
冒

冒

コ
Φ
ω
①
Ω
o
<
Φ
∋
日
Φ
ロ
け巴

ω
く
ω
8
日
)
」

を
修

(841

)

正

の
う
え
確
定
し
た
。

こ
の
文
書
は
日
本

の
新
憲

法
制
定

に
つ
き
、
守
る
べ
き
大
枠
を
定
め
た
も

の

で
あ
る
。
軍
の
意
見
を
い
れ
修
正

の
う
え
決
定
さ

れ
た
こ
の
文
書
が
、
確
定
的
な
も

の
と
し

て
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
の
も
と
に
送
付
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
や

送
付
に
、
憲
法
研
究
会
案
が
影
響
し
た
可
能
性
が

あ
る
。

同
時
に
占
領
先
の
日
本

で
も
、
憲
法
研

究
会
案

が
詳
細
に
検
討
さ
れ
た
。
そ
れ
は
統
治
局

法
規
課

長

の

マ
イ

ロ

・
ラ
ウ

エ
ル

(ζ
ま

因
。
≦
Φε

に

よ

っ
て
、

お

こ

な

わ

れ

た
。

そ

し

て

一
九

四

六

年

一
月

一

一
日

(金

曜

日
)

づ

け

の

報

告

書

と

な

(
941
)

っ
た
。
ラ
ウ

エ
ル
は
、
憲
法
制
定
準
備
の
中
心
人

物
で
あ

っ
た
。

米
国
側
は
憲
法
研
究
会
案
な
ど
を
も

っ
て
、
ポ

ツ
ダ

ム
宣
言
第

一
二
項
を
み
た
し
た
と
判
断

で

(
憫
)

き
た
。
憲
法
研
究
会
案

は
基
本
的
な
自
由
を
保
障

し
、
か

つ
平
和
的

で
責
任
あ
る
新
し
い
政
府
樹
立

の
た
め

の

「
日
本
人

に
よ
る
自
由
な
意
思

の
表

明
」
と
評
価
す
る
に
、
足
り
る
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
鈴
木
安
蔵
ら
の
憲
法
研
究
会
の
案

は
、
内
容

の
み
な
ら
ず
手
続
的
に
も
、
占
領
軍

の

憲
法
案
起
草
を
決
定
す
る
要
因
に
な

っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(
六
)
憲
法
研
究
会
の
特
色
と
評
価
-

法
の
外

か
ら
の
視
点

こ
の
憲
法
研
究
会
と
そ
の
草
案
起
草
作
業

に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
特
色
が
み
と
め
ら
れ
る
。

第

一
に
、
憲
法
研
究
会

に
純
粋
な
法
学
者
は
い

(
151

)

な
か

っ
た
。
鈴
木
安
蔵
も
経
済
学
部
中
退
で
あ
る
。

大
学

で
の
専
門
分
野
や
政
党
な
ど
の
枠
に
も
、
拘

束
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
憲
法
研
究
会
は
、
総
合

雑
誌

の

「評
論
欄
」

へ
の
寄
稿
者
と
編
集
者

の
人

脈
に
よ

っ
て
い
た
と
い
え
る
。
同
時
に
憲
法
研
究

会
は
、
総
合
雑
誌

の

「創
作
欄
」

に
寄
稿
す
る
よ

(
251

)

う
な
日
本
文
化
人
連
盟
の
人
た
ち
と
、
隣
り
合
う

よ
う
な
形
だ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
憲
法
研
究
会
案
は
、

法
学

の
外

に
い
る

「文
化
人
」

の
意
見
を
と
り
い

(351

)

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
に
、
自
由
主
義

的
に
な
り
え
た
と

い
え
よ
う
。

第
二
に
、
憲
法
研
究
会

で
は
長
老

の
高
野
岩
三

郎
が
、
会
長
役
の
よ
う

で
あ

っ
た
。
し
か
し
必
ず

し
も

「会
長
」
と

い
う
肩
書
き
な
ど
が
、

つ
け
ら

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
平
等
な
立
場

(
騒1
)

に
お
い
て
、
自
発
的
に
参
加
す
る

「同
人
」
の
関

係

で
あ

っ
た
。
明
治
文
化
研
究
会
や
憲
法
史
研
究
(
551

)

会

に
参
加
し
て
い
た
鈴
木
安
蔵

は
、
そ
の
雰
囲
気

を
立
案
に
生
か
し
た
と
も

い
え
よ
う
。

第
三
に
、
こ
の
草
案
起
草

の
手
続
が
、
よ
く
も

悪
く
も
日
本
的
あ
る
い
は
東
洋
的
な
も

の
だ

っ
た

と
い
え
る
。
憲
法
研
究
会
案

の
起
草
過
程
に
お
い

て
は

「
同
人
」

の
あ

い
だ

の

「和
」
が
尊
重

さ

(
651

)

れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
同
人
の
あ

い
だ
で
意
見

の
わ
か
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れ
た
刑
事
上
の
人
権
規
定
な
ど
、
最
終
案

で
は
削

(
751

)

ら
れ
て
し
ま
う
も

の
が
あ

っ
た
。
そ
の
た

め
に
憲

法
研
究
会

の
案
は
、

一
部
で

「官
」
を
統
御
す
る

(
851
)

力

の
弱

い
も
の
に
な

っ
た
。
憲
法
研
究
会

の
討
議

に
お
け
る
議
事
進
行
規
則
と
議
事
運
営
の
う
え

で

の
暗
黙

の
了
解
が
、

こ
の
憲
法
案

の
質
に
影
響
を

(95!
)

与
え
た
。

日
本

で
は
欧
米

の
よ
う
に
多
数
決
で
の
採
決
方

法
が
徹
底
さ
れ
ず
、
討
論

の
文
化
や
会
議
進
行
規

(60!
)

則
が
普
及
し
て
い
な
い
。

つ
ま
り
問
題
に
な
る
こ

と
こ
そ
詳
細

に
き
め
る
欧
米

の
法
文
化
と
、
日
本

の
そ
れ
と
は
異
な
る
と
い
え
る
。

(
七
)
植
木
枝
盛
の
案
の
系
譜
-

鈴
木
安
蔵
の

著
書
の
英
文
抄
録

こ
の
憲
法
研
究
会

の
ほ
か
鈴
木
安
蔵
自

身
も
知

ら
な

い
と
こ
ろ
で
、
日
本
国
憲
法

へ
の
系

譜
が
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
本
稿
第
三
章

(二
)
で
ふ
れ
た

鈴
木

の

一
九
三
七
年

の
論
文
集

『現
代
憲
政

の
諸

問
題
』

の

一
部

の
英
文
抄
録
が
、

つ
く
ら

れ
て
い

(
161

)

た
こ
と
で
あ

る

(冒
頭

〈図
1
>
右
)。
そ
れ
は
論

文
集
冒
頭
の

『中
央
公
論
』
初
出

の
論
文

「
日
本

独
特

の
立
憲
政

治
」
で
あ

っ
た

(な
お
当
時

の

『中
央
公
論
』
に
つ
き
、
注

(慨
)
参
照
)。

鈴
木
は
そ
の
論
文
で
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
欠

(261

)

点
を
か
か
げ
、
植
木
枝
盛

の

一
院
制
な
ど
の
主
張

を
引
用
し
て
い
た
。
こ
の

一
院
制
は
、
鈴
木
安
蔵

が
植
木
枝
盛
を
紹
介
し
た
た
め
に
、
連
合
国
軍
最

高
司
令
官
総
司
令
部

の
案

に
な

っ
た
可
能
性
が

(
361

)

高
い
。
こ
の
英
文
抄
録
を
、
連
合
国
軍
最
高
司
令

官
総
司
令
部

・
統
治
局
行
政
部
法
規
課
長

の
ラ
ウ

(
悩
)

エ
ル
が
、
参
照
し
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
鈴
木
安

蔵

の
問
題
提
示
や
植
木
枝
盛

の
主
張
は
、
議
会
重

視
な
ど
基
本
的
な
枠
組
み
に
お
い
て
、
統
治
局

の

方
針

に
影
響
を
与
え
た
形
跡
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
当
時
発
売
禁
止
と
さ
れ
た
鈴
木
安

蔵

の
論
文
集
は
、
戦
後
に
日
の
目
を
み
た
と
も
い

え
る
。
そ
し
て
明
治
の
自
由
民
権
思
想
は
、
鈴
木

の
紹
介
に
よ

っ
て
占
領
軍

に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
日
本
国
憲
法
は
米
国
に
よ
る
単

一
の
脈
だ

け
で
は
な
く
、
重
層
的

に
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。

五

民
定
憲
法
と
デ

モ
ク
ラ
シ
ー

(
一
)
憲
法
研
究
会
案
の
実
現
の
ど
あ

い

従
来
の
研
究
の
よ
う
に
直
接
的
な
系
譜
だ
け
を

み
れ
ぽ
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
に
よ

(
561

)

る
案
が
、
日
本
国
憲
法

の
淵
源
と
な

っ
た
。

マ
ッ

カ
ー
サ
ー
た
ち
は
、

一
九
四
六
年

二
月
四
日

(月

曜
日
)
か
ら

の
九
日
間

で
事
実
上

の
案
を

つ
く

っ

た
。
こ
れ

は

一
九

四
六
年

二
月
二
六
日

(火
曜

日
)
設
置
の
極
東
委
員
会
か
ら
の
介
入
を
排
除
し
、

(
661

)

天
皇
制
を
維
持
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
。
こ

の
作
業

は
、
米
本
国
政
府

に
さ
え
も
極
秘

に
さ

(
761

)

れ
た
。
米
本
国
政
府
は
憲
法
案
の
大
枠
を
指
示
し

た
に
せ
よ
、

一
九
四
六
年
三
月
六
日

(水
曜
日
)

の
公
表
後

に
起
草
作
業
自
体
を
知
ら
さ
れ
、
こ
れ

(
861

)

を
追
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

(
二
)
憲
法
研
究
会
案
の
実
現
と
そ
の
限
界

こ
の
よ
う
な
事
情

で
、
憲
法
研
究
会

の
案
が
日

本
国
憲
法
に
生
か
さ
れ
る
た
め
に
は
、

い
く

つ
も

の
難
関
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、

つ
ぎ

の
五
段
階
に

わ
け
て
説
明

で
き
る
。

第

一
に
、
憲
法
研
究
会
自
体
の
討
議

の
な
か
で
、

異
議

の
で
た
条
文
が
削
ら
れ
が
ち
だ

っ
た
。
そ

の

結
果
と
し
て
、
人
権
規
定
が
不
足
す
る
場
合
も
あ
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表1憲 法研究会案と日本国憲法

案など 憲法研究会 総司令部 総司令部 日本国憲法 世界人権宣言

(年月 日) 草案要綱 第1次 案a 最終案

項目 (45/12/28) (46/2/6-8) (46/2/13) (46/11/3) (48/12/10)

(a)芸術 の自由 08 xl7 x22 x23 △27①一

(b)創作 者の権利 053 033 x(24),27 x29 027一 一

(c)公 共 の福祉の制限 ○なし △ あ り3,5 × あ り12 × あ り13 △29②

(d)情 報 を受ける権利 ×なし x14,34 x20 x21 019一

(e)人権侵害立法禁止 os 018e x20 x250 028一 一

(f)女性 の権利 016 018-20 023 024 016,25

(9)人権保障の目的 018 04,27 024 025 029

(h)一 院 制 △二院制20 02 041 ×二院制42 一

一

(i)国会 の秘密会 025 ○不可18 053 ×可能57 一

一

(j)内閣法案提出権 ?な し19 △拒否権7 ×あ り64 × あ り72 一

注 釈 。 数 字 は第 何 条 か を示 す 。 ◎ ○ △ × は 自 由 や デ モ ク ラシ ー か らみ て の 評 価 で 、 下 波 線 は と く

に そ れ らが 充 実 した も の を 示 す 。

a:HusseyPapers
,24-G-2,24-C-2,24-E-1.

b:手 書 きで 追 加 さ れ た 第18条
。

っ
た

(前
述
第
四
章

(六
)
参
照
)。

第
二
に
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
統

治
局
に
お
い
て
、
第

一
次
試
案
を
起
案
し
た
若
手

局
員

の
う
ち
、
憲
法
研
究
会
案
を
参
照
し
て
い
な

い
者
も
い
た

(注

(㎜
)
と

(捌
)
参
照
)。

第
三
に
、
同
局

の
幹
部
が
若
手
局
員
の
起
案
し

た
人
権
、
あ
る
い
は
憲
法
研
究
会

に
あ

っ
た
自
由

や
権
利
を
か
え

っ
て
制
限
す
る
方
向

で
、
最
終
案

(
961

)

を

ま

と

め

た
。

と

く

に
最

も

影

響

力

の
あ

っ
た
幹

部

チ

ャ

ー

ル

ズ

・

ケ

ー

デ

ィ

ス

(0
げ
鋤
二
Φ
ω

内
鋤
α
Φ
ω
)

は
、

開

発

独

裁

型

の
政

府

を

容

認

し

て

(071

)

い
た
と
も
い
え
る
。
幹
部
ラ
ウ

エ
ル
も
憲
法
制
定

の
準
備
段
階
で
、
言
論

の
自
由
な
ど
を

「占
領
軍

の
安
全
と
矛
盾
」
し
な
い
限
り
で
保
護
す
る
と
し

(
m
V

て
い
た
。
占
領
軍

の
安
全
は

「
公
共
の
福
祉
」

に

よ
る
制
限
の
形

で
、
占
領
後
に
ま
で
残

っ
て
し
ま

っ
た
。

第
四
に
、
日
本
政
府
の
側

の
抵
抗
に
あ

っ
て
、

(271
)

(
瑠
)

(拠
)

人
権
や
民
主
制
や
人
権
保
障

の
究
極
的
目
的
な
ど

に
つ
き
、
削
ら
れ
る
も
の
が
あ

っ
た
。

第
五
に
、
明
治
期
や
戦
時
中

の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

に
反
す
る
法
令
が
、
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
る
場
合
が
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(
571

)

多
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
憲
法
研
究
会

に
あ

っ
た
自
由

の

思
想
が
、
完
全

に
日
本
国
憲
法

に
生
か
さ
れ
て
い

(671

)

る
と
は
い
え
な
い
部
分
も
あ
る
。
と
く
に
こ
こ
で

述
べ
た
第
三
段
階
以
降
の
問
題
は
、
現
在

で
も
未

解
決
だ
と
い
え
る
。

(
三
)
制
限
さ
れ
た
権
利
と
自
由

そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
、
鈴
木
安
蔵
ら

の
憲
法
研

究
会
案
と
連
合
国
軍
総
司
令
部
案
な
い
し
日
本
国

憲
法

の
規
定
を
比
較
し
、
憲
法
研
究
会
案
が
生

か

さ
れ
て
い
な

い
点
を
中
心
に
検
討
す
る
。
憲
法
研

究
会

に
は

「文
化
人
」
と
し
て
の
参
加
が
多
か

っ

た
。
そ
れ
だ
け
あ

っ
て
、
文
化

に
つ
い
て

の
保
護

を
厚
く
規
定
す
る
と
い
う
特
徴
を
も

っ
て

い
た
。

(
卿
)

ま
ず
そ
の
第
六
条

に
あ
た
る
条
文
に

「言
論
学

術
芸
術
宗
教

の
自
由
」
と
い
う
よ
う
に

「芸
術

の

自
由
」
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
し
か
も
、

こ
れ
ら

の

「自
由
を
妨
ぐ
る
如
何
な
る
法
令
を
も

[立
法

府
と
行
政
府
は
]
発
布
す
る
を
得
ず
」
と
、
旦
ハ体

的
か

つ
強
く
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は

一
七
九

(
囎
)

一
年
米
国
憲
法
修
正
第

一
条
が
模
範
と
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る

(以
上

〈表
1
>
の

(a
))。
同
時

に
、

憲
法
研
究
会
案

の
第
五
三
条
に
は

「精
神
的
労
作

著
作
者
発
明
家
芸
術
家
の
権
利
」
の
保
護
が
ふ
く

(
971
)

ま
れ
て
い
た

(〈表
1
>
(b
))。
こ
の
よ
う

に
量

的
に
非
常
に
短

い
憲
法
研
究
会
案

に
さ
え
、

(
a
)

の

「芸
術
の
自
由
」
と

(b
)

の

「創
作
者

の
権

利
保
護
」
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の

「
芸
術
の
自
由
」
も

「創
作
者

の
権
利
保
護
」
規
定
も
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官

総
司
令
部
統
治
局

で
つ
く
ら
れ
た
案
に
は
、

い
れ

(
㎝01

)

ら
れ
な
か

っ
た
。

(
a
)

の

「芸
術

の
自
由
」
は
、

若
手

の
統
治
局
員

の
起
案
し
た
第

一
次
試
案

の
段

(181

)

階
か
ら
ふ
く
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
。
同
局

の
幹
部

た
ち
は

「学
問

の
自
由
」
を
限
定
的
に
と
ら
え
て

(
281

)

い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

(b
)
の
創
作
者

の
権

利
保
護
規
定
は
、
最
終
段
階
で
意
図
的
に
削
除
さ

れ
て
し
ま

っ
た
。
幹
部
ケ
ー
デ

ィ
ス
が
、
創
作
者

保
護
は

「国
際
関
係
が
関
わ

っ
て
く
る
」
た
め
不

(
鵬
)

要
だ
と
主
張
し
た
こ
と
に
よ
る
。

他
方

で
統
治
局

の
幹
部
ケ
ー
デ

ィ
ス
は
、
現
行

(
捌
)

日
本
国
憲
法
第

=
二
条
に
あ
た
る
規
定
に

「
公
共

の
福
祉

の
範
囲
内

に
お
い
て

(a
け匡
づ
9
Φ
一一邑
房

9

昏
Φ
ひq
穹

曾
巴

≦
Φ
一貯
NΦ
)
」

と

い
う

基

本

的

人

権

(㈹
)

を
制
限
す
る
句
を
挿
入
し
た

(〈表
1
>
(c
))
。

こ
の
よ
う
に
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
人
権
規
定

は
、

憲
法
研
究
会
案
よ
り
も
少
な
く
、
内
容
的
に
限
界

を
も

つ
点
も
あ
る
。
詳
細
は
別
稿

で
論
ず
る
。

(
四
)
比
較
法
-

早
す
ぎ
た
日
本
国
憲
法

比
較
法
的

に
み
て

(b
)
の
創
作
者
保
護
規
定

を
憲
法

に
も

た
な
い
国

は
、
む

し
ろ
少
数
派

で

(
跖1
)

あ
る
。

こ
れ
は

一
九
四
六
年

の
日
本
国
憲
法
が
、

一
九
四
八
年
世
界
人
権
宣
言
よ
り
も
早
く
、
そ
の

の
ち
改
正
が
な
か

っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

同
様

に

「情
報
や
思
想
を
求
め
、
受
け
る
権
利
」

も
規
定
さ
れ
て
い
な
い

(〈表
1
>
(d
))。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
は
、
鈴
木
安
蔵
ら

の
憲
法

.

研
究
会
案
に
あ

っ
た
も
の
を
復
活
す
る
こ
と
も
考

え

ら
れ

る
。
す
な

わ

ち

(a
)
の

「芸
術

の
自

由
」
、
(b
)
の

「創
作
者

の
権
利
保
護
」
、
(d
)

の

「情
報
や
思
想

を
求
め
、
受
け
る
権
利
」
(あ

る
い
は

「知
る
権
利
」
)
を
憲
法

に
ふ
く

め
、
(
c
)

の

「
公
共
の
福
祉
」

に
よ
っ
て
基
本
的
人
権
を
制

限
す
る
句
を
削
除
す
べ
き
だ
と
い
う
立
法
論
も
で
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て
く
る
。
さ
ら
に
憲
法
研
究
会
案

の
自
由
規
定

に

あ

っ
た
よ
う
に

「
立
法
府
も
行
政
府
も
自
由
や
権

利
を
侵
害
す
る

一
切
の
法
律
や
命
令
を
制
定
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う

に
具
体
的
に
禁
止
す

る
こ
と
も
求
め
ら
れ
よ
う

(〈表
1
>
の

(
a
)
お

よ
び

(e
))。

(五
)
戦
後
の
民
主
政
治
と
憲
法
1

「民
定
」

憲
法
の
性
格

鈴
木
安
蔵
ら
の
憲
法
研
究
会
な
ど
敗
戦
直
後
に

結
集
し
た
力
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
日
本
の

デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
原
点
に
な

っ
た
こ
と
を
指
摘
で

き

る
。

一
九
四
六
年
に
は
い
り
、
鈴
木
安
蔵
ら
の

憲
法
研
究
会
は
日
本
文
化
人
連
盟
と
連
携

し

つ
つ
、

(
781

)

憲
法
制
定
会
議

の
必
要
性
を
訴
え

た
と

い
う
。

(
1

)

「憲
法
を
自
分
た
ち

の
手
で
制
定

し
て
い

こ
う
」

と
す
る
回
路

の
形
成
こ
そ
が
、
政
党
政
治
を
実
質

的

に
基
礎
づ
け
た
と

い
え
る
。

一
九
五
五
年
体
制
に
お
け
る
日
本
社
会

党
の
左

派
と
右
派

の
合
同
も
、
自
由
党
と
民
主
党

の
合
同

に
よ
る
憲
法
改
正
の
動
き
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
あ

っ
た
。
そ

の
意
味

で
制
憲
権
力

の
問
題

は
、
戦
後
の
日
本

の
政
治
に
最
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
の
状
況
は
、

現
在
も
変
わ

っ
て
い
な
い
。

(六
)
立
法
論

へ
の
展
望
と
そ
の
方
法

こ
れ
か
ら

の
憲
法
の
あ
り
か
た
を
展
望
す
る
と

き
、
本
稿
で
み
て
き
た
明
治
文
化
研
究
会
や
憲
法

研
究
会
が
蓄
積
し
て
き
た
経
験
と
思
想
が
、
役

に

た

つ
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
憲
法
制
定

(憲
法
の
つ
く

(
爛
)

り
方
)
に
つ
い
て
の
、
経
験
則
あ

る
い
は
教
訓
と

し
て
つ
ぎ
に
定
式
化
し
て
お
く
。

第

一
に
、
憲
法
は
歴
史

の
所
産

で
し
か
あ
り
え

な
い

(注

(痂
)
参
照
)。
そ
れ
ゆ
え
歴
史
的
な
事

実
が
、
と
き
に
憲
法
の
正
し
さ
を
補
強
す
る
。
そ

の
際
、
歴
史
的
事
実
の
ど
れ
を
ど
の
よ
う
に
並
べ

る
か
が
鍵
に
な
る

(注

(21
)
参
照
)。
都
合

の
よ

い
史
実
だ
け
が
、
都
合
よ
く
並
べ
ら
れ
る
こ
と
も

あ

る
か
ら
で
あ

る
。
「
こ
う
し
て
編
纂
さ
れ
る
正

史
を
反
証
し
て
い
く
た
め
の
情
報
を
公
開
し
な
い

組
織
体
は
、
大
破
局
に
み
ま
わ
れ
る
」
(注

(38
)

参
照
)。
な
ぜ

な
ら
矛
盾

や
制
度
疲
労
を
、
解
消

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に

「決
ま
り
が

つ
く
ら
れ
た
理
由
と
状
況

の
歴
史
的
な
探
求
は
、
そ
れ
自
体
が
新
た
な
決
ま

り
を

つ
く

る
た
め

の
準
備
行
為

に
な
り
え
る
」

(注

(90
)
参
照
)。
だ
か
ら
自
由
な
決
ま
り
を

つ

く
る
た
め
に
は
、
真
実

の
自
由
な
探
求
が
必
要

で

あ
る
。
世
界
の
な
か
で
の
日
本
と
い
う
自
意
識
を

も
ち
、
自
国
の
法
文
化
を
当
然

の
前
提
と
し
な
い

こ
と
が
、
自
由

な

発
想

を

う

む

(注

(鵬
)
参

照
)。
同
時

に
、
自
由
を
抑
圧
さ
れ

た
と

い
う
経

験
は
、
自
由
を
保
障
す
る
憲
法

へ
と
結
晶
化
さ
れ

る

(注

(㎜
)
参
照
)。
抑
圧
さ
れ
た
体
験
は
、
統

治
す
る
側
に
は
あ
り
え
な

い
。

第
三
に
、
憲
法
は
官
僚
や
法
解
釈
学
者

の
な
か

だ
け
か
ら
、
で
て
く
る
も

の
で
は
な
い
。
む
し
ろ

法
学

の
外
に
い
る
人
の
感
覚
を
い
れ
る
こ
と
が
必

要
だ
と
い
え
る

(注

(嫻
)
参
照
)。
思
想

は

一
人

で
実
現
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
互
い
に
触
発
し
あ

う
こ
と
で
能
動
的
に
な
る

(注

(覇
)
参
照
)。
こ

う
し
た

「異
な
る
分
野
の
人

の
問
の
意
見
を
ま
と

め
て
い
く
と
き

の
、
日
常
的
な
話

し
あ

い
に
お
け

る
決
ま
り
が
、
憲
法

の
質
を
き
め
る
」
(注

(珊
)

参
照
)。
自
分

た
ち
が

つ
く

っ
た
決
ま
り
で
な
け
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れ
ば
、
そ
の
後

の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
保
障

で
き
な

い

(注

(娚
)
参
照
)。
外
国

の
憲
法
を
単

純
に
移

植
す
る
だ
け
で
は
す
ま
な
い
。

第
四
に
、
こ
れ
ら
の
結
果
と
し
て
の

「
憲
法

の

一
語

一
語
は
、
そ
の
時
代
と
将
来

の
そ
の
国
に
住
(
901
)

む
人
々
の
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
」
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
憲
法
を
制
定
し
よ
う
と
す

る
者

に

課
せ
ら
れ
る
社
会
的
責
任
は
、
非
常

に
大
き

い
。

そ
の
こ
と
を
鈴
木
安
蔵
の
人
生
は
、
教
え

て
く
れ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
九
五

一
年

に
静
岡
大
学

の
教
員
と
な

っ
た
鈴
木
安
蔵
は
、
日
本
国
憲
法
第

九
条

の
改
正
の
動
き
を
鋭
く
批
判
し
続
げ
、

一
九

八
三
年

八
月
七
日

(日
曜
日
)、
満
七
九

歳

で
そ

の
生
涯
を
終
え
た
。
郷
里
小
高
町
と
小
平
霊
園
の

ほ
か
、
東
京
青
山
霊
園
内

の

「解
放
運
動
無
名
戦

(
191

)

士

墓

」

に
合

葬

さ

れ

て

い

る

(〈
図

6
>
参

照

)。

六

お
わ
り
に

「大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
活
動
は
、

限
界
を
も

つ
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は

一
九
二
五

年

の
治
安
維
持
法
以
降

の
、
全
体
主
義

の
台
頭
を

阻
止
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
他
方
で
大

正
デ

モ

ク
ラ
シ
ー
の
運
動
は
、
明
治
文
化
研
究
と
い
う
広

い
視
点
と
そ
の
同
人
的
な
活
動
を
経

て
、
戦
時
中

の
憲
法
制
定
史
研
究

へ
と
継
承
さ
れ
た
と
い
え
る
。

本
稿

で
は
こ
の

一
九
二
〇
年
代
か
ら
の
デ

モ
ク

ラ
シ
ー
を
求
め
る
活
動
か
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦

後

へ
の
い
く

つ
か
の
系
譜
を
た
ど

っ
て
き
た
。

第

一
に
、
吉
野
作
造
か
ら
尾
佐
竹
猛
を
介
し
て
、

鈴
木
安
蔵

に
い
た
る
憲
法
制
定
史
研
究

の
系
譜
を

明
ら
か
に
し
た
。
明
治
文
化
研
究
会

で
は
、
広

い

視
点
か
ら
憲
法
制
定
史
が
と
ら
え
ら
れ
、
資
料
収

集
が
重
視
さ
れ
た
。
こ
の
方
法
と
課
題
は
、
鈴
木

安
蔵

の
研
究

へ
と
受
け

つ
が
れ
た
。
吉
野
の
示
唆

に
よ
り
鈴
木
は
、
ド
イ
ッ
の
君
主
主
義
的
な
憲
法

理
論
が
、

一
八
八
九
年
大
日
本
帝
国
憲
法
制
定

に

お
い
て
継
受
さ
れ
た
こ
と
を
旦
ハ体
的

に
解
き
あ
か

し
た
。
戦
時
中

の
鈴
木
安
蔵

の
憲
法
制
定
史
研
究

は
、
民
定
憲
法
案
作
成

の
準
備
期
間

で
あ

っ
た
と

さ
え
い
え
る
。
明
治
文
化
研
究
会
、
憲
法
史
研
究

会
か
ら
、
戦
後

の
憲
法
研
究
会

へ
の
つ
な
が
り
が

あ

っ
た
。

第
二
に
、

一
九
二
〇
年
森
戸
事
件
を
契
機
と
す

る
人

の
輪
や
、
戦
後

の
総
合
雑
誌

『新
生
』
を
舞

台
と
し
た
文
化
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
が
、
憲
法

研
究
会
に
生

か
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
場

で
出
さ
れ

た
意
見
が
、
鈴
木
安
蔵

に
よ

っ
て
法

の
言
葉

に

「翻
訳
」
さ
れ
た
と

い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
第

二

次
世
界
大
戦
後
の
憲
法
研
究
会
に
結
集
し
て
い

っ

た
人
脈

の
形
成

は
、
戦
前
か
ら

の
総
合
雑
誌
で
の

活
動

の
蓄
積
な
し
に
は
で
き
な

い
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
意
味

に
お
い
て
、

一
九
二
〇
年
代
か
ら

の
活
動
は
日
本
国
憲
法

に
生
か
さ
れ
た
と
い
え
る
。

第
三
に
、
他
方
で
こ
う
し
た
憲
法
研
究
会
案
が
、

現
行

の
日
本
国
憲
法
に
十
分
に
生
か
さ
れ
た
と
は

い
え
な
い
こ
と
を
も
指
摘

で
き
る
。
実
現
さ
れ
な

か
っ
た
自
由
や
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
規
定
を
、
回
復

す
る
こ
と
も
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
。
さ
ら
に

一

九
四
六
年
日
本
国
憲
法
は
、

一
九
四
八
年
世
界
人

権
宣
言
よ
り
制
定
が
早
か

っ
た
た
め
、
人
権
規
定

が
不
十
分
だ
と
も

い
え
る
。

再
軍
備
を
防
止
す
る
た
め
の

「護
憲
」
運
動

の

経
験
か
ら
、
こ
れ
ま
で
日
本
国
憲
法

の
短
所
を
指

摘
す
る
こ
と
は
禁
忌
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
手
続

的
な
短
所
だ
け
が
、

一
人
歩
き
す
る
こ
と
を
さ
け

な
く

て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
う
え
で
日
本
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図6鈴 木安蔵が合葬されている 「解放運動 ・無名戦士墓」

(東京都港区の青山霊園内、筆者撮影)

数千人が合葬されているので、基壇が高くなっている。

国
憲
法

の
内
容

に
限
界
が
あ

る
こ
と
に
つ
き
、
言

及
を
回
避
ぼ
か
り
し
て
も

い
ら
れ
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
日
本

に
蓄
積
さ

れ
て
き
た

「デ

モ
ク
ラ
シ
ー
」

の
思
想
と
活
動

の

系
譜
を
ほ
り
お
こ
し
て
お
く
こ
と
は
、
非
常
に
重

要
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

謝

辞本
稿

は
国

際

日
本
文

化

研
究

セ

ン

タ

i
共

同

研

究

「
大

正
期

総

合
雑

誌

の
学

際

的
研

究

」

の
、

一
九

九

九

年

七

月

一
七

日

(
土

・
山

鉾

巡

行

日
)

の
研

究
会

で

の
口
頭

発
表

の
前

半

部
分

を
、

加
筆

修

正

し

た
も

の
で
す
。

共
同

研

究

代
表

・

鈴
木

貞

美
教

授

お

よ
び
参

加

者

か
ら

の
、
適

切

な

ご
質

問
、

ご
指

摘

に
感

謝

い
た
し

ま

す
。
同

時

に
田
沢

晴

子

(注

(
44
)
)
、
〉
ヨ
賓
鬢

鋤
ω
ω
Φ
雫

ωq
o
B

(注

(
m
)
)
、

一W
Φ
簿
Φ
ω
貯
o
富

O
o
a

o
コ

(注

(
励
)
)
、
鈴

木

昭

典

(注

(
蝣
)
)
、
鹿

島

理

智

子

(鈴

木
安

蔵
ご
遺

族

)
、
冒

巨

ゆ
○
≦
α
Φ
⇒
、

東

京
大

学

明
治

新

聞
雑

誌

文
庫

の
永
嶺

重

敏

、

藤
井

祥

子
、

ミ

シ
ガ

ン
大

学

の

円
Φ
昌

≧

鉱
、

抄

録
校

閲

を

し

て
下

さ

っ
た
図

書

館
情

報

大

学
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U
『
」
)
①
巳
ω
Φ
U
●
bd
同
o
毛
昌

の
各
氏

、

お

よ
び

ご

示

唆

を

い

た

だ

い

た

メ

リ

ー

ラ

ン

ド

大

学

↓
ゴ
Φ
o
α
o
お

閏
爰

け

竃
o
Z
Φ
一ぐ

名

誉

教
授

、
同

ζ

霞
げ
澪

ζ

錯

o
準

教
授

、
帝

京
平

成

大
学

金

子
務
教

授

お

よ
び

東
京

大

学

浜

田
純

一
教

授

に

謝
意

を
表

し
ま
す
。

こ

の
論
文

を

網
巴
①

い
蝉
鬢

ω
O
げ
O
O
一
の
故

知
巴
9

Qり
9

巷

しd
『
O
≦
昌
名
誉

教

授

(一
㊤
H
OQ
ー
一
Φ
⑩
QQ
)

に
献

じ

ま

す
。

言

論

法

演

習

で

の
原

の
発

表

で
、
言

論

に
た

い
す

る
暴

力

へ
の
抗

議

の
必

要
性

を

指
摘

し

て
く
れ

ま

し

た
。

な

お
本

研
究

は

一
部

、
文

部

省
国

際

学

術

研
究

「
戦

後

図
書

館

政

策

に
対

す

る
米

国
図

書

館

思

想

及

び
実

践

の
影

響

過
程

に

つ
い
て

の
実

証
的

研

究

」

(代

表

・
根

本

彰

東

京

大

学

助

教

授
)

の
補
助

を
受

け

た
も

の
で
す

。

注

釈
(
1
)

英
文

で
は

.、O
Φ
昌
Φ
『
巴

=
$

α
ρ
轟

昌
Φ
お

o
h

ω
ロ
胃

Φ
日
Φ

O
o
日
ヨ
四
口
α
Φ
目

o
h

9
Φ

〉
岳
巴

℃
o
堵
臼
ω
、.
と
な

る
。

た
だ

し
同

じ
部

署

や
同

じ

人
が

、
米

太

平
洋

陸

軍

最

高

司
令

官

の
総

司

令

部

(
Ω
団
O

＼
Ω

Z
ρ

〉
閃
℃
諺
ρ

Ω
Φ
昌
奠

巴

=
$

α
ρ
二
鋤
暮
臼
ω
o
胤
O
o
日
日
四
口
α
①
ユ
昌
〇
三
Φ
h
o
h

>
「
3
矯
「
自

8
ω
ぎ

匪
①
勺
碧

賦
一〇
)

の
立
場

で
活

動

す

る
こ
と
も

あ

っ
た
。

竹
前

栄

治

『
G

H
Q
』

岩
波

書

店

、

一
九

八

三

年
、

八

八
頁
。

さ

ら

に

「
G

H
Q
」

が
、

連
合

国
軍

最
高

司
令

官
総

司

令

部

統

治

局

(次

の
注

(2
)

を
参

照
)

だ

け

を

さ
す

こ
と

も
あ

る
。
力
錯

〉
・

]≦
o
O
お

き

α

U
o
旨
巴
α
目
.
幻
o
び
ぎ
ω
o
P

§

Q
ミ

匙
§
禽
鳴
O
§

-

巡

ミ
職
§

、
』

b
o
ミ

§
§

ミ
建

募

ミ
垈

旦

駐

丶
§
§
軌蠹

§

駄

工
§

職
§

M

N
逾

q
-
N
漣

N

(O
O
肉

○
貫

零

ぎ
8

8
口

d
巳
く
①
邑

け団

牢

Φ
ω
ρ

一
Φ
㊤
c。
)㌦
.9

0
ωω
霞
零
、、
憲

法
制
定

は
ポ

ツ
ダ

ム
宣

言

の
重
要

事

項

で
、
降

伏

文
書

に

い
う

「
連

合

国
」

の
全

体

に

か

か
わ

る
。

そ

れ

ゆ

え
憲

法

制

定

は
連

合

国

軍

と

し

て

の
活

動

に
な

る
。

た
だ

「
総

司
令

部
」

(あ

る

い
は

「
G
H

Q
」
)

と

だ
け

い
え
ば

、
連

合

国

軍

と
米

軍

の
ど

ち

ら

を

さ

し

て

い
る

か
あ

い
ま

い

で
あ

る
。

米

国

は
自

国

以

外

の
連

合

国

の
介

入

を
排
除

し
た

か

っ
た

の

で
、

そ

の
ほ
う

が
都

合

が

よ

か

っ
た
。
他

方

日
本

側

に
は
、
律

令
時

代

よ

り
最

高

権
威

に
言

及

し
な

ひ

き

い

「避

諱

」

の
法

文

化

が

あ

っ
た
。

米

国

は
検

閲

も

で
き
、

こ

れ

ら

の
事

情

で
あ

い

ま

い
な

表

現

が

普

及

し

た

と
も

考

え

ら

れ

る
。

な

お
よ

り

一
般

的

に

は
、

一
八
九

九
年

締

結

一
九

〇

七

年

改

正

の

ハ
ー

グ
陸

戦

規

則

と

い

う

国

際

法

が

「
占

領
」

と

い
う
行
為

を
規

定

し

て

い
る
。

こ

の

視
点

か
ら

は

「占

領

軍
」

の
語
が

適

し

て

い

る
。

本
稿

で
も
、

文

脈

や
意

味

の
相
違

に
よ

り
使

い

分
け

た
。

(
2
)

従

来

は

「
民

政

局

」

と
訳

さ

れ

て
き

た
。

同
局

は
、
韓

国

の
軍

政

(ζ
田
β
蔓

O
O
<
臼
亭

ヨ
Φ
再
)

と
日
本

の
民
政

(〇
三

一
σq
o
〈
①
琶

ヨ
Φ
三
)

を
担
当

し

た
。
..Ω
Φ
コ
Φ
「
巴

○
『
α
霞
ω

Z
O
.
。。
}
卜。

O
o
8
び
臼

H
㊤
島
㌦
.

Ω
o
<
①
ヨ

ヨ
Φ
耳

ω
8
鉱
o
戸

ω
蛙
震

①
8
Φ

O
o
ヨ
ヨ
⇔
昌
山
臼

眺霞

9
Φ

〉
霞
Φ
α

勺
o
毒
興
ρ
ぎ

ミ
帖§
N
肉
s
識
§

ミ
職
§

駄

ミ

亀
§

ζ

譜
§
ひ
ミ

N
漣

価

ミ

⑦
愚
鷺
§
い
ミ

N
漣

oQ
、

湘
愚
o
ミ

ミ

O
◎
ミ
§

ミ
§

味
留

ミ

o
§
M
⑦
§

蕊
ミ
鴨

O
o
§
ミ
勸
ミ
魯
＼
誉

丶
ミ
鳴
ト
ミ
ミ

ざ

ミ
鴨
δ

(芝

甲

ω
三
昌
ひq
8
P

U
・Ω

O
o
<
Φ
篝
日
Φ
ロ
叶

零

ぎ
江
昌
σq

O
窪

o
ρ

ロ
㊤
お

]
)鳩
P

謬
①
・
し

た
が

っ
て

「統

治

局
」

「
政
府

局
」

な

ど
と
訳

せ
る
。

日
本

の
官

庁

に
対

応

さ

せ

る

た

め
、

「
官

房
」

「
総

務

局
」

な

ど

の
ほ
う
が

想
像

し
や
す

い
か
も

し
れ
な

い
。

(
3
)

こ

の
日

は

「謝

肉

祭

」

翌

日

の

「
灰

の
水

曜

日

(〉
ω
げ

零

①
α
コ
Φ
ω
山
鋤
く
)
」

で

あ

っ
た
。

つ

ま

り

「
大

斉

節
、

四

旬

節

(い
Φ
耳
)
」

と

い

う

謹

慎

期
間

の
初

日

で
あ

る
。

カ

ト

リ

ッ
ク
や

聖

公

会

の
信

者

は
、

こ

の
日

教
会

に

い

っ
て
額

に
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灰
で
十
字
架
を
書
い
て
も
ら
い
、
懺
悔

の
象
徴

と
す
る
。
数
週
間
肉
を
食
べ
な
い
原
則
な
の
で
、

前
日
を
謝
肉
祭
と
し
て
祝
う
。
謝
肉
祭

の
日
と

灰
の
水
曜
日
は
、
復
活
日
に
あ
わ
せ
毎
年
移
動

す

る

。

しu
o
審

ミ

O
o
§
§
§

3

ミ

・
:

』
ら
8
ミ
帆鑓

ざ

ミ
鳴

雰

鳴
ミ

ミ
鳴

§

§

魯
ミ

O
ミ

§
鳶

(Z
①
妻

図
○
爵

旧
↓
冨

0
げ
霞
9

缶
鴇
日
-

昌
巴

O
o
壱

○
蠢

ぼ
O
P

H
り
お
)"
扈

』

一
歯
N

。。
。。
㌣

。。
。。
㎝
.
マ

ッ
カ

ー

サ

ー
ら

は
大

斉

節

の
前

に
、
草

案
起

草

に
決

着

を

つ
け

た

か

っ
た

と
考

・兄
ら
れ

る
。

(4
)

憲

法

調
査

会

『憲

法

制

定

の
経

過

に
関

す

る
小

委
員

会

報

告

書
』

大
蔵

省

印

刷

局

、

一
九

六

四
年
、

三
〇

八

-
三

一
四
頁

。

(
5
)

こ

こ

で

「戦

前

」

と

は
、

ほ

ぼ

「
戦

間

期

(冒
8
「芝
霞

づ
Φ
識
o
α
)
」

を
さ

す
。
本

稿

で
は
時

代

区

分

よ

り
も

、
あ

る
過

去

の
時

点

亀

(本

稿

の
場

合
、

戦

後
)

を
、

そ

れ

よ

り
少

し
前

の
時

点

匂

(本

稿

で
戦
前

)

か

ら

み

る
と

い
う
方

法

の
も

つ
重
要

性
を

優
先

さ

せ

る
。

な

お

「
大
正

」

と

い
う

天
皇

制

由

来

の
時

期

区

分

と

「
デ

モ

ク

ラ

シ
ー
」
と

い
う
概

念

は
矛

盾

を

ふ

く

む
。

こ

た
み
お

の
こ

と

に

つ
い

て
、
竹

村

民

郎

『大

正

文

化

』

講

談

社

、

一
九

八

○
年

、

一
九

三
頁

。

竹

村

は

大
正

デ

モ
ク

ラ

シ
ー
運

動

の
過

大

評

価

自

体

を

い
ま

し

め
る
。

(
6
)

没
年

に

つ
き

『
朝

日

新

聞
』

一
九

八

三
年

八
月

工

ハ
日

(火

)

二

一
面

、
訃

報
。

(
7
)

本

稿

に

は
、

国

法

学

の
末

岡

精

一
i

一
木

喜

徳

郎

1

(Ω
①
霞
ぴq
富

≡
昌
o
貯
1
)
美

濃

部

達

吉

-
宮

沢
俊

義

ー
芦

部
信

喜

の
関

係

が
あ

る
。

同
時

に
政

治

史

の
小

野
塚

喜

平

次

1

(Ω
Φ
O
同
ひq

冨

霞
器

F
l
)
吉

野
作

造

-

岡
義

武

ー

三

谷

太

一
郎

の
関

係

が

あ

る
。
前

者

の
系

列

は
、

君

主

主

権

を

強

調

す

る
憲

法

学

の

(幻
二
α
o
開

く
8

0
昌
色
曾

-
伊

藤

博
文

1
)
穂

積

八

束

-
上

杉

慎

吉

の
学
派

と
対

立

し
た
。

注

(48
)
参

照

。

(8
)

「
旧

版
あ

と
が

き
」

三
谷

太

一
郎

『
新
版

・

大

正

デ

モ
ク

ラ

シ
ー
論
』
東

京

大

学

出

版
会

、

一
九

九

五
年

、

三

三
六

頁
。

一
九

七

四
年

の
初

版
、

二

九

一
頁
。

同

書

な

い

し

三

谷

太

一
郎

「吉

野

作

造

の
明
治

文

化

研

究
会

」

『
国
家

学

会

雑
誌

』

(第

八
三
巻

第

一

・
二
号
、

一
〇

〇

1

一

三
七

頁
、

一
九

六
九

年

)

は
、

こ

の
課

題

の
先

駆

的
業

績

で
あ

る
。

(
9
)

大

久

保

利
謙

「憲

政

記

念

館

と
憲

政

資

料

室

・
国
立

公

文

書

館
」

衆
議

院

憲

政

記

念
館

編

『憲

政

記
念
館

の
二
十
年

』
衆

議
院

憲

政
記

念
館

、

一
九
九

二
年

、

一
九
頁

。

(
10
)

つ
ぎ

の
追
悼

シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

で

の
報

告
が

、

最
も
優
れ
て
い
る
。
色
川
大
吉

「自
由
民
権
運

動
と
鈴
木
安
蔵
」
、
渡
辺
治

「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
時

代
の
鈴
木
憲
法
学
の
形
成
」
星
野
安
三
郎
ほ
か

編

『日
本
憲
法
科
学

の
曙
光
ー

鈴
木
安
蔵
博

士

追

悼

論

集
』

勁

草
書

房
、

一
九

八

七
年

、

三

-

一
二
八

頁
。

竹
内

昭

夫

ほ

か

『
新

法
律

学

事

典

』

(第

三
版
、

有
斐

閣
、

一
九

八
九

年

)

に
ふ

く

ま
れ

て

い
な

い
。

一
般

に
お

い
て

の
み
な

ら

ず

、

法
学

部

生

に
教

え

ら

れ

て

い
る

と
限

ら

な

い

の
で
あ

る
。
憲

法

制

定

史

や

立

法
論

の
授

業

が

必

要

だ

ろ

う
。
吉

野
作

造

の
講
義

の
試

み

に

つ
き

注

(47
)
、

尾
佐

竹
猛

の
講

義

に

つ
き
、

注

(
69

)
参

照
。

(11
)

た

と

え
ば

古

関

彰

一

『
新
憲

法

の
誕

生
』

(中
央

公
論

社

、

一
九

八
九
年
、

本
稿

で
は
文

庫

版
、

一
九

九

五
年

か

ら
引

用

)

四
七

頁

。
有

山

輝

雄

『戦

後

史

の
な

か

の
憲

法

と

ジ

ャ
ー

ナ

リ

ズ

ム
』

(柏
書

房
、

一
九

九

八
年

)

で
は
、
新

聞

を
中

心

と

し
た

た
め

か
言

及
が

な

い
。

(12
)

た
と

え

ぽ

宮

沢

俊

義

『
憲

法

H
』

新

版
、

有

斐

閣

、

一
九

七

四

年

(初

版

は

一
九

五

九

年

)
、

六

二
頁

。
淵

源

で
あ

っ
て
も

宗
主

国

で
も

な

い
米
国

か
ら

の
単

線

的

な
系

譜

だ

け

で
説

明

す

る
こ

と

は
、
地

域

研

究

と

し

て

の
日

本

研
究

に
と

っ
て
、

大
き

な
問
題

だ

と

い
え

る
。
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(13
)

古

関

、

(
11
)

や
五
百

旗
頭

真

『
米

国

の
占

領

政
策

(上

・
下

)
』

(中

央

公

論

社
、

一
九

八

五

年

)
、
冒

巨

耄

.

】)
o
鬢
Φ
び

寒

ぴ
ミ
9
鑓

b
魯

ミ
、
ミ

§

§

味書

蕁

譜

ミ

ミ
町
丶賊

ミ
響

自

(Z
Φ
≦

慝
o
時

"
朝

●
煢

●
Z
o
辞
o
員

一
㊤
㊤
㊤
)
な
ど
が

現
在

の
最
前

線

と

い
え

る
。

(
14
)

岡
義
武

『吉

野
作

造
評

論
集

』
岩

波

書
店

、

一
九

七

五

年
、

三

一

一
頁

。
朝

日

新

聞

百
年

史

編

集

委
員

会

『朝

日

新

聞

社
史

・
大

正

昭

和

戦

前

編

』
朝

日

新

聞
社

、

一
九
九

一
年

、

二

四

一

頁

。

(
15
)

た
と

え

ば

『
新

旧
時

代

』
創

刊

号

の
巻

頭

論

文
、

関

野

貞

「
明
治

記

念

博

物

館

の
設

立

を

望

む
」

『新

旧
時

代

』

[第

一
年
]

第

一
冊

、

四

頁

(
一
九

二

五
年

)

な
ど

。
吉

野

は
重

要

書

類

を

除

き
、
蔵

書

を

焼

失

し

た
。

『
吉

野

作

造

選

集
』

第

一
四

巻
、

岩

波
書

店
、

一
九

九

六

年
、

三

二

一
頁
。

な

お
、

三

谷
、

一
九

九

五

年
、

(
8
)
、

一
六
九

頁
。

木
本

至

『
評
伝

宮

武
外

骨
』

社
会

思
想

社
、

一
九

八

四
年
、

四

七
六
頁

。

(16
)

一
八

八

五
年

に
改

名

し
、
戸

籍

名

が

「
宮

武

外

骨
」

で
あ

る
。

一
九

二

一
年

に
姓

が

差

別

と

天

皇

制

の
原

因

だ

と

し

て
、

私

家

版

雑

誌

『
一
癖

随

筆
』

で

「廃

姓
」

を
広

告

し

た
。
木

本

、

(
15
)
、

一
四
、

四

六
五
頁

。

(
17
)

宮

武

外

骨

「
明

治

文
化

研

究

会

の
満

十

周

年

」

『
明
治

文
化

』
第

八
巻

第

二
号

、

一
頁

(
一

九
三

五
年
)
。
設

立
準

備
会
合

は
吉

野

宅

で

お
こ

な

わ
れ

た
。

外
骨

は

一
九

一
九
年

に
吉

野

と

あ

い
、
雑

誌

『民

本

主

義

』

を
創

刊

し

た
。
古

書

収

集

が

二
人

を

ひ
き

つ
け
、
外

骨

は
法

学

部
臨

時

嘱

託

と

さ
れ

た
。

一
九

二

五
年

に

は
明

治
新

聞

雑
誌

文

庫

の
創

設
計

画
が

、
も

ち

あ

が

り

つ

つ
あ

っ
た
。

吉

野
孝

雄

『宮

武

外

骨

』
河

出

書

房

新

社
、

一
九

八

○

年
、

二
四

七

頁
。

木

本
、

(
15
)
、

四

二
七
、

四
七

六
、

四
九

九
、

五

一
〇

、

五

二
七
頁

。

山
下

恒

夫

『石

井

研

堂

』

リ
ブ

ロ

ポ

ー
ト
、

一
九

八

六
年
、

二
二
七
頁

。

(18
)

『新

旧

時

代

』

[第

一
年

]

第

一
冊
、

前

付

四
頁

(
一
九

二
五
年

)
。

こ
れ

は
毎
号

か

か
げ

ら

れ

て

い
る
。

(19
)

帝

国

図
書

館

の
分

類
。

稗

史

な

ど

の

「
乙

部
」

図

書

は
閲

覧

禁

止

で
あ

っ
た
。
明

治

文

化

研

究
会

が

対

象

と

し

た
錦

絵

な

ど

「
丙

部

」
資

料

は
、

検
閲

か

ら
回

付

さ

れ
廃

棄

さ

れ

た
。

原

秀
成

「戦
後
改
革
と
納
入
制
度
-

出
版
物
と

電

子
情
報

の
間

隙
」

『
出
版

研
究

』
第

二
八
号

、

七
七

頁

(
一
九

九

八
年
)
。

(20
)

文
部

省

維

新
史

料

編

纂

会

が

一
九

一

一
年

に
設

立

さ

れ
、

一
九

三

一
年

ま

で

の
あ

い
だ

『大
日
本
維
新
史
料
稿
本
』
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。

明
治
文
化
研
究
会
同
人
の
藤
井
甚
太
郎
は
、

一

九

一
四
年
か
ら
維
新
史
料
編
纂
会
事
務
局
に
い

た
。
『人
事
興
信
録
』
第

一
八
版
、
人
事
興
信
所
、

「ふ
」
の
部
二
九
頁
。
藤
井
は

『日
本
憲
法
制
定

史
』
(国
史
講
習
会
、

一
九
二
二
年
)
を
出
版
し

た
憲
法
制
定
史
研
究

の
先
駆
者
で
あ
る
。
大
久

保
、
(9
)、

一
〇
頁
。

(21
)

「歴
史
の
編
纂
は
法
の
編
纂
に
な
り
え
る
」

(憲
法
制
定
に
つ
い
て
の
本
稿

の
経
験
則
)
。
こ

れ
を
本
稿
の
教
訓
あ
る
い
は
経
験
則
と
し
て
定

式
北
し
て
お
き
、
本
文
最
終
部
分

の
第
五
章

(六
)
で
総
括
す
る
。
歴
史
哲
学
あ
る
い
は
法
哲

学
上
の
命
題
と
し
て
、
そ
の
意
味
を
考
察
す
る

こ
と
は
別
稿
の
課
題
と
す
る
。
こ
の
経
験
則
は

中
国
の
歴
代
正
史
編
纂
事
業
や
近
代
革
命
後
の

政
権
に
、
顕
著
で
あ
る
。
日
本
で
は

『法
令
全

書
』
や
、
こ
の
時
期
の

『大
日
本
維
新
史
料
綱

要
稿
本
』
の
編
纂
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら

に
つ
き
、
原
秀
成

「新
聞
錦
絵
と
錦
絵
新
聞
1

ー
そ
の
出
版
状
況
と
構
造
の
変
化
」
近
代
日
本

研
究
会
編

『年
報
近
代
日
本
研
究

一
二

・
近
代

日
本
と
情
報
』
山
川
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
、

九

一
頁
の
注
45
。

(22
)

こ
れ
は
大
誠
堂
か
ら

一
九
三
四
年
に
出
さ
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れ

た
。

こ

の
ほ
か
幕
末

の

『
新

聞
薈

叢
』

(岩

波

書

店
、

一
九

三

四

年

)
、

あ

る

い

は

国
巨

Φ
ω
け

]≦
鋤
ω
o
口
ω
簿
o
ヨ

§

Q
智
仂ミ
妹
ミ

曜
鴇
§

ぎ

芻

§

ミ

§

b
N
亀

N
-
N
贄

◎

(い
o
巳

8

…
零

ぞ
讐
?

ぢ

勺
ほ
耳
Φ
ρ

H
。。
。。。。
)
に

「
日

本

邪

蘇

会

刊

行

書

志
」

と

い
う
解

題

を

つ
け
復

刻

し

た
も

の

(警

醒

社
書

店

、

一
九

二
六

年

)
な

ど

が

あ

る
。

こ

れ

ら

に

つ
き

、
藤

田
幸

男

「
恩
師

雨

華

先

生
」

す

り

『尾
佐
竹
猛
全
集

・
第

一
三
巻

・
賭
博
と
摸
掏

の

研
究
』
実
業
之
日
本
社
、

一
九
四
八
年
、
一一二

〇
頁
。
ま
た
高
橋
邦
太
郎
の
発
言
。
木
村
毅
、

大
久
保
利
謙
ほ
か

「座
談
会

・
維
新
史
研
究

の

歩
み

(第
二
回
)
1

明
治
文
化
研
究
会
を
め

ぐ

っ
て
」

『
日

本

歴

史

』
第

二

四

七

号
、

六

頁

(
一
九

六

八
年

)
。

(
23
)

鈴

木

安

蔵

『憲

法

学

三
十

年

』
評

論

社

、

一
九

七

二
年
、

四

一
頁

。

上

野

の
帝

国

図

書

館

も
日

比
谷

の
図
書

館

も
入
館

は
有

料

で
あ

っ
た
。

な

お
鈴

木

は
初

出
論

文

を

の
ち

に
書

き

か
え

る

の
で
、
典

拠

の
選
択

に
注

意
を
要

す

る
。

(24
)

鈴
木
安
蔵

「思
ひ
出

の
旧
師
た
ち
1

河

上
、

土
井

、
吉

野

の
諸

先

生
」

『書

物
展

望

』
第

七
巻

第

九
号
、

一
四
九
頁

(
一
九

三
七

年
)
。
鈴

木

安
蔵

は
、
憲

法

制

定

へ
の
道

筋

を

つ
け

た
岩

と
も
み

い
わ
く
ら
こ
う
じ
つ
き

倉
具
視
の

『岩
倉
公
実
記
』
が
、
上

野
の
帝
国

図
書

館

に
も
、

日
比

谷

の
図
書

館

に
も

所

蔵

さ

れ

て

い
な

か

っ
た
と

す

る
。

と

こ

ろ
が

帝

国

図

書

館

『帝

国

図
書

館

和

漢

図
書

書

名

目

録

・
第

三

編
』

(帝

国

図

書

館

、

一
九

=

二
年

、
五

一

頁
)

を

み

る

と

多

田

好

間

編
、

香

川

敬

三

閲

『
岩
倉

公
実

記

』

(皇

后

宮

職

、

一
九

〇

六

年

)

が

の
せ
ら
れ

て

い
る
。
鈴
木

は

「
索

引

力

ー
ド
」

を
利

用

し
た

と

い
う
。
鈴

木
、

(
23
)
、

四

一
頁
。

そ

れ

ゆ

え

『岩

倉

公

実

記
』

な

ど

が

「
索

引

力

ー
ド
」

か
ら
除

外

さ

れ

、
刊

本

の

『帝

国

図

書

館

和

漢
書

書

名

目

録

』
も

「
事

務

用

」
と

さ

れ

て

い
た
可

能

性

も

あ

る
。
鈴

木

の
書

き
方

や

こ

だ

わ

り
方

か
ら

し

て
、
探

し
方

が

悪

か

っ
た

と

も

思

え
な

い
。

(
25
)

そ

の

ほ

か
会

に

は

「
賛

助

員
」

と

し

て
、

作

家

の
坪

内
逍

遙

、
法

制

史

学

者

の
中

田
薫
、

作

家

の
内

田
魯

庵

、

民
俗

学

者

の
柳

田
国

男
、

東

京

大
学

総

合
図

書

館

長

で
あ

っ
た
和

田

萬
吉

と

姉

崎

正

治

、
歌

人

の
佐

々
木

信

綱
、

『広

辞

し
ん
む
ら
い
つ
る

苑
』

編
著

者

の
新

村

出

ら

二
六

人
が

名

前

を
連

ね

て

い

る
。
前

掲

(18
)

と

同

所
。

こ

の
う

ち

中

田
薫

は
東

京
帝

国
大

学

で
非

常
勤

で

し

か
な

か

っ
た
吉

野

に
、
大
学

内

に
研
究

室

を
与

え

た
。

三

谷
、

一
九

六

九

年

、

(
8
)
、

一

一
四

頁
。

中

田

は
外
骨

と
法

学

部

の
媒

介

役

を

し

(木
本

、

(
15
)
、

四
九

〇
頁

)
、
吉

野

と
吉

田
茂

の
仲
介

役

も

し

た
。

三

谷

太

一
郎

「
吉

野

作

造

と

現

代
」

『近

代

日
本

の
戦
争

と
政

治
』

岩
波

書

店
、

一
九

九

七

年
、

二
九

三
頁

。

な

お
内

田
魯

庵

が

「
明

治

文

化

」
を

造

語

し

た

と

す

る
、
木

村

毅

「
明

治
文
化
と
は
何
か
1

点
線
的
な
私
の
回
顧
」

『
明
治

文
化

研
究

』
第

一
集

、

一
、

二
三
、

二
五

頁

(
一
九

六

八
年

)
。

(
26
)

山
形

県

の
出

身

。
槇

林

滉

二

「石

川

巌

」

日
本

近

代

文

学

館
、

小

田
切

進

編

『日

本

近

代

文

学
大

事

典

』
第

一
巻
、

講

談

社
、

一
九

七

七

年
、

九

三
頁
。

(27
)

古

川

自

由

党

に
所

属

し

た
。

田

沢

晴

子

「
東

北

人

と

し

て

の
吉

野

作

造
」

『
吉

野
作

造

選

集
』

第

=

巻
、

岩

波

書

店
、

一
九

九

五
年

、

月

報

八

頁
。
憲

法

案

起

草

に
お

い
て
も

、
宮

城

県

は
土
佐

な
ど

と

の
対

抗

意

識

が

強

く
、
地

域

に
根
ざ

し
多

様

な

活

動
が

展

開

さ

れ

た
。
憲

法

の
り
か
ず

案

起

草
、
古

川

自

由

党

に

つ
き

、
佐

藤

憲

一

「宮

城

県

の
自

由

民
権

運

動

」

『宮

城

の
研
究

・

第

六

巻

・
近

代
篇

』
清

文

堂

出

版
、

一
九

八

四

年

、

二
五

一
、

二
五

六
、

二
六

三
頁
。

(
28
)

山
下
、

(
17
)
、

=

二
一
1

=

二
六
頁
。

(
29
)

木
本

、

(
15
)
、

一
〇

六
、

一

一
二
頁
。

(
30
)

連

載

は
第

一
年

(
一
九

二

五

年
)

か
ら

一
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年
半

ほ
ど

ほ
ぼ

毎
月

、

=

二
回

に
及

ん

で

い
る
。

(31
)

吉

野
作

造

は
文

化

生

活
研

究

会

、
外

骨

は

半

狂
堂

、

石
川

巌

は

『
書

物

往

来
』

を

主

宰

し

て

い
た
。

吉

野

没
後

の
休

刊

後

に
復

刊

さ
れ

た

『
明
治

文
化

』

の
発
行

所

は
、
尾

佐
竹

猛

の
自

宅

と

さ

れ

て

い

る
。

山

下
、

(
17
)
、

二

二

七
、

二

四

八
頁

。

『
明
治

文
化

』
第

七
巻

第

一
号

(
一
九

三
四
年

)

の
奥
付

な
ど

。

(
32
)

例

会

の
も

た

れ

た
本

郷

元

町

(順

天
堂

大

学

病
院

の
西

側
)

の
文

化

ア

パ
ー

ト

メ
ン

ト
は
、

吉

野

作
造

や

有
島

武

郎

に

よ
り

設
立

さ
れ

た
、

文

化
生

活
研
究

会

に
よ

っ
て
設
計

さ
れ

た
。

(33
)

た
と
え
ば

創
刊

号
巻

末

の

「編

輯

部

よ

り
」

で

は
、
同

人

・
小

野

秀

雄

の
収

集

品

に

よ

る

「
世

界

新

聞

展
覧

会

」

を
紹

介

し

て

い

る
。

『新

旧

時

代
』
第

一
年

第

一
冊

、
六

〇

頁

(
一
九

二

五
年

)
。

の
ち

一
九

二
九
年

に
小

野

は
、

東
京

帝

国
大

学
文

学
部

に
新

聞
研

究
室

を
開

設

し
た
。

(34
)

た
と
え

ば

グ

ナ
イ

ス
ト

の
講
義

筆

記

の
秘

密

出

版

『西

哲

夢

物

語
』

を
吉

野
作

造

は
発

見

し
、

『
明
治

文
化

全
集

・
憲

政
篇

』

に
掲
載

し

た
。

木
本

、

(
15
)
、

四
七

七
頁

。

(
35
)

『
新
旧

時
代

』
第

二
年

第

一
冊
、

二
ー

八
頁

(
一
九

二

六
年

)
。
創

刊

か
ら

二
年

目

の
冒

頭

記

事

で
あ

る
。

こ

の
記

事

は
岡

、

(
14
)
、

三

一
〇

頁
、

三

谷
、

(8
)
、

一
六

三

頁

な

ど

多

く

で
紹

介

さ
れ

て
き

た
。

し

か

し
そ

の
憲

法

制

定

史

研

究

と
し

て

の
重

要

性

や

系
譜

は
、
指

摘

さ
れ

て

こ
な

か

っ
た
。

(
36
)

木

村

、

(
25
)
、

二

六

頁
。

三

谷
、

(
8
)
、

一
六

三

頁
。

穂

積
陳

重

(
一
八
五

五

-

一
九

二

六
)

は
、
東

京

帝

国

大
学

教

授

か
ら
枢

密

院

議

長

と

な

っ
た
。

竹

内

ほ

か
、

(
10
)
、

一
三

三

三

頁

。

(37
)

吉

野

は

「
古

い
人

」

と

自

分

は

「
様

式

(8
0
島
Φ
)
」
が

異

な

る
と

い
う
自

意

識

を
も

っ
て

い

た
。

そ

の
意

味

で

「近

代

(ヨ
o
α
Φ
ヨ

)
」
人

と

し

て

の
能
動

性

を
も

っ
て

い
た
と

い
え

る
。

(38
)

情

報

公
開

し
な

い
組
織

体

は
、
大

破

局

に

み
ま

わ
れ

る
と

い
え

る
。

こ

の
場
合

枢

密

院

で

あ

り
、
広

く

は
日

独
伊

や
第

二
次

世
界

大

戦

後

の
東

側

諸

国
が

あ

て

は
ま

る
。

マ
ー

ク

・
ラ

ム

ザ
イ
ヤ
ー

『法
と
経
済
学
-

日
本
法
の
経
済

分
析

』
弘

文

堂

、

一
九

九

〇

年
、

一
六

ニ
ー

一

六

八
頁

。
原

秀

成

「
近

代

日
本

に

お
け

る
出

版

の
自
由

と
著

作
権

」

『
出
版
研

究

』
第

二
七
号

、

三

七
頁

(
一
九

九

七

年

)
。

「
法

の
歴
史

」

に
と

っ
て

「
歴

史

の
法
」

(情

報

公

開

、
稗

史

の

容

認

)

は
中

核

的

問

題

で
あ

る
。

こ

の
よ

う

な

相

互

に
相
対

化

し
あ

う

関
係

は
、
す

べ

て

の
二

学

問

分

野

間

の

「
外

的
視

点

」

を
充

実

さ

せ

る

た

め

に
重

要

で
あ

る
。

ウ

ェ
ー
バ

ー
、

フ
ー

コ
ー
、

ハ
ー

ト
を
総

合

し

か

つ
越

え

る

た

め

の
方

法
論

と
し

て
、
提

示

し

て
お
く
。

注

(351
)

参
照
。

(
39
)

資

料
収

集

の
示

唆

が
師

・
小

野

塚
喜

平
次

か
ら

あ

っ
た

こ

と

に

つ
き
、

松

本

三

之
介

「吉

野

作

造

と

明

治

文

化

研

究
」

吉

野
、

(
27
)
、

三

七

三
頁
。

(40
)

こ

の
段
落

に

つ
き

、
金

子

勝

「
鈴

木

憲

法

学

生

誕

の
経

緯
」

星

野

ほ

か
、

(10
)
、

一
二
九

ー

一
八

八
頁
。

(41
)

鈴

木
安

蔵

も

吉

野

作
造

と
同

じ

く
、

直

接

批
判

で
苦

い
目

に
あ

っ
た
と

い
え

る
。
以

下

こ

の
段

落

に

つ
き
、

鈴

木

、

(
23
)
、

三

八
、

五

一

頁
。

(
42
)

妻

俊

子

の
兄
、

栗

原
佑

と
鈴

木

安

蔵

は
、

京
都

帝

国

大

学
時

代

の
学

友

だ

っ
た
。
金

子
、

(40
)
、

=
二
五
頁

。

(
43
)

三
谷
、

(
8
)
、

一
三

四
頁
。

(
44
)

こ

の
葉

書

は

現
在

、
宮

城

県

古

川
市

の
吉

野
作

造
記

念

館

に
所

蔵

さ

れ

て

い

る
。

同

館

研

究

員

の
田
沢

晴

子

さ

ん

に

お
世

話

に
な

っ
た
。

な

お
鈴

木
、

(
23
)
、

三
六

-
三

七
頁

に

翻
字

さ

れ

て
い
る
。

(
45
)

『吉

野
作

造
選

集
』

別
巻

、
岩

波

書
店

、

一
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九

九

七

年
、

一
〇

六
頁

は
、
入

院

を

一
月

一

一

日

(水

)

と
す

る
。

『吉

野
作

造

選
集

』
第

一
五

巻

、
岩

波

書

店
、

一
九

九

六

年
、

四

四

三

頁
。

一
月

一
〇

日

(火

)

の
授
業

(注

(
47
)
参

照

)

の

た
め

に
、

入
院

先

か
ら
外

出

許

可

を

得

た

可

能
性

も

あ

る
。

(
46
)

鈴

木
、

(23
)
、

四
五

-
四
六

頁
。

「
思

考

の

様
式

(ヨ
o
α
①
ω
)
」
が

伝
え

ら

れ

た
と

い
え

る
。

缶
霞

ユ
露

N
⊆
o
冨

『ヨ
鋤
P

⑦
9
Q
§
§

ぢ

肉
ミ
鰹

き

魎
ミ

ト
亀
ミ
ミ
匙
尉
劬

§

ミ
鳴

§

筑討
駄

⑦
ミ
尉
働

(ワ
自Φ
<
『

団
O
目
パ
"
↓
げ
①

国
『
Φ
Φ

℃
『
Φ
ωω
℃
H㊤
刈
『
)】
P

一
b。
ω
6
ズ

ッ

カ

ー

マ

ン
、

金

子

務

監

訳

『科

学

エ

リ

ー

ト
ー

ノ

ー

ベ

ル
賞

受

賞

者

の
社
会

学

的

考

察
』

玉

川

大
学

出

版

部

、

一
九

八
○

年

、

一

七

三
頁
。

(47
)

「
ス
タ
イ

ソ

・
グ

ナ
イ

ス
ト
と
伊
藤

博

文
」

『改

造
』

一
九

三

三
年

二
月
号

、
六

〇

1
七

七
頁

。

伊
藤

博
文

ら
が

い
o
『
魯

N

<
8

伜

巴
昌

(H
。。
H
叩

一
〇◎
Φ
O
)
と
、

男
⊆
α
O
嵐

く
○
昌
O
昌
蝕
ω叶
(H
Qo
H
①
山
Go
㊤
α
)

か
ら
、

君
主

主

義

的

な
憲

法

理

論

を

摂

取

し

た

状

況

を
論

じ

た
。

前
年

一
九

三

二
年

=

月

か

ら
、

東

京
帝

国
大

学

で
臨

時
特

別

講

義

「
帝

国

憲
法

の
成

立
」

(毎

週
火

曜
日

)
を
始

め

て

い
た
。

吉

野
、

(
45
)
、
第

一
五
巻

、

四

二

六
、

四

四

三

頁
。

(
48
)

の
ち

に
鈴

木

(
(
23
)
、

九
六

頁
)

自
身

が

、

系
譜

づ

け

て

い
る
。
注

(
7
)

参
照

。

(
49
)

福

沢

は

草
稿

を

『郵

便

報

知

新

聞

』

の
主

筆

・
藤

田
茂

吉

ら

に
提

示

し
、

同

紙

の
社

説

と

し

て
福

沢

の
名

を

伏

せ

て

の

せ
ら

れ

た
。

そ

の

直
後

に
単

行

本

と

し

て
出

版

さ

れ

た
。
鈴

木

の

著

書

で

『
国

会

論
』

は
、

国

会

開

設
、

憲

法

制

定

運
動

の
端
緒

に
な

っ
た

と
位

置

づ

け

ら

れ

て

い

る
。

鈴
木

は
原

典

と

い
え

る
同

紙

か

ら
復

刻

紹
介

し
、
同

紙

に
あ

っ
た
未

紹

介

の
憲

法
案

の

発

見

を
、

亡

き
吉

野

に
報

告

し

て

い

る
。
鈴

木

安

蔵

『
憲

法

の
歴

史

的

研

究

』
大

畑

書

店

、

一

九

三
三
年

、

二

二
八

-
二
四

六
頁
。

『国

会
論

』

は

『
福

沢
諭

吉

全

集

・
第

五
巻

』

岩
波

書

店
、

一
九

五
九

年

、

六
三

-
九

四
、

六

四

五

-
六

五

一
頁

。

(50
)

以

上
、

鈴

木
、

(
24
)
、

一
五

一
-

一
五

三

頁
。

(51
)

鈴
木

、

(49
)
、
前

付

一
〇

ー

一
一
頁

。

(52
)

鈴
木

、

(49
)
、
前

付

四
頁
。

(53
)

吉

野

は

「私

共

は
憲

法

の
講

義

で
、

一
切

の
権

力

の
源

泉

は

君
主

に
在

り
、

君

主
が

憲

法

マ
マ

を
以
て
我
々
に
与

へ
給
ふ
に
依
て
始
め
て
臣
民

の
権
利
が
生
ず
る
と
教
は
つ
て
来
た
」
と
真
顔

で
述
べ
る
。
吉
野
作
造

「自
由
民
権
時
代
の
主

権

論

」

『新

旧

時

代

』
第

二
年

第

六

冊
、

五

頁

(
一
九

二
六
年

)
。

伊
藤

博

文

ら

は
穂
積

八
束

に

憲
法

の
講

義

を

独
占

さ

せ

て
、

官

僚
養

成

機

関

と

し

た
。

こ

の

こ
と

に

つ
き
、

鈴

木

、

(
23
)
、

九

二
頁
。

(54
)

君

主

主
権

を
前

提

と

し

な

い

た

め

に

「
無

用

の
喧

嘩
」

を

し

た

と

す

る
。

注

(
53
)

と

同

所
。

(55
)

鈴
木
安
蔵

「左
派
民
権
論

に
つ
い
て
1

主

と

し

て
植

木

枝

盛

に

つ
い

て
」

『唯

物

論

研

究
』

第

五
四
号

、
六

七

八
頁

(
一
九

三
七
年

)
。

(
56
)

君
主

主

義

を

と

る
穂

積

八

束

か

ら
上

杉

慎

吉

へ
の
憲

法

講

座

へ
の
批

判

で
あ

る
。

鈴
木

、

(23

)
、

一
二

二
頁
。

彼

ら

の
定

義

や

論

理

構

造

に
引

き

ず

ら

れ

、
現

実

を

「
さ

か
立

ち
」

し

て

と
ら

え

る
危

険

が
あ

る
と

す

る
。

(
57
)

植
木

枝

盛

の
議

会

主
義

に

つ
き
、

坂

野

潤

治

「明
治
立
憲
制
の
三
つ
の
選
択
-

超
然
主

義

、

政
党

内
閣

主
義
、

議

会
主

義
」

『思

想
』

第

七
五

〇
号

、
五

六
頁

(
一
九

八
六
年

)
。

(
58
)

も
う

一
回

、

一
九
三

三
年

三
月

五

日

(日
)

に
、

賛
育

会

病
院

に
入

院

中

の
吉

野

と
鈴

木

は

面
会

し

た
。

そ

の
日

の
午

後

に
転

地

を
控

え
、

し

か
も

面

会
謝

絶

中

で
あ

っ
た
。
鈴

木

の
質

問

表

を
前

に
、

制
定

時

の
官

僚

主
義

と
自

由

主
義
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の
対

立
、

そ

の
原

因

と

結

果

に

つ
き
、

吉

野

は

一
時

間

も
話

を

し

た
。

吉

野

は
鈴

木

に
、

転

地

療
養

先

の
湘

南

サ

ナ
ト

リ

ウ

ム

へ
の
道

順

を

示

し

た
。

鈴

木
、

(
23
)
、

四

八
頁

。
吉

野

が

い

か

に
制

定

史

を

重
視

し
、

そ

れ
を

鈴
木

に
伝

え

た

か

っ
た
か
が

う

か
が

わ

れ

る
。

(59
)

同

日
午

後

、
神

田
美

土
代

町

の
キ

リ

ス
ト

教

青
年

会

館

(
Y
M

C

A
)

か

ら
も

出

火

し

て

い
る
。

『東

京
朝

日
新

聞
』

一
九

三

三
年

三
月

七

日
、

二
面
。

逗

子

の
小

坪

か
ら
横

須

賀

線

で
東

京

ま

で
、
数

時

間

で
帰

っ
て
く

る

こ
と
が

で
き

た
。

(60
)

吉

野
作

造

「
悪

者

扱

い
さ

る

る
私
」

吉

野

作

造

『
公

人

の
常

識
』

文

化

生

活

研

究

会
、

一

九

二

五
年

、

八
五

頁
。

大

杉
栄

を
殺

害

し

た
直

後

に
、
憲

兵

大

尉

の
甘

糟

正
彦

の
自

害

を
、

憲

兵

・
森

慶

次
郎

が

思

い
と

ど

ま

ら

せ

た
。
吉

野

殺
害

な
ど
が

残

っ
て

い
る

と

い
う

の

で
あ

る
。

こ

の
逸

話

を

記

し

た
野

村

昌

靖

の
脅

し
を
、

吉

野
が

引
用

し

て

い
る
。
野

村
昌

靖

「
甘
糟

大

尉
」

『軍
事

警
察

雑
誌

』
第

一
八
巻
第

一
号
、

四

一
i

四

五
頁

(
一
九

二
四
年
)
。
な

お
今

井
清

一

『大

正

デ

モ
ク

ラ

シ
ー
1

草

の
根

と

天
皇

制

の
は

ざ

ま
』

(社
会

評
論
社

、

一
九

九
〇

年
、

二
〇

七

頁

)

の
脚

注
。

(61
)

吉

野
、

(
45
)
、
別

巻

、

一
〇

〇

頁

。

歴

史

家

に

は
、

時

効

を
越

え

て
真

相

を
究

明

す

る
社

会
的
責

任

が
あ

る
。

(62
)

以

上
、

鈴

木
、

(
24
)
、

一
五

一
ー

一
五

三

頁
。

鈴
木

、

(
23
)
、

四
九
頁

。

(63
)

鈴

木
、

(
49
)
、
前

付

五

頁

。

一
九

三

三

年

二
月

一
二
日

(日
)

以
降
専

心

し

た
と

い
う
。

(
64
)

鈴
木

は
同

人

雑

誌

や
河

上

肇

の
も

と

で
、

編
集

者

と

し

て

の
経

験

が

あ

っ
た

(本

文

第

二

章

(三
)
参

照

)
。
時

代

の
要
求

す

る
問
題

を

み

わ

け
、
取

材

し
執

筆

し
、
出

版

を
手

配

す

る
能

力
が

あ

っ
た
。

(
65
)

鈴

木
、

(
49
)
、

二

二

八
、

二

四

六
、

三

五

九
、

四
〇

五
、

四

二
三
頁
。

(
66
)

こ
れ

は
鈴

木

(
(49
)
、
前

付

九

頁

)
が

、

吉
野
作

造

の
著
書

『
現
代
憲

政

の
運

用
』

(
一
元

社
、

一
九

三
〇
年

)

を
評
価

し
た
表

現

で
あ

る
。

鈴
木

安

蔵

は

こ

の
吉

野

の
著
書

か

ら
、
大

き

な

影
響

を
受

け

た
と
記

し

て

い
る
。

(67
)

鈴
木

、

(
49
)
、
前

付

一

一
頁

。

(68
)

鈴
木

、

(
23
)
、

四

四
、

一
三
九
頁

。

(69
)

尾
佐

竹
猛

は
金

沢
藩
士

で
漢

学

者
保

の
子
。

明

治
法

律

学

校

(現

在

の
明
治

大

学
)

を

卒

業

し
、

一
九

二

四
年

大

審
院

判

事

と
な

っ
た
。

そ

う

か

し

の
か
た
わ
ら
筆
名

(雨
花
子
)
な
ど
で
憲
法
史

研
究
を
し
、
し
か
も
文
化
史
研
究
に
理
解
が
あ

っ
た
。

一
九
二
五
年

一
二
月
に

『維
新
前
後
に

お
け
る
立
憲
思
想
』
を
、
文
化
生
活
研
究
会
か

ら
刊
行
し
た
。
こ
れ
に
は
吉
野
作
造

の
序
文
が

す

り

あ

る
。
尾

佐

竹

の

『賭

博

と
掏

模

』
、

『
大

岡

政

談
』
、

『
刑

罪

珍
書

集

』

と

い

っ
た
著

作

や
紹

介

に
は
、
法

を

広

く
文

化

の
な

か

で
と
ら

え

よ

う

と
す

る
視

点

が

あ

る
。

一
九

三

八
年

か
ら

一
九

四

四
年

ま

で
、

東

京
帝

国

大

学

で

「
日

本
憲

政

史

」

の
講

義

を

し

た
。

山

野
博

史

、

田

熊

渭

津

子

「尾

佐
竹

猛
略

年
譜

・
著

作

目
録

」

『関

西

大

学

法

学

論

集
』

第

二

七
巻

第

二
号
、

=
二
八

-

一
五

四
頁

(
一
九

七

七
年
)
。

(
70
)

大

久

保

利

謙

『
日
本

近

代

史

学

事

始

め
』

岩

波
書

店
、

一
九

九

六
年
、

八

八
頁
。

(
71
)

鈴

木

、

(49
)
、

前

付

一
〇

頁

。

こ

こ

で

鈴

木

安
蔵

は
、

尾
佐

竹
猛

の
著

書

『
日
本

憲

政
史

』

(日
本

評
論

社
、

一
九

三
〇
年

)

が
、
自

由

民

権

運

動

家

の

「
諸

憲

法

草
案

を
紹

介
」

し

て

い
る

と
評

価

す

る
。

他

方

で

そ

れ

は

「
直

接
憲

法

制

定

そ

の
も

の
を

主
内

容

」

と

せ
ず
、

憲

法

運

用

と
関
連

な

い
と
批

判

し

て

い
る
。

(
72
)

例

会

は
法

曹

会
館

で
開

か
れ
、

尾

佐

竹

猛

が

毎

回
、

司

会

を

し

た

と

い

う
。

大

久

保

、

(
70
)
、

八
六
頁
。
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(
73
)

大
久

保
、

(
70
)
、

八

八
頁

。

(
74
)

鈴

木

、

(
23
)
、

一
四

〇

、

一
五

九

頁

。
永

井
憲

一
編

「
鈴

木

安

蔵
教

授

の
略

歴

お

よ

び
著

作

目

録
」

有
倉

遼

吉

編

『
憲

法

調
査

会

総

批

判

(鈴

木

安

蔵

教
授

還

暦

祝

賀
論

文

集

)
』

日
本

評

論
社

、

一
九

六
四
年

、

三
六

五
頁
。

(
75
)

二
宮

三

郎

「
憲

政

資

料

室

前

史

(上
)
」

『参

考
書

誌
研

究
』

第

四
三
号

、

五

八
頁

(
一
九

九

三
年

)
。
早

稲

田
大
学

と
明

治
大

学

の
出

身
者

が

多

か

っ
た
。

こ

の
構

成

は
、

後
述

す

る
憲

法

研
究

会

で
も
同

様

で
あ

る
。

(
76
)

鈴

木
、

(
55
)
、

一
四

一
頁
。

大

久

保
、

(
70
)
、

一
二
七
頁
。

(
77
)

鈴

木

は
雑

誌

に
掲
載

さ

れ

た
論

文

を

ま

と

め
た

だ
け

で
、
な

ん
ら

問
題

な

い
と

思

っ
て

い

た
。

鈴

木

、

(
23
)
、

一
四

二
頁

。

し

か

し

一
九

三
七
年

七

月

の
日

中
戦

争

開

始

以

降
、

言
論

統

制

は
強
化

さ
れ

て

い
た
。

注

(
431
)

参
照

。

(
78
)

鈴

木
、

(23
)
、

一
四
四
頁

。

(
79
)

没

年

に

つ
き

『朝

日
新

聞

』

一
九

九

〇

年

一
〇
月

六
日

(土

)
三

一
面
、

訃
報

。

(80
)

和

書

目

録

と
洋

書

目

録

が
あ

る
。
吉

野

の

蔵
書

は
岡
義
武

の
蔵

書

「
岡
文

庫
」

と

と

も

に
、

現

在
東

京

大
学

法

学

部

附
属

近

代

法

政
史

料

セ

ソ
タ
ー
明

治
新

聞

雑

誌

文
庫

に
所

蔵

さ

れ

て

い

る
。

(81
)

鈴
木

、

(23
)
、

一
四
四
頁

。

(82
)

岡

義
武

が

教

授

に
昇
任

し

た

の

は
、

一
九

三
九

年

で
あ

る
。

『
昭
和

人
名

辞
典

(東

京

編
)
』

日

本

図
書

セ

ン
タ

ー
、

一
九

八
九

年

、

一
九

一

頁
。

(83
)

『東
京

新

聞
』

一
九

八

一
年

一
〇

月

一
二
日

(月

)
夕
刊

、

訃
報

。

(84
)

鈴
木

、

(23
)
、

一
六

一
頁

。

(85
)

憲

法
史

研

究

会

に
参
加

し

た

の

は
、
年

功

な

い
し

発
表

の
順

に
、

美
濃

部

達

吉

(
一
八
七

三

-

一
九
四

八
、
東

京
帝

国
大

学
)
、
立

命
館

大

学

学

長

の
佐

々
木

惣

一

(
一
八

七

六

-

一
九

六

五
)
、
宮

沢
俊
義

(
一
八
九
九

-

一
九

七
六

、
東

京
帝

国
大

学
)
、
河

村

又
介

(
九
州
帝

国

大

学
)
、

ま
さ
つ
ぐ

稲

田

正
次

(
一
九

〇

二

ー

一
九

八

四
、
北

京

大

学
法

学
院

、

の
ち
東

京
文

理
科

大
学

)
、

佐
藤

功

(東

京

帝

国

大
学

)
、
藤

井

甚

太

郎

(前

出

・
明

治

文
化

研

究

会

同

人
、
文

部

省

維

新
史

料

編

纂

会
)
、
岡

義

武

(前

出

)
、

田

畑

忍

(同

志

社

大

学

)
、
大
久

保

利
謙

(前
出

、

明
治
文

化

研
究

会

会

員
、
帝

国
学

士
院

嘱
託

)
、

清
宮

四
郎

(東

北

帝

国
大
学

)
、

田
中

二
郎

(
一
九
〇

六

-

一
九

八

二
、

東

京
帝

国

大

学
)

ら

で
あ

っ
た
。

鈴

木
、

(
23
)
、

一
六

二
頁
。

所

属

は
当

時

の
名

簿

に

よ

る
。

大

久

保

、

(
70

)
、

=

二
五

頁

。

(86

)

鈴

木

、

(23

)
、

一
六

〇

頁

。

ば
ん
ば

の
ぶ
や

(
87
)

当
時

、

公
使

館

の

み
だ

っ
た
。

馬

場

伸

也

「
占

領

と

ノ
ー

マ
ン
」

『思

想

』
第

六

三

四

号
、

五
五

-

八
四
頁

(
一
九
七

七
年

)
。
参

照

は

七
七

頁
。

(
88
)

語

学
官

で
、

三
等

書

記
官

の
試

験

を

通

過

し

て

い
た
。

工
藤

美

代

子

『
悲
劇

の
外

交

官

』

岩
波

書

店

、

一
九

九

一
年
、

一
二
五
、

一
二
九

頁
。

(
89
)

鈴

木
、

(
23
)
、

一
五

七

頁

。
戦

後
、
伊

東

巳
代

治

史
料

は
国

立
国

会

図

書

館

憲
政

資

料

室

に

い
れ

ら
れ

た
。
大
久

保

、

(
70
)
、

一
三

八
頁
。

(
90
)

「
立

法

理

由

の
探

求

は
、
立

法

に

つ
な

が

る
」

(本
稿

の
経

験

則
、
第

五
章

(六
)

参

照
)
。

(91
)

「
憲
法

問
題

調
査

委
員

会
名

簿

(昭

和

二

一

年

二
月

一
日

現

在

)
」
東

京

大

学

法

学

部

所

蔵

『松
本

文
書

』
第

三
、

一
九

-
二
〇
頁

。

(92
)

憲

法

調
査

会

、

(4
)
、

一
五

九

ー

一
六

二

頁
。

(
93
)

一
九

四

五
年

一
二
月

二
四

日

(月

)
、
稲

田

正
次

は
松
本

烝

治

国
務

大

臣

宛

の
意

見
書

と

し

て
私

案

を

宮

沢

俊

義

に
託

し

た
。
稲

田

正

次

「
戦

後

憲
法

試

案

起

草

の
経

過

」

『富

士
論

叢

』

第

二
四
巻

第

二
号
、

二
九
頁

(
一
九

七

九
年

)
。
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法

制
局

『新

聞

等

に
表

は

れ

た
各

政

党

そ

の
他

の
憲

法

改

正
案

』
法

制

局

、

一
九

四

六
年

[
四

月

]
、

一
-
七
頁
、

=
二
ー
二
五
頁

。

(
94
)

一
九

四

六
年

三
月

五

日

(火

)

に
首

相

官

邸

で
、

手
渡

さ
れ

た
。
稲

田
、

(93
)
、

四

九
頁

。

三
月

四
日
づ

け

で
あ

る
。

(
95
)

一
九

四

五
年

七
月

二

六

日

(木

)

ポ

ツ
ダ

ム
宣

言

第

一

二

項

。
英

文

は

..呻
①
Φ
ぐ

Φ
×
-

崗
①
ωω
巴

a

=

o
h
夢
Φ

冒

冨

コ
Φ
ω
Φ

冨

o
覧
ρ
、.

Ω
o
<
①
旨

日
Φ
耳

ω
8

ユ
O
P

ω
二
b
器
ヨ
①

O
o
巨
-

日
⇔
昌
α
臼

8
『
昏
Φ
》
岳
Φ
自
℃
o
≦
9

ρ
愚

.
鳥
卜
冒

ぎ

8

(卜Q
)℃
歹

自

。。
●
外

務
省

の
仮

訳

で

は

「
日
本

国

民

ノ
自
由

二
表

明

セ

ル
意

思
」

と

さ

れ

る
。

『日
本
占
領
及
び
管
理
重
要
文
書
集
-

第

一

巻

・
基

本

編
』

東

洋
経

済

新

報

社
、

一
九

四

九

年

、

一
〇
頁

。

(
96
)

一
九

四
五

年

九

月

二

日

(日
)

の
降

伏

文

書

第

六

項

に
よ

り
、
連

合

国

と

日
本

国

政

府

を

拘

束

し

て

い
た
。

(
97
)

§

軸
ぎ

Nミ
§
N
卜
駄
鼠
のミ

§

ミ

匙
ミ

$

墜

ミ

携
§

㌧

ミ

ミ

鳴

肆

ら
誌

ミ
蓬

亀

⑦
ミ
ミ

刈
昏
P

O
O
=

①

℃
鬢

＼
置

山

起

㎝
●
[U
Φ
ω
冨

け9

Z
o
・
α
。。
■]

d
・

ω
●

U
8

穹

けヨ

Φ
葺

o
胤

Qっ
什簿

ρ

凄

ミ
暗
§

肉
鳴
ミ
職
§

的

黛

ミ
鴨

§

§

鉱

の
ミ
紺
的
、
b
せ
Nや

ミ
ミ
普

ミ

鳴
誘

N
漣

獅

く
o
ピ
9

§

鳴
しu
ミ

蹄
譜

O
o
§

§
o
§
ミ
§

Nミ

貸
§
駄

ミ

鳴

黥

丶

寒

。・味
(鬢

鋤
-

ωげ
貯
ひq
8

コ

P

O

"
O
o
<
①
蕁

ヨ

Φ
昌

℃
ユ
耳

言
σq

O
曄

o
ρ

一㊤
$

)も

b
』

謡

-
Φ
詰

}
讐

O
●
零

ド

書

簡

に

つ

け

ら

れ

た

分

類

番

号

は
、

こ

の

書

簡

の
送

ら

れ

た

国

務

省

の
文

書

(ω
冨

け①

U
①
b
鋤
暮
ヨ
Φ
暮

0
Φ
コ
時
巴

固

δ
ω
旧

幻
Φ
o
o
a

O
「
o
唇

㎝
㊤
)

の
う

ち
、

ど

の

十

進

分

類

フ

ァ

イ

ル

(U
Φ
9
ヨ
巴

国
幕

)

に

あ

る

か

を

示

す

。

分

類

番

号

諱

ρ

O
O
崔

①
は

「国

家

関

係

(ざ

P

℃
○
一一江
o
巴

閑
Φ
一甲

ぼ
8

ω

o
胤
ω
冨

9

)
」

の
大

分

類

の
も

と

に

あ

り

、

.ぐ
*
*
+
+
目

①
.、
と

は

[
*
*
の

+
+
に
対

す

る

]

「違

法

な

い

し

非

人

道

的

戦

争

行

為

(日

Φ
ひq
巴

9
コ
α

ぎ
げ
⊆
ヨ
p。
口
①

妻
9
陳
母

①
)
」

を

示

す

。

**
に

あ

た

る

.、お

、.
は

「
欧

州

」

を

示

し

、

こ

の
場

合

欧

州

、

で

始

ま

っ

た

第

二

次

世

界

大

戦

を

意

味

す

る

。
‡

に

あ

た

る

.6
0
..
は

「
世

界

(
↓
げ
Φ

耄

〇
二
α
)
」

を

意

味

す

る
。

↓
げ
Φ

∪
三

ω
δ
昌

o
剛

O
o
ヨ
ヨ

ロ
巳

o
鋤
口
o
器

曽
昌
α

菊
Φ
o
o
同
山
ρ

∪
①
O
胃

学

ヨ

①
三

〇
胤

曽

讐

ρ

O
演

の
ミ

§

職
o
§

ミ

O
o
ミ

緊

魯

§

§

ミ

魯

ら
昏

巴

.

(芝

器

げ
ぎ
ぴq
什
8

U
b

・"

C
ω

O
o
<
Φ
篝

日

①
暮

勺
ユ
葺

ぎ

ひq

O
訟
一〇
ρ

6

ω
。。
)博

薯

・
〈
一
㎝
メ

。。
8

。。
。。
.
そ

の

の

ち

戦

争

が

太

平

洋

に

拡

張

し

た

の

で

..℃
煢

…
℃
碧

庄

o
芝

贄

.、
を

追

加

す

る

こ

と

に

な

っ

た

(米

国

国

立

公

文

書

館

員

】≦
淳

O
昌

O
¢
ω
叶
鉱
ω
O
昌

の

話

)
。

ス

ラ

ッ

シ

ュ

(＼
)

の
あ

と

は
、

「
月

1
日
年

」
を

示
す

(年

は

下

二
桁
)
。

こ

の
こ
と
が

理
解

さ
れ

て

こ
な

か

っ

た

の
で
、

こ
れ

ま

で
場

当

た
り

的

な

調
査

が

多

か

っ
た
。
公

文

書

の
流

れ

と
保

存

場

所

を
構

造

的

に
理

解

す

る
こ

と
が

、
適

切

な

文
書

の
発

見

に
と

っ
て
決
定

的

に
重
要

で
あ

る
。

引

用
方

法

は
、

○
ミ
蠹

肉
ミ
o
§

ミ

ミ
恥

き

職
§

ミ

ト
§
ミ
竃
砺
ミ

ミ
鳴

§

§

鉱

⑦
ミ
紺
勲

芝

霧
ぼ
口
σq
け
8

P

O
"
Z
①
鼠
o
昌
巴

》
8
霞
<
Φ
ω

p
昌
α
園
8
0
a
ω
〉
α
ヨ
貯
δ
け鑓

けδ
戸

一
㊤
Φ
S

(98
)

馬

場

、

(
87
)
、

七

六
頁

。

マ
ッ

カ

ー

サ

ー

と
国
務

省

親

日
派

が

天
皇

制

を

利

用

す

る

こ

と

に
対

す

る
、

カ

ナ
ダ

外
務

省

内

の
懸

念
が

紹

介

さ
れ

て

い
る
。

(99
)

古

関

(
(
11
)
、

四
八
頁

)

の
取
材

に
よ

る
。

鈴

木
安

蔵

「憲

法

改
正

の
根

本
論

点

」

『新

生
』

第

一
巻

第

二
号
、

二
一二
頁

(
一
九

四
五
年

)
。

(
㎜
)

一
九

四
五
年

一
〇

月

こ
ろ

は
、

ノ

ー

マ
ン
、

政

治

顧

問

事

務

所

(℃
○
目
>
P

℃
o
毎

8
巴

》
匹
く
δ
Φ
「
)
、

従

軍
記

者

が
中

心

に
日

本

人

と
接

触

し
た
。

駐

日
公

使

で
臨
時

政

治

顧

問

の
ジ

ョ

ー

ジ

・
ア

チ

ソ

ソ

・
ジ

ュ

ニ

ア

i

(O
Φ
O
目
σQ
Φ

》
け9

Φ
ω
O
P

冒

)

が
、

近
衛

文

麿

と
接

触

し
、

ワ

シ
ン
ト

ソ
の
国
務

省

と

連
絡

を

と

る
な

ど

要

の
位

置

に

い
た
。
統

治

局

は
ま

だ
前

面

に

で

て
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き

て
は

い
な

い
。

日

本

の
特

定

の
政

党

の
情

報

を

提
供

す

る

の
が
、
連

合

国

軍

最

高

司
令

官

総

司
令

部

・
民
間

諜
報

局

(Ω
<
自

ぎ
8
霞
ひq
Φ
昌
o
①

ω
Φ
o
岳
o
P

[
鴇
ら
～
]
)

の
任

務

と
、

一
九

四

五

年

一
〇

月

の
占

領

軍

の
会

議

で
合
意

さ

れ

た
。

こ

の
会

議

に
は
、

ノ
ー

マ
ン
が

同

局
代

表

と

し

て

出

席

し

て

い

る
。
冒

ω口
口

鬢

巳
賦
日
ρ

ω
ぴ

ミ

匙
§
、。。

き

Nミ

§

N

肉
ミ

ミ
ミ

"o
§

ミ
§
駄
ミ

ミ
貸
玉

§

ミ
丶

唇

建

ミ

ら母
&
ミ

げ

ト

亀
§

ミ

(》
昏

Φ
拐

Ω
8

軽

勲

日
冨

d
三
く
①
邑

蔓

。
h

O
Φ
O
「
σq
壁

勺
『
Φ
ω
ρ

δ

刈
㊤
)噂

b
●
oo
.
ジ

ャ

ス

テ

ィ

ソ

・
ウ

ィ

リ

ア

ム
ズ

著

、

市

…雄
虫
貝
、

星

健
匹
一
訳

『
マ

ッ
カ

ー

サ

ー

の
政

治

改

革

』

朝

日

新

聞

社

、

一
九

八

九

年

、

一
八

頁

。

ノ

ー

マ

ン

は

、

政

治

顧

問

事

務

所

と

も

協

力

し

て

い

た

。

統

治

局

に

政

務

部

(℃
O
一一け一〇
四
一
㌧
r略{
鋤
一「
ω
H
)一く
一ω
一〇
】ρ)

が

明

示

的

に

置

か

れ

、

政

党

活

動

が

調

査

さ

れ

た

の

は
、

一
九

四

五

年

一
二

月

四

日

(火

)

以

降

と

考

、兄
ら

れ

る
。

O
o
<
興

づ
旨

Φ
茸

ω
①
o
鉱
o
P

魯

.

9
ト

ぎ

8

8

(卜。
)噂
や

。。
O
。。
・

(
101

)

米

国

国

立

公

文

書

館

(Z
讐

δ

ロ
巴

〉
雫

o
ぼ

〈
Φ
ω
碧

α

菊
Φ
o
o
H
α
ω
〉
α
ヨ
一コ
醇

鐙

けδ
昌
)

所

蔵

国

務

省

文

書

(幻
Φ
O
O
a

g

O
壱

沼

)

の

bd
o
×

。。
①
自

・
..零

貯

8

国
⊆
ヨ

一ヨ

霞

o
内
8

畠

①
鋤
ω

鋤

鬢

穹

O
ユ
ヨ
ぎ

巴

ω
⊆
ω
b
8

戸
、、
ヰ
o
日

=

.
bd
o
雫

8
昌

8

鬢

日
日

一
内
潤

一
〇
<
旧
U
Φ
o
●
凹

H
逡
9

お
お

く
ぼ

げ
ん
じ

謹
O
・O
O
目

①
勺
煢

＼
目

-
嵩
島

・
大

窪

愿

二

編

訳

『
ノ

ー

マ
ン
全
集

・
第

二
巻

』
岩

波

書
店

、

一
九

七
七
年

(増
補
版

は

一
九

八
九
年

)
、

三

三

四

-

三

四
六
、

四
五

ニ

ー
四
五

六
頁
。

(
201
)

『
東
京

新
聞

』

一
九

四
五
年

一
〇

月

一
六

日

(火
)

か
ら

一
八
日

(木
)
、

各

一
面
。

(
㎜
)

一
九

四

五

年

一
〇

月

一
八

日

(木

)

の
N

H

K

ラ
ジ

オ
。

鈴
木

安

蔵

「
憲

法

研

究
会

の
憲

法

草
案

起
草

お

よ
び
憲

法
制
定

会

議
提

唱

」

『愛

知

大

学

法
経

論

集

』
第

二
八

号
、

一
七

七

-

二

〇

四
頁

(
一
九
五

九
年

)
、
参

照

は

一
八

一
頁

。

(
401
)

尾

佐

竹

猛

、
鈴

木

安

蔵
、

鈴

木

東

民

「
新

日
本

の
民
主
主

義

を
語

る

(鼎
談

)
」

『新

時

代
』

第

一
二
巻

第

一

一
号
、

二
四

ー

二
七

頁

(
一
九

四

五
年
)
。
な

お

こ

の

一
一
月

一
日
づ

け

発
行

の

一
一
月

・

一
二
月

合

併

号

か
ら
、

鈴
木

安

蔵

は

同
誌

主

幹

と

な

っ
た
。
同

時

に
読
売

新

聞

論

説

委
員

の
鈴
木

東

民

と
明

治

文

化

研
究

会

に

い
た

木

村

毅

が
、

同

誌

の
客

員

編

集

員

と

な

っ
た

(
二
七
、

四
〇

頁

)
。
同

号

巻

頭

に
鈴

木

安

蔵

は

「
民
主

主
義

日
本
建

設

の
前
提

」

と

い
う
論

文

を

の
せ

(三

-
七
頁

)
、
徹

底
的

な
言

論

の
自

由

の

保

障

な

ど
が

、
民

主

主
義

建

設

の
根

本

的

な
前

提

条
件

だ
と

主
張

す

る

(五
頁

)
。

(501
)

高

野
岩

三
郎

の
鈴

木
安

蔵

へ
の
行

動

は
、

自
発

的
な

も

の
と
思

わ
れ

る
。
高

野

は

『
新
生

』

一
九

四
六
年

二
月
号

「
囚

は
れ

た

る
民
衆

」

(ニ

ー

六
頁

)

で
、
天

皇

制
廃

止

の
私

案

を

発

表

し

て

い

る
。
高

野

は
長
崎

出

身

で
、
兄

が

渡

米

、

妻

が

ド

イ

ッ
人

な
ど

、

日
常

に
お

い

て

「外

国

か
ら

の
視
点

」

を

も

っ
て

い
た
。
大

島

清

『高

野
岩
三

郎
伝

』
岩

波
書

店
、

一
九

六

八
年

、

四
、

三
七
、

四

八
頁

。

(601
)

一
九

二

七
年

六

月
、

吉

野

作

造

は
同

所

の

経

営

委

員

に
な

っ
て

い

る
。

吉

野
、

(
45
)
、
別

巻
、

一
〇

一
頁

。

(701
)

一
九

四

六
年

四
月

に
高

野

は
、

日
本

放

送

協
会

の
会

長

に
就

任

し

た
。

大
島

、

(
501
)
、

五

六
、

二

一
七
、

四
〇

五
頁

。
注

(
531
)
参

照
。

(801
)

室
伏
高
信

『戦
争
私
書
-

彼
等
は
何
を

し

て

い
た

か
』

全

貌

社
、

一
九

六

七

年
、

三

〇

八
頁
。

(
901
)

鈴

木

安

蔵

も
、

会

の
設

営

の
中

心

は
室

伏

高

信

だ

っ
た

と

回
想

す

る
。

鈴

木
安

蔵

「
日

本

国

憲
法

制
定

の
基

本
論
点

」

『
愛
知

大
学

法

経
論

集

』
第

八

二
号

、

一
-

二

八

頁

(
一
九

七

六

年

)
。
設

営

に
あ

た
り
、

室
伏

の
周

辺

に

い
た

三

か
ず
お

宅
晴

輝

と
長
尾

和
郎

の
二
人
が

熱
心

に
動

い

た
。

室

伏
、

(
801
)
、

三
〇

八
頁

。
長

尾

和

郎

『
戦

争
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屋
1

あ
の
こ
ろ
の
知
識
人
の
映
像
1

』
妙

義

出
版

、

一
九

五
五
年

、

一

一
一
ー

一

一
四
頁

。

同

書

の
六

八
頁

で
、
長

尾

は
国
策

研

究

会

に

い

た
鈴
木

安
蔵

を
批

判

す

る
。

(
011
)

室

伏
、

(嫻
)
、

二

八
頁

。
室

伏

を

国

際

ジ

ャ
ー

ナ
リ

ス
ト
と

し

て
評
価

す

べ
き

と

し

た
、

金
子

務

『
ア
イ

ソ

シ

ュ
タ
イ

ン

・
シ

ョ

ッ
ク
ー

1

第

-
部

・
大
正

日
本

を
揺

が

せ
た

四
十

三

日

間
』

新
装

版

、

河
出

書

房

新

社
、

一
九

九

一
年

(初
版

は

一
九

八

一
年

)
、

六

二
頁

。

(
m
)

『
日
本

評
論

』

の
誌
名

は
、

室
伏

高

信

の
命

名

に
よ

る
。
室

伏
、

(
801
)
、

二
〇
〇
頁

。

(211
)

以

上

に

つ
き
、

室

伏

、

(
嫻
)
、

三
、

一
七

〇
、

二
〇

三

頁
、

奥

付
。

ま

た
青

地

晨

「
室

伏

高

信
」

伊

藤
道

人

『
現
代

人

物

事

典

』
朝

日

新

聞
社

、

一
九

七
七
年

、

=

二
九

六
頁

。

(311
)

室

伏
、

(鵬
)
、

三

〇
四
頁

。

(
411
)

室

伏

高

信

は
、
満

三

一
歳

の
新

生

社

社

長

・
青

山
虎

之
助

の
顧

問

と
な

っ
た

の

で
あ

る
。

社

長

の
青
山

虎
之

助

(
一
九

一
四
1

一
九

八
九

)

は
、
地

元

の
岡

山
高

等

商

業

学

校

(現
在

の
岡

山

大

学

)
を

卒

業

し
、
丸

善

石

油

に
勤

め
な

が

ま
つ
り

か

ら
同
人
誌

『茉
莉
花
』
な
ど
に
加
わ

っ
た
。

一

九
四
五
年

の
戦
時
中
か
ら
室
伏
高
信
や
三
宅
晴

輝
と
接
触
し
、
雑
誌
発
行
を
計
画
し
た
。
敗
戦

直
後

一
九
四
五
年
九
月
三
日

(月
)
疎
開
先

の

岡
山
か
ら
上
京
す
る
や
、
九
月

一
〇
日

(月
)

内
幸
町
大
阪
ビ
ル
旧
館
六
階

に
新
生
社
を
設
立

し
た
。
福
島
鑄
郎

「新
生
社
と
そ
の
周
辺
」、
「新
生
」

復
刻
編
集
委
員
会

『回
想
の
新
生
1

あ
る
戦

後
雑
誌
の
軌
跡
1

』
同
会
、

一
九
七
三
年
、

一
〇

九

-

一
二

一
頁

。

な

お
鈴

木
徹

造

『
出

版

人
物
事

典

』
出
版

ニ

ュ
ー

ス
社
、

一
九

九

六
年

、

三
四
頁

。

(
511
)

福

島

、

(
m
)
、

一
二

一
頁

。

『
新
生

』

の
名

称

も
室

伏

の
発

案

だ

と

い
う
。

室

伏
、

(
801
)
、

二
九

二
頁

。

(
611
)

「
新

生

」
復

刻

編

集

委

員

会

、

(
皿
)

の
巻

末

の

「
『
新
生
』

出

版
年
表

」
が

、

一
九

四

五
年

一
〇

月

一
八
日

発

行

と

す

る
。

こ

れ

は
、

連

合

国

軍

最

高

司

令

官

総

司

令

部

の
民

間

検

閲

部

(O
O
U
"
Ω
<
=
0
Φ
づ
ω
o
話
ぼ
O
U
①
鉦
9

日
Φ
昌

)

を

通
過

し
た
日

付
と

一
致

す

る

(〈
図

5
>
参

照
)
。

メ

リ

ー

ラ

ン
ド

大

学

プ

ラ

ン
ゲ

文

庫

の

》
ヨ
《

煢

p
ωω
臼
ω
q
o
B

博

士

に
お
世
話

に
な

っ
た
。
福

島

(
411
)
、

一
二
二
頁

)

は
九
月

二
四

日

(月

)

印

刷

と

し
、

同

誌

編

集

者

で

あ

っ

た

長

尾

(
(
㎜
)
、

一
一
五
頁

)

は
九

月

二
五

日

(火
)

発

売

と
す

る
。

し

か

し
創

刊

号

一
二

頁

の

「新

生

評

論
」

に

は
、

一
〇

月

四
日

(木
)

の

マ

ッ
カ

リ

ー

サ
ー

の
覚

書

に

つ

い
て

の
記

事
が

あ

り
、

こ

れ

ら

の
記
述

と
矛
盾

す

る
。

〈
図

5
>

の
ゲ

ラ
刷

り

の
右

上

に
、

..0
9

一
ω
9

..
(
一
〇
月

一
三
日
)

と
あ

る
。

こ
れ

は
受

付

日

と

思

わ

れ
、
記

事

の

内

容

と

一
致

す

る
。

そ

の
奥

付

で
は

コ

一
月

一
日
発

行

(毎

月

一
日

発
行

)
」

と
さ

れ

て

い
る
。

(
711
)

福

島

、

(
皿
)
、

一
二

二

頁
。

三

六

万

部

と

は
公

称

に
せ

よ
、
破

格

的

に
多

い
。

た

と

え
ば

一
九

四
五
年

一
二
月
創
刊

の
月

刊

『
平
凡

』

は
、

三
万

部

だ

っ
た

と

い
う

。
清

水
達

夫

『
二

人

で

一
人

の
物

語

ー

マ
ガ
ジ

ン

ハ
ウ

ス
の
雑

誌

づ

く

り
』
出

版

ニ

ュ
ー

ス
社
、

一
九

八

五
年

、

七

三
頁
。

(
811
)

福

島

、

(m
)
、

一
二

二
頁
。

な

お
同

書

巻

末

の

「
『
新

生
』

出

版

年

表
」

で

は
、

「
即

日

売

切
れ

」

と
さ

れ

て
い
る
。

(
911
)

福

島
、

(
m
)
、

一
二
五

頁

。
新

生

社

の
所

在

に

つ
き

、
注

(
411
)
参

照
。

(021
)

一
九

四

五
年

九

月

二
七

日

(水

)

に
日

本

文
化

人

連

盟

の
発
起

人

会

が
、

丸

の
内

・
常

盤

亭

で
開

か

れ
、

一
般

か
ら

の
参

加

も

募

り

「
来

月

創

立
総

会

を

開

く
」

と

報

じ

ら

れ

て

い

る
。
ゆ
た
か

こ

の
連

盟

に
は
、

フ
ラ

ソ

ス
文

学
者

の
辰

野
隆

、

い
た
る

文
芸
批
評
家
の
新
居
格
、

一
九

一
九
年
に
総
合
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雑
誌

『改
造
』
を
創
刊

し
た
山
本

実
彦
、
作

ま
さ
む
ね
は
く
ち
よ
う

こ
う
さ
く

家

・
正

宗

白

鳥
、

作

曲
家

の
山

田

耕

筰
、

杉

森

孝

次
郎

(
注

(
m
)
参

照
)
、
童

話
作

家

の
村

岡

花

子

ら
が
参

加

し

た
。

『朝

日
新

聞
』

一
九

四

五

年

九

月

二
八
日

(木
)
、

一
面
。

山

本
実

彦

の
占

領

軍

へ
の
迎
合

的

性

格

の
批

判

に

つ
き
、

松

浦

総

三

『戦

中

・
占

領

下

の

マ

ス

コ
ミ
』
大

月
書

店
、

一
九

八

四
年

、

=

二
七
、

一
四
三

頁
。

山

田
耕

筰

が

ベ

ア

テ

・
シ

ロ
タ

の

父
、

レ
オ

・
シ

ロ
タ
を

日
本

に
招

い
た
。

ベ

ア

テ

・
シ

ロ
タ

・
ゴ

ー
ド

ソ

『
一
九

四
五

年

の

ク

リ

ス

マ
ス
』

柏
書

房
、

一
九

九

五
年

、

五
六
頁

。

音

楽

は
、

国

境

を
越

え

る
活

動

を
媒

介

す

る
役

を
果

た
す
。

(
121
)

憲

法

研

究

会

は
、

日
本

文

化

人

連

盟

の
幹

事

役

・
秋

沢

修

二
を

き

ら

っ
た
室

伏
高

信

が

、

別
個

に
組
織

し

た
と

考

え

ら

れ

る
。
鈴

木

安

蔵

に
よ
れ
ば

室

伏

高

信

は
、

フ
ァ

シ
ズ

ム
を

擁

護

す

る

よ
う
な

秋

沢
修

二

の
戦
時

中

の
言

動

を

強

く
批

判

し

た
と

い
う
。
鈴

木

安

蔵

『
憲

法

制

定

前

後

』
青

木

書

店
、

一
九

七

七
年

、

七

五

ー

七

六
頁
。

あ
き
ざ
わ

秋

沢

修

二

(本

名

・
秋

津

賢

一
、

一
九

一
〇

1

一
九

九

一
)

は
、

早
稲

田
大

学

文

学

部

を

中

退

し

評

論

家

と

な

っ
た
。

天

野

敬

太

郎

監

修

『
現
代

日
本

執
筆
者

大

事
典
』

日
外

ア

ソ

シ

エ
ー

ツ
、

一
九

七
八
年

、

二
九
頁

。

(
221
)

『朝

日

新

聞
』
前

掲

(㎜
)
。

こ

の
連

盟

に

つ
い

て
は
、
鈴

木

安

蔵

が
秋

沢

修

二

に
聞

き

取

り
を

お

こ
な

っ
た
く

ら

い
し

か
資

料

が

な

い
と

す

る
。

鈴
木

、

(121
)
、

七

一
頁
。

(
321
)

日
本

文
化

人
連

盟

が

正
式

に
発

足

し

た

の

は
、

一
九

四
五

年

一

一
月

一
三

日

(火
)

で

あ

る
。
大

島
、

(
501
)
、

三
八
六

頁
。

(
421
)

鈴

木
、

(
鵬
)
、

一
八
○

頁
。

(
521
)

青

地

晨

「岩

淵

辰

雄

」
伊

藤

道

人

『現

代

人
物

事

典
』

朝

日
新

聞

社

、

一
九

七

七
年

、

一

六

一
頁
。

岩

淵

辰
雄

は
宮

城

県
出

身

で
、

早
稲

田
大

学

を

中

退
後

『読

売

新

聞
』

な

ど

の
政

治

記

者

と

な

っ
た
。
第

二

次

世

界

大

戦

中

か

ら

『中

央

公
論

』

『改

造
』

に
政

界
内

幕
物

を

か
き

、

吉

田

茂

の
ブ

レ
ー

ソ
の

一
人

と

し

て
戦

争
収

束

と
早

期

講

和

を

は

か

っ
た
。

戦
後

、

近
衛

文

麿

を

マ
ッ
カ
ー

サ
ー

に
引

き
あ

わ

せ

た
。

芦

田
均

、

マ
マ

岩

淵

辰

雄
、

鈴

木
安

蔵

、

三
宅

清

輝

、
阿

部

真

之

助

「座

談

会

・
憲

法

は

二

週

間

で
出

来

た

か
?
」

『改

造

』
第

三

三

巻

第

六

号

、

一
四

頁

(
一
九

五

二
年

)
。
古

関
、

(
11
)
、

一
八
頁

。

そ

の
の

ち
岩

淵

は
、
貴

族

院

議

員
、

公

職
適

否

委

員

会
委

員
、

『
読
売

新
聞

』
主

筆
、

日
本

国

有
鉄

道
理
事
な
ど
を
つ
と
め
た
。
室
伏
高
信
は
、
こ

の
岩
淵
か
ら
近
衛
文
麿
や
吉
田
茂
筋
の
情
報
を

ひ
き
だ
し
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

(621
)

一
九
四
五
年
九
月
に
編
集
者
の
長
尾
和
郎

が
岩
淵
辰
雄
を
訪
問
し
、
『新
生
』
創
刊
号
と
当

分
の
間

の
毎
月
執
筆
を
依
頼
し
た
。
こ
の
訪
問

で
岩
淵
は
長
尾
に
、
新
憲
法
制
定
の
必
要
性
を

説
い
た
と
い
う
。
創
刊
号
の

「木
戸
内
府

の
責

任

-

開

戦

の
前

後
」

(九

1

=

一
頁
)

(〈
図

5
>
参

照
)

は
米

国
側

メ
デ

ィ
ア

に
転

載

さ
れ

、

の
ち

の
木

戸

幸

一
の
戦
争

責

任

追

及

と

近
衛

文

麿

の
憲

法

案

起

草
批

判

に
影
響

を
及

ぼ

し
た
。

長

尾
、

(
㎜
)
、

一

一
二
頁

。

一
九

四

五
年

一
〇

月

、
吉

田

茂

は
幣

原

喜

重
郎

内

閣

の
外

務
大

臣

に
な

る
と
、

岩

淵

ら

に
連

絡

し

な

く
な

っ
た
。

岩

淵

は
近

衛
文

麿

ら

の
起

草

作

業

が

頓

挫

し

た

の
を

み

て
、
民

間

か
ら

世
論

を
出

す

し

か

な

い

と
考

え

て

い

た
。
そ

こ

へ
室

伏

高

信

か

ら

の
話

が

あ

り
、

同
人

の
人

選

に
関

与

し

た
と

の
談

話

が

あ

る
。
住
本

利
男

『占

領

秘
録

(
上
)
』
毎

日

新
聞

社

、

一
九
五

二
年
、

八

四
頁

。

な
お
鈴

木

、

(
121
)
、

九
九
頁

。

(
721
)

七

人

が

署
名

し
、
中

心

と

な

っ
て
討

議

し

た
。

こ

の
ほ

か
、
大

内

兵

衛

、
鈴

木

東

民

な
ど

数

人

が
討

議

に
加

わ

っ
た
。
注

(
631
)

お

よ
び
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(
141
)

参
照

。

(
821
)

一
九

四
六

年

四

月
、
森

戸

辰

男

は
日

本

社

会

党

か
ら

当

選

し
、

の
ち

片

山
内

閣

と
芦

田

内

閣

の
文

部

大
臣

と

な

っ
た
。

さ

ら

に
広

島

大

学

学
長

、
中

央

教

育

審
議

会

会

長

を

つ
と

め
、

九

五
歳

の
長

寿

を

た

も

っ
た
。
佐

藤

秀

夫

「
森

戸

辰
男

」

『国

史
大

辞
曲
ハ』
第

=

二
巻
、

吉

川
弘

文

館

、

一
九

九

二
年

、

八
七

四
頁
。

(
921
)

弟

子

の
森
戸

を

か
ば

っ
た
権

威

に
屈

し
な

い
高

野

の
態

度

を
、
室

伏

(
801
)
、

三
〇

五
頁

)

は
評

価

し

て
い
る
。

(
031
)

大
島
、

(
鵬
)
、

一
九

五
頁
。

「
自

由

の
抑

圧

が
憲

法

に
結

晶
化

さ
れ

る
」

(第

五
章

(六
)

参

照
)
。

(
131
)

一
九

四
四
年

に
六
三

歳

で
早
稲

田
大

学

教

授

を
退

職

し

て

い
た
。

川
副

国

基

「
杉

森

孝

次

郎
」

日
本

近

代

文

学

館
、

小

田

切

進

編

『
日

本

近

代
文

学

大

事

曲
ハ』

第

二
巻
、

講

談

社
、

一
九

七
七

年
、

二
二
二

ー
二

二
三
頁

。

(231
)

長

尾

、

(
嫻
)
、

一
九
、

二

八
、

五

五

頁

。

杉

森
孝

次

郎

は
室

伏
高

信

の

『日

本

評

論
』

に

も
寄

稿

し
、
長

尾

和
郎

が

原

稿

を

と

っ
た
時

の

回

想

が

あ

る
。

長

尾

、

(
901
)
、
層
一
〇

二
頁

。
杉

森
、

室

伏
、

馬

場

恒

吾
、

正

宗

白

鳥

ら

は
、
戦

時

中

に

『
読
売

新

聞
』

が

始

め

た

コ
ラ

ム

コ

日

一
題

」
を
、

交

代

で
担

当

し

て

い
た
。
室

伏

は
杉

森

を
、

早
稲

田
大

学

総
長

に

な

る

べ
き

人

物

で
あ

っ
た
と
絶

賛

し

て

い
た
。
室

伏
、

(
801
)
、

一
八

二
、

一
八

六
、

二

一
四
頁

。

こ

れ

は

鈴

木

安

蔵

(
121
)
、
七

二
頁

)

の
証
言

と

一
致

す

る
。

室

伏

が
杉

森

を
批

判

し

た

こ

と
も

あ

る

と
、
古

関

(
(11
)
、

五

二
頁
)

は
指

摘

す

る
。

し

か

し

そ
れ

は

一
九

三
五

年

時
点

の
評

価

で
、

そ

の

の

ち
室

伏
が

杉

森

に

た

い
す

る

評
価

を
変

え

た

と

考

え

ら
れ

る
。

(
331
)

室

伏
、

(
嫻
)
、

七

六

、

八

○
、

九

九

-

一

〇

二
頁

。

一
九

四

五
年

九

月

、
編

集

者

の
長

尾

和

郎

が
、

長

野

に
疎

開

し

て

い
た
馬

場

恒

吾

を

.

訪

ね
、

『新

生
』
創

刊

号

へ
の
執
筆

依

頼

を

し
た
。

長

尾
、

(
901
)
、

一

=
二
頁
。

〈
図

5
>

も
参

照

。

創
刊
号
の

「政
治
談
義
-

こ
の
喪
心
状
態
を

奈
何
ー

」
(三
〇
1
三
二
頁
)
で
、
馬
場

は

「
国
民

は
国

民
自

か

ら

の
手

に
依

っ
て
日
本

の
運

命

を
開
拓

し

て
行

く

よ

り
外

に
方

法

は

な

い
」

と
す

る
。

馬

場

は

の
ち

に
誰

が
憲

法

起

草

を

し

て
も

問

題

な

い
と

し
、
近

衛

文

麿

の
起

草

作

業

を

支

持

し

た
。
岩

淵

辰

雄

も

馬

場

の
意

見

を

「
先
輩

」

の
そ

れ
と

し

て
尊

重

し

て

い
た
。
芦

田

ほ

か
、

(
521
)
、

一
六

頁
。

(
431
)

杉
森

久

英

『滝

田
樗

陰

』
中

央

公
論

社

、

一
九
六
六
年
、
八
八
頁
。
た
と
え
ば

「政
変
特

輯
」
号
と
さ
れ
た

『中
央
公
論
』

一
九
三
七
年

七
月
号
に
は
、
鈴
木
安
蔵
の

「日
本
独
特

の
立

憲
政
治
」
の
ほ
か
、
馬
場
恒
吾

「近
衛
首
相

論
」、
岩
淵
辰
雄

「近
衛
内
閣

・
軍
部

・
政
党
」、

杉
森
孝
次
郎

「金
子
先
生
」
が
の
せ
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
こ
の
号
で
は
、

一
九
四
五
年

の

憲
法
研
究
会
の
同
人
七
人

の
う
ち
、
四
人
ま
で

が
執
筆
し
て
い
た
。
な
お
こ
こ
で
の
鈴
木
安
蔵

の
論
文
が
、
本
文
第
三
章

(二
)
で
述
べ
た
鈴

木
の
論
文
集
に
い
れ
ら
れ
、
そ
の
論
文
の
英
文

抄
録
が
つ
く
ら
れ
た

(第
四
章

(七
)
参
照
)。

こ
の
時

の
編
集
長
は
雨
宮
庸
蔵
で
、
翌
年

一
九

三
八
年
三
月
号
の
石
川
達
三

「生
き
て
ゐ
る
兵

隊
」
の
掲
載
で
雨
宮
庸
蔵
ら
は
有
罪
と
さ
れ
た
。

一
九
三
七
年
七
月
七
日

(水
)
の
蘆
溝
橋
事
件

に
よ
る
日
中
戦
争
以
降
、
言
論
統
制
が
執
筆
者

か
ら
編
集
者
な
ど
雑
誌
自
体
に
向
か
い
強
化
さ

れ
た
。

一
九
三
七
年
九
月
号
掲
載
の
矢
内
原
忠

雄
の
論
文
が
全
文
削
除
と
さ
れ
た
。
畑
中
繁
雄

『覚
書

・
昭
和
出
版
弾
圧
小
史
』
第
二
版
、
図
書

新
聞
社
、

一
九
七
七
年

(初
版

は

一
九
六
五

年
)、

一
八
、
二
〇
、

一
五
七
頁
。
[杉
森
久
英
]

『中
央
公
論
の
八
○
年
』
中
央
公
論
社
、

一
九
六

五
年
、
二
七
八
ー
二
八
三
頁
。

一
九
三
七
年
七
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月

号

は

そ

の
直

前

の
最

後

の
自

由

な

時

期

と

い

え

る
。

こ

の
意

味

で
鈴

木
安

蔵

ら
が

こ

の
号

に

集
中

し
た

の
も
、

理
由
が

あ

っ
た
と

い
え

る
。

(
531
)

戦

前
、

高

野

岩

三
郎

は
組

合

や
無

産

政

党

の
調
停

役

を

つ
と

め

た
。

一
九

四
五

年

九

月

一

四

日

(金
)

に
、

高

野

は

旧
無

産

政

党

の
大

同

団

結

を
呼

び

か
け
、

こ

れ
が

の

ち

に
日

本
社

会

党

の
結
党

に
な

っ
た
。

大
島

、

(
501
)
、

二
九

一
、

三

八
六
頁

。

(631
)

た
だ

し
天

皇

制

に

つ
き

日
本

社

会
党

の
見

解

と
異

な

る
と

い

っ
て
、
森

戸

辰

男

や
鈴

木

義

男

ら
同

党

関

係
者

は
、
署

名

や
参

加

に
消

極

的

で
あ

っ
た
。
室

伏

は
、
大

原

社
会

問
題

研

究

所

が

ナ

チ

ス

の

「
労

働

奉

仕
」

を

紹
介

し

て
戦

争

協
力

を

し

た

こ
と

を
、
批

判

と
諦

め

の
境

地

で

記

し

て

い

る
。

室

伏
、

(
801
)
、

三

〇

九

頁

。
鈴

木
、

(
121
)
、
七

六

頁
。

鈴

木

、

(鵬
)
、

一
九

三

頁
。

日

本

社

会

党

は

一
九

四

六

年

一
月

五

日

(土

)

に
対

応

を

き

め

る

と

し

て

い
る
。
後

掲

(
541
)

の
書

簡
第

一
五
三
号

参
照

。

(731
)

後
掲

(鴎
)

の
書

簡

第

一,
五

三

号
。

日

本

社
会

党

の
設
立

に
関

与

し

た

平

野
力

三

が

、
情

報
提

供

し
た

と

い
う
。

(
831
)

室

伏

、

(
鵬
)
、

三
〇

八
頁
。

(
931
)

米
国

国

立

公
文

書

館

所

蔵

の
国
務

省

文

書

(菊
Φ
o
o
a

O
「
○
ロ
b

紹

)

の
う

ち

、

、.≦

Φ
零
ω

o
h

冒

b
肆。
昌
Φ
ω
Φ

い
g。
ぴ
o
「

国
8

昌
o
B
尻
叶

(日
鉾

ω
二
〇

]≦
O
国

↓
○
)

8

0
8

巴

ε

口
o
旨
巴

閑
①
ま

同
ヨ

黛。
づ
α

o
昏

Φ
「

O
霞

お

耳

冒

O
鋤
昌
Φ
ωΦ

℃
『
o
巨

Φ
ヨ
ω
㌦
、

U
①
ω
冨

什9

㎝
9

坤
o
筥

℃
9

三

8

一

〉
α
註

ω臼

(Ω
Φ
o
「ひq
Φ

〉
什9

Φ
ω
o
P

旨

●)
8

匪

Φ

ω
㊦
o
『
Φ
訂

亳

O
h

ω
冨

叶
Ω

Z
o
タ

一
G。
梱

お

島

旧
。。
逡

.O
O
＼
一
∵

一
ω
島

●
(竃

一自

o
皀

旨
"
い
髯

山

O
㎝
・)

分

類

番

号

..。。
*

*
●O
O
.、
は

「
[*
*
の

国

の
]

政

治

情

勢

(勺
o
犀

や

o
巴

〉
頃
巴
『
ω
)
」

を

意

味

し

、

..Φ
畦

は

日

本

の

国

番

号

で

あ

る

。

↓
げ
Φ
U
三

ω
凶8

0
胤
O
o
目

旨
午

三

8

江
○
昌
ω

譽

α

菊
Φ
8

a

ρ

∪
Φ
冨

耳
ヨ

Φ
耳

o
h

ω
け魯

ρ

魯

●
ら
鉢

貯

コ
0
8

(㊤
刈
)噂
O
P

α
P

㊤
①
・
さ

ら

に
同

日

づ

け

書

簡

第

五

一
号

で

は

、

徳

田

球

一

と

の

一
九

四

五

年

一

一
月

五

日

(月

)

面

会

に

お

け

る
、

日

本

共

産

党

の

政

治

経

済

政

策

を

報

告

し

て

い

る

。

こ

こ

で

は

エ

マ

ー

ソ

ン

と

ノ

ー

マ

ン

が

聴

取

し

て

い

る
。

.、勺
o
澤

凶o
巴

①
昌
山

国
0
8

0
ヨ
け
巴

℃
9
§

Φ
ω

O
h

け冨

冒

冨

器

ω
Φ

O
o
ヨ
ヨ

ロ
巳

ω
け

勺
費

亳

㌦
.

∪
Φ
ω
冨

叶
9

Z
o
』

押

ヰ
o
旨

℃
9
三

〇
巴

〉
α
≦

ω臼

(〉
け
9

Φ
ω
o
づ
)
8

匪

Φ

ω
Φ
臼

Φ
$

蔓

o
h

ω
け讐

ρ

。。
逡

・O
O
＼
H
一
-
お

出

・

(寓

す
円
o
注

ヨ

目
≦
山

O
ε

(
041

)

第

一
五

三

号

書

簡

(後

掲

(
燭

)
)

で
、

こ

の
語

が

用

い
ら

れ

て

い

る
。

(141
)

一
九

四

五
年

一
二
月

一
日

(土

)

づ
け

で
、

憲
法

研

究

会

は

そ

の
中

間

的

な
案

を

(馬

場

を

除

く
)
同

人

六
人
以

外

の
二
五

人

に
送
付

し
た
。

こ

の
二
五

人

の
な

か

に
、
日

本

文

化

人
連

盟

の

お
も

だ

っ
た
人

が

は

い

っ
て

い

る
わ

け

で

は
な

い
。
鈴

木

、

(
301
)
、

一
九

六
頁
。

(
241
)

一
九

四
五

年

一
二

月
初

旬

、
室

伏

高

信

は

紛

争

を

お
こ

し
、
新
生

社

か
ら
離

れ

た
。

福
島

、

(411
)
、

一
二
四

頁
。

こ

れ

で
室

伏

の
憲

法

研

究

会

に

お
け

る

発
言

力

が

下

が

り
、
鈴

木

安

蔵

は

日
本

文
化

人

連

盟

と

の
連

携

を

も

ち

や
す

く

な

っ
た
と
も
推

測

で
き

る
。

(
341
)

鈴

木

、

(皿
)
、

一
〇

二
頁
。

室

伏

の
回

想

(
801
)
、

三
〇
九

頁
)

で
は
、

鈴
木

安

蔵

を

い
れ

忘

れ

て

い
る
。

(
1
)

鈴

木

、

(皿
)
、

一
〇

二
頁
。

ミ

シ
ガ

ン
大

学

ア
ジ

ア
図

書
館

所
蔵

黯

芻
塁

ミ

馬
δ

(認

-
》

-
N)
の
和

英
対

訳

の

「
憲

法
研
究

会

ノ
草
案

綱

」

に

は

「昭

和

二
〇

、

一
二
、

二

七

発
表

」

と

あ

る
。

し

か

し

こ
れ

は
形

式

か
ら

し

て
、

一
九

四

六
年

四

月

刊

の
法

制

局

(
(
93
)
、

八

頁
)

か

ら

の
翻

訳

で
、

後

日

の
作

成

で
あ

る
。

そ

れ

ゆ

え

会

が

英

文

化

し

た

と
す

る
古

関

(
(
11
)
、

五
九

頁

)

の
推

測

は

疑
問

で
あ

る
。

こ
れ

は
東

京

大

学

総

合

図
書

館

所

蔵

ラ
ウ

エ
ル
文

書

、

二

(高
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柳

賢

三
、
大

友

一
郎
、

田

中

英

夫

『
日

本

国
憲

法

の
制

定

の
過

程

-
原

文

と

翻

訳
』
有

斐

閣

、

一
九

七

二
年

、

二
八

頁
)

の

い
う
、

連

合

国

軍

翻

訳

通

訳

局

(〉
↓
笏

旧
》
霞
①
α

↓
鑓

昌
巴
讐
o
『

譽

⊆

ぎ
8
壱

お
8
「
ω
Φ
o
菖
o
口
)

の
訳

と

も
、

政

治

顧

問

事

務

所

(℃
O
い
》
U
)

の
訳

(注

(蠅
)

参

照
)

と

も

一
致

し
な

い
。

政

治
顧

問

事

務

所

に

つ
い
て

は
、

注

(
㎜
)

参
照

。

(
541
)

国

務
長

官

に
送

付

さ

れ

た
書

簡

第

一
五

三

号

の
署

名

い
り

の
原
本

は
、
米

国

国

立

公

文
書

館

所

蔵

の

国

務

省

文

書

(菊
Φ
O
O
a

O
村
O
暑

㎝
㊤
)

の
う

ち

しU
o
×
ω
。。
O
。。
}
団
○
一α
臼

一
.
..U
螽
津

o
h

O
o
昌
ω口
9
口
○
コ
国
Φ
≦
匹
o
⇒
σ
<
勺
『
一く
讐
①
0
8
⊆
O

o
h

ω
o
げ
o
一霞
ω
㌔
、
∪
Φ
ω
O
讐
o
げ

Z
o

H
認

旧
貯
o
ヨ

℃
o
一三
〇
巴

〉
住
く
尻
興

[O
Φ
o
お
Φ

》
け9

Φ
ωo
P

冒

・]
8

ω
8
お
雷
煢

o
h
ω
冨
けΩ

冒

ロ
ニ
9
蔓

N

一
逡
9

起
O
●O
O
一
一
㊤
O
o
づ
q
o
一
(冨

冨

β
)＼
一
-
逡

①
・

分

類

番

号

刈
*
*
●‡

目

㊤
と

は
、

「
戦

争

終

結

(↓
Φ
『
b
P一昌
餌
け
一〇
昌

O
h

ぐ
く
蝉
『
)
」

を

示

す

。

↓
げ
Φ

U
ぞ

δ
δ

コ

○
粘

O
O
]B
]B
二
巳

O
鋤
江
O
昌
ω

①
昌
α

肉
8

0
a

ρ

U
8

鋤
嵩
ヨ

①
耳

o
h
ω
け讐

ρ

魯

。
ら
帖卜
言

昌
0
8

(雪

)"
P

竃

●
最

高

司

令

部

統

治

局

に

送

ら

れ

た

カ

ー
ボ

ソ

コ
ピ

ー
が

、
ミ

芻
塁

ミ

驚
δ

(bっ
∵

∪
山

山

)

に
あ

る
。

ま

た

こ

の
書

簡

第

一

五

三
号

を
、

一
九

四

六
年

一
月

一

一
日

(金

曜

日
)
づ

け

ラ
ウ

エ
ル
報

告
書
が

言

及

し

て

い
る
。

ラ

ウ

エ
ル
文

書

、

二
。
高

柳

ほ

か
、

(
1
)
、

二

六

頁

。

な

お

古

関

(
(
11
)
、

一
〇

九

頁
)
が

ミ

芻
塁

ミ

Q
誘

卜。
∵
U
-
b。
を

》
↓
H
ω
訳

と
す

る

の

は

誤

り

で
、
℃
○
い
>
U

訳

で

あ

る
。

〉
↓
閉

訳

は

つ
ぎ

に
あ

る
。
ぎ

芻

ぎ

蕊
ミ
職
§

勲
Z
o
・

α
逡
》
∪
Φ
o
Φ
ヨ
σ
9

ω
H
旨
逡

9
0
P

一
-
ω
・
米

国

国
立

公
文

書

館

所
蔵

の
連

合

国

軍

最

高

司
令

官

関

係

文
書

(閑
Φ
o
o
「
α

O
『
o
唇

ω
G。
一
)

の
う

ち

じd
o
×

宥
①
.

こ
れ

は

つ
ぎ

の

マ
イ

ク

ロ
フ
ィ

ッ
シ

ュ
の

資

料
集

に
、
整

理
番

号

卜。∪
心
と

し

て
収

録

さ

れ

て

い
る
。
ぎ

ミ
筑鑓

ミ
鳴

O
o
毳

織
ミ
職
o
§

9

ミ

轟
§

赱

ミ
額
建

⑦
§

§
8

ミ

肉
蠢

登
恥
潮

N
℃
へ
収
-
N
漣

ゆ

ゆ
①
昏
Φ
巴

P

]≦
費
巳
鋤
コ
9

0
0
昌
-

ひq
『
Φ
ω
ωδ
昌
巴

H艮
o
『
目
偉。
賦
o
⇒

ω
奠
く
一〇
ρ

H
㊤
。。
P

N
U
恥
.
国

立

国

会

図

書

館

所

蔵

℃
↓
ω
山

、

ロ
ー

ル
番

号

7
、

コ

マ
番

号

①
O
。。
よ
H
O
に
も

あ

る
。

(
641
)

米
国

国

立

公

文
書

館

所

蔵

の
国
務

省

文

書

(菊
①
o
o
乙

0
8
后

$

)

に
、

東
京

の
政
治
顧

問

事
務

所

の

ア

チ

ソ

ソ
公
使

か

ら

の
書

簡

(α
①
甲

℃
磐
o
げ
)
三

通

で
あ

る
。

い
ず

れ

も
同

じ
場
所

に

整

理
さ

れ

て

い
る

(しd
O
×

GQ
Qo
O
Qo
矯

国
O
匡
Φ
『

潟

置
O
.O
O
巨
Φ
O
o
暮
『
9

(冒

O
餌
旨
)
＼
∵

b。
ま

)
。

そ

れ
ら

は
第

一
五
〇

号

か
ら

第

一
五

二
号

の
三
通

で
、
第

一
五

〇

号

が

日

本

協

同

党

の

見

解

(<
δ
耄
ω

o
胤

一
鋤
O
蝉
旨

O
o
o
ロ
Φ
鑓
ぼ
<
①

勺
霞
亳

い
$

α
臼
ω
)
、
第

一
五

一
号
が

日
本

社

会
党

の
見

解

(≦

Φ
≦
ω

o
h

罎
け

田

肉
>
Z
O

匹

匹
N
ρ

℃
『
O
ヨ
ヨ
Φ
旨
け
い
Φ
鋤
α
Φ
同
O
h
けげ
Φ

ω
O
O
壁
一
U
Φ
ヨ
O
-

o
螽

江
o
勺
畧
蔓

)
、
第

一
五

二
号

が

そ

の

ほ

か
日

本

共
産

党

な
ど

を

ふ
く

め
た
週

間
報

告

(℃
呂

壁

一〇
巴

℃
費

口
①
ω
ぎ

冒

b
鋤
巨

】)
①
<
巴
o
b
ヨ
①
算
ω
8
同

昏
①
鬢

Φ
Φ
吋
国
昌
9
コ
σq
U
Φ
o
Φ
ヨ
σ
Φ
目
N
P
H
Φ
島
)

で

あ

る
。

こ

れ

ら
三

つ
の
政

党

が

、
戦

後

の
野

党

の
起

点

に
な

っ
た

と

い
え

る
。

そ

し

て

こ

の
最

後

の
書

簡

は
、

一
九

五

二
年

二

月

一
日

(
金
)

に
国
務

省

内

か

ら

の
請

求

で
、

同

年

四

月

一
日

(火

)

に

「
秘

密

」
扱

い

を

と

か

れ

た
。

「
米

国

側

が

日
本

人

の
意

見

を

み

て

い

た
」

と

正
当

化

す

る
た

め

に
用

い
ら

れ

た
と

も
考

え
ら

れ

る
。

こ

の
箱

の
そ

の

ほ

か

の
文

書

の
公

開

は
、

一
九

七

六
年

の
公

開

(H
)Φ
O
一鋤
ω
ω一h一〇
鋤
け一〇
凵P
)

事

業
第

五

〇

号

(『
①
0
8

0
)

に

よ

る
。

他

方

で

「安

全

保

障

」

に
あ

た

る
情

報

の
た

め
、

い
ま

だ

に
未

公
開

の
も

の
が

あ

る

こ

と

に
注
意

す

べ
き

で
あ

る
。

と

く

に

「国

務

省

の

在

外

公

館

(男
o
甲

Φ
戯
昌
ω
9
幺
8

勺
o
ω
什
o
h
昏
Φ
U
①
冒

潯
旨
①
導

o
h

ω
け簿
ρ

閑
①
o
o
a

O
目
o
弓

。。ら
)
」

の

「
日
本

の
政

治

顧

問

事

務

所

極

秘

文

書

(勹
O
い
>
U

ho
『

冨

O
簿
P

↓
o
O

ω
8
お

け

Ω
Φ
づ
臼
四
一

幻
8

0
a

ρ
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お
麟

亠

逡

㊤
)
」

か

ら

は
、
数

件

公

開

が

留

保

(≦
津
げ
住
同
①
≦
)

さ

れ

て

い

る

(勺
⊆
げ
=
O

い
9
≦

H
O
卜○
-
α
N
①
に

よ
る
)
。

(741
)

「
ω
亳

Z
O
O

b。
N
。。
」

と
呼

ぼ

れ

て
き

て

い
る
。

直

接

的

に

は
、

一
九

四

五

年

一

一
月

二

七

日

(火

)

に
承
認

さ

れ
た
原

案

を
さ
す

。

(841
)

.菊
Φ
hg
ヨ

o
こ

呂

譽

Φ
ωΦ
O
o
<
Φ
ヨ
ヨ
Φ
三
巴

ω
協

けΦ
日
・
[ω
髫

Z
O
O

「
8

0
昌

註

昏

同Φ
≦
ω
Φ
α

冒

ぴq
Φ
ω
●]
..
一
H
＼
ミ

こ

ゆ
麟

鋤
巳

一
こ

こ

㊤
ら
①
・

H
。。
O
・
米

国

国
立

公
文

書

館

所

蔵

の
連

合

国

軍

最

高
司

令
官
関

係

文
書

(菊
Φ
O
O
『
α

○
目
O
唇

ω
ω
H
)

の
う
ち

Ω
<
=

ロ
一ωけ
o
ユ
o
巴

ω
Φ
o
鉱
O
戸

bd
o
×

H

[扇
o
一α
臼

刈
]
・

こ
れ

は
統

合
参

謀
本

部

(冒

貯
叶

O
ぼ
駄
ω

o
h

ω
け
鷺
h)

か
ら

の
指
摘

(ω
芝

Z
O
O

器

。。
こ

)

を

い

れ
、

一
九

四

六

年

一
月

四

日

(金
)

の
会
議

で
決
定

さ
れ

た

一
月

七

日

(月

)

づ

け
改

正

を

ふ
く

ん

で

い

る
。

前

掲

(
541
)

の

資
料

集

に
、

整

理
番

号

卜。
>
G。
と

し

て
収
録

さ

れ

て

い

る
。

同

時

に
前

掲

(
541
)

の
資

料

集

、
整

理

番
号

N
>
ら
に
、

一
九

四

五
年

一

一
月

二
七

日

(火

)
づ

け

原
案

(ω
煢

Z
O
O

卜。
卜。
。。
)
が

あ

る
。

な

お
こ

れ

ま

で
広

く

知

ら

れ

て
き

た
、

高
柳

ほ

か

(
(盥
)
、

四

一
ニ

ー

四

三

八

頁
)

に
は
出

所

が

明

示

さ

れ

て

お
ら

ず
、

部

分

的

で
不

完

全

な

も

の
で
あ

る
。

つ
ぎ

の
公
式

資

料

集

で
も
、

一

部

省
略

さ

れ

て
い
る
。

¢
●
ω
.
∪
Φ
冨

再
ヨ
Φ
耳

o
{

ω
け
簿
Φ
●
き

ミ
骨
謡

沁
Q
ミ
§

蕊

9

ミ
軸

§

§

駄

⑦
ミ
討
G・、

b
蝉

ご
ミ
ミ
蹄

ミ

鳴
蚕

N
漣

9

<
o
一.
。。
"

§

鳴

隷

＼

黥

無

(妻

器

ぼ
口
ひq
8

昌

U
●
○

"
O
o
弔

Φ
目

ヨ

穹

什

℃
旨

詈

ひQ

O
窪

。
ρ

6

刈
H
)噛
薯

.
㊤
。。
-

H
O
ω
.

(941
)

ラ
ウ

エ
ル
文
書

、

二
。
高

柳

ほ
か
、

(幽
)
、

二
六

-

三
九

頁

。
色

川

(
(10
)
、

二

三
頁

)
が

指

摘

し

て

い
る
。

(
051
)

ケ

ー
デ

ィ
ス
は
生

前

「
憲

法

研
究

会

案

な

ど

を

み

て
日
本

人

の
意

見
が

で

て
き

た
」

と

語

っ
て

い

た
と
、

ベ

ア
テ

・
シ

ロ
タ

.
ゴ

ー
ド

ン

は
証

言

す

る
。

寓
・
=
霞
p
.
ミ

尉
ミ
暗
ミ

き

切
ミ
紺

黷
ミ
ミ

O
o
§

ミ
ミ

ミ
鳴
さ

ミ
暗
ミ

O
o
ミ
帖
愚
o
拳

譜
ミ

Q
§

§

§

書
o

o
謡

⑦
§
紺
§
ぴ
Q
丶

恥
ト

N
℃
鶚

●
ω
巳
O
Φ
ω
●

(
151
)

高

野

岩

三

郎

は
法

学

博

士

だ

け

れ
ど

も

、

専
門

は
統
計

学

だ

っ
た
。

当
時

は
法

科

大

学

の

な

か

に
経

済
学

科

が

あ

り
、

森
戸

辰

男

も

そ

こ

の
卒

業

で
あ

る
。

そ

れ

ゆ
え

狭
義

の
法

学

者

と

は
、

い

い
に
く

い
。

(
251
)

た
だ

し

日
本

文

化

人
連

盟

の
人

た

ち

に
よ

る

『新

生
』

へ
の
実

際

の
寄

稿

は
、

わ
ず

か

で

あ

る
。

(
351
)

外

的
視

点

(国
×
8
菖

9。
一
b
o
一暮

o
胤
≦
①
芝
)

が
必

要

で
あ

る
。

.頃

昏
Φ
ρ
信
Φ
ω
砿
8

δ

同
巴
ω
Φ
山
.

≦
げ
Φ
昏
臼

ω
o
日
①
ω
二
αq
ぴq
Φ
ω
けΦ
α
村
巳
Φ
一ω
一Φ
ひq
巴
牙

く
巴
己
博
芝
①
日
ロ
ω戸

ぎ

o
a

9

8

鋤
磊

≦
臼

昏
o

ε

①
ω江
o
P

q
ω
Φ
四
臼
淳
①
二
8

0
h
<
巴
己
津
《
只

9

〈
己
巴

び
団

ω
o
ヨ
Φ

o
浮
9

同
三
Φ
.ご

=
・
ピ

〉
・

出
霞
戸

搴

鳴

O
◎
ミ
ら
愚
妹

旦

卜
貸
ミ

(○
×
h
o
a

d
臣
く
臼
獣
昌

℃
お
ωω
》
H
㊤
①
H
)"
b
や

○。
ρ

一
8

●

(451
)

高

野
自
身

「同

人
」

の
語

を
用

い
て

い

る
。

高

野
、

(
501
)
、

四
頁

。

(
551
)

思

想

は
人

間
関

係

の
な

か

で
、
能

動

化

す

る

(第

五
章

(
六
)
参

照
)
。

(
651
)

突

出

せ
ず

対

立

を

回

避

す

べ
き

と

の
規
範

が

『
易
経
』

「
同

人
」

編

に
絵
画

的

に

「≡

噐
一」

と
表

現

さ
れ

て

い
る
。
鈴

木

由

次

郎

『
易

経

.

上
』

(全

釈

漢

文

大
系

・
第

九
巻

)
、

集

英

社
、

一
九

七

四
年

、

二

五

四
頁

以

下
。
東

洋

的

な
決

定

様

式
、

和

の
尊

重

が

「法

三
章

」

の
思

想

を

う
む

(
口
頭

発
表

の
後
半

部

分
)
。

こ
れ

は
別
稿

で
論
ず

る
。

(
751
)

鈴
木

、

(㎜
)
、

一
九

九

頁
。

高

野

の
私

案

(
501
)
、

五
頁

)

に
も
な

い
。

(851
)

実

際

に
は
、
刑

事

上

の
人
権

規

定

は
米

国

側

に
よ

っ
て
補

わ

れ

た
。
法

規

課

長

ラ
ウ

エ
ル

の
検
討

の
結

果

に
よ

る
。

ラ
ウ

エ
ル
文

書

、

二
。

高

柳

ほ

か
、

(
1
)
、

二

八
頁

。

日
本

側

だ

け

で
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あ

っ
た
な

ら
ば

、

こ
う

し

た
論
争

を

ふ
く

む

点

に

つ
き
議

論

し
条

文

に

で
き

た

か

は
、

な

ん
と

も

い
え
な

い
。

(
951
)

よ
り

一
般

に
人

々

の
間

の
意

見

を

ま

と

め

て

い
く

と
ぎ

の
議
事

進

行

規

則

が
、

作

ら

れ

る

決

ま
り

の
質

を
決
定

す

る
。

(061
)

米

国

で

は

議

事

進

行

規

則

集

肉
&

ミ
詳

肉
ミ
8

ミ

O
§

丶
が
日
常
生
活
に
浸
透

し
て
い

る
。

(
161
)

色

川

(
(10
)
、

二
三

頁
)

が

指

摘

し

て

い

る
。

(
261
)

鈴

木

安

蔵

『
現
代

憲

政

の
諸

問

題

』
泰

山

房

、

一
九

三

七

年

、

一
〇

頁

。
初

出

の

『中

央

公
論

』

一
九

三
七
年

七

月
号

(注

(
婀
)
参

照

)

で
は
三

〇
頁
。

(361
)

野

仂塁

§

鳴
誘

卜。
甲

》
亠

●
こ

れ

は
日

本

側

の
抵

抗

に
よ

り
、
結

果

に
お

い

て
実

現

し
な

か

っ
た
。

(
1
).

前

掲

(爛
)

の
文

書

。

こ

の
文
書

の

一
頁

目

に

ラ
ウ

エ
ル

の
署
名

が
あ

る
。

(
561
)

そ

の
意

味

で

は
、

日
本

国
憲

法

の

「
民
定

」

性

は
か

な

り
限

定

さ

れ

て

い
た
。

こ
れ

を

評
価

す

る

の
は
む

ず

か
し

い
。

「
憲

法

は
、
歴

史

の
所

産

で
し

か
あ

り
え

な

い
」

か

ら

で
あ

る

(第

五

章

(六
)

参
照

)
。
当

時

の
国
際

情
勢

の
な

か

で

は
、
分

割
統

治

や
東

側

の

一
員

と

な

る
可
能

性

も

あ

っ
た
。
他

方

で
高

度
経

済

成

長

を

し

た

日

本

が

よ

か

っ
た

の
か

に
も

、
多

く

の
意

見
が

あ

り

、兄
る
だ

ろ
う
。

極
東

委
員

会

や

米

国
議

会

で

は
天
皇
処

刑
論

が
強

く
、

「
押

し

つ
け
」

が
あ

っ

た

か
ら

こ
そ
天

皇

制

が
残

っ
た
と

も

い
え

る
。

一
九

四

五
年

一
二
月

一
八
日

(火
)

の
米

国

国

務

省

内

の

「
極
東

に
関

す

る
部
局

問

地

域

委

員

会

(ぎ
けΦ
マ

臼
く
凶甑
o
口
巴

〉
『
Φ
節
O
o
目
白
葺

Φ
Φ
8

昏
o
岡
贄

国
鋤
ωけ
)
」
第

二
四

二
回
会
議

で
、

ラ
イ

シ
ャ
ワ

ー
は

ソ
ビ

エ
ト
連

邦

の
影
響

を

遮
断

し
、

他

方

で
天

皇

処

刑
論

者

と
妥

協

し

て
、

天
皇

制

を
維

持

す

べ
き

む

ね

を
主

張

し

て

い
る
。
大

蔵

省
財
政
室
編

『昭
和
財
政
史
ー

終
戦
か
ら
講

和
ま
で
ー

第
二
〇
巻

・
英
文
資
料
』
東
洋
経

済

新

報

社

、

一
九

八

二
年

、

二

八
四

1

二
八

五

頁

。
前

掲

(
541
)

の
資
料

集
、

一
出
S

な

お
同

委

員

会

に

つ
い

て
、
五

百

旗

頭

、

(
13
)
、

下

∴

○

頁

。
鈴

木

安
蔵

自

身

は
、

マ

ッ
カ

ー
サ

ー

の

や

り

か

た

を

強

く

批

判

し

て

い

る
。
鈴

木
、

(
㎜
)
、

二
三

〇
頁

。
別
稿

で
詳

述

す

る
。

(
661
)

古

関

、

(
11
)
、

四

五

〇

頁

。
U
o
甫
奠

(
(H
ω
)
も

●
ω
器
)
が

強

調
す

る
論
点

で
あ

る
。

(761
)

鈴
木

昭

典

『
日
本

国

憲

法

を
生

ん
だ

密

室

の
九

日
間

』
創

元

社
、

一
九

九

五

年
、

三

一
八

頁

。
同

氏

か
ら

は
、
資

料

と

示

唆

と
紹

介

を

い

た
だ

い
た
。

(861
)

↓
①
δ
ひq
蕁

ヨ

妻

〉
勾

。。
O
O
お

鴇
8

9

Z
O
>
即

勺
〉
ρ

↓
○
評
団
ρ

仲
o
日

白

母

U
Φ
冨

詳
ヨ
Φ
9

.、ω
O
>
勺

〉
畧
ぎ

ユ
身

8

0
8

ω蜂

ロ
菖
8

巴

〉
二
夢
霞
津
ざ

罎

蝉
『
.
P
一
逡

O
●.、
大
蔵

省
財

政
史

室
、

(561
)
、

二
九

五

頁

。
前

掲

(跖
)

の
資

料

集

、

G。
Ω

・
ま

た

こ
れ

ら

に

つ
き
、
古

関

、

(
11
)
、

二

二
五
頁

。

(961
)

「
憲

法

に
規
定

さ

れ
な

い
人
権

も
保

護

さ

れ

る
」

と

の
第

一
次
試

案
第

二
条

が
削

除

さ

れ
た
。

ミ

芻
塁

§

恥
誘

b。
心
-
O
-
N
-
尸

一
㊤
-
0
よ

-
P

米

国

憲
法

修
正
第

九
条

に
あ

た
る
。

(
071
)

幹

部

ケ

ー
デ

ィ

ス
は

「
公
共

の
福

祉

に
よ

る
財

産

権

の
制

限
」

に
あ

た

る
、

総

司
令

部

交

付

案

第

二
八
条

(
日
本

国

憲

法

第

二

九
条

)

の

日
本

側

と

の
討

議

に

お

い

て

「
企

地

[
マ

マ
]

存

置

ノ
為

制
限

ノ
場

合

等
補

償

ヲ
要

セ
ザ

ル
場

合

ア

ル
ベ

キ

カ
」
と

ま

で
発

言

し

て

い

る
。
佐

藤
達

夫

「
[
一
九

四
六
年
]

三
月

四
、
五

両

日
司

令

部

二
於

ケ

ル
顛

末

」

『
松

本

文

書
』

(前

掲

(
91
)
)
第

三

四
、

六

〇

〇

頁
。

日

米

安

全

保

障

条

約

お
よ

び
沖

縄

の
基

地

問
題

の
根

源

は
、

こ

の
ケ

ー
デ

ィ
ス

の
法

認

識

に
あ

っ
た

と

い
え

よ

う
。

ゴ

ー
ド

ン
は

ケ
ー
デ

ィ
ス
を
、

保
守

主

義
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者

だ
と

評
価

し

て

い
る
。

国
霞

P

(H
切
O
)
.

(
171
)

ラ
ウ

エ
ル
文
書

、

一
。
高

柳

ほ
か
、

(幽
)
、

六

頁
。

憲
法

は
占

領
後

の
体

制

を

規

定

す

べ
き

で
あ

っ
て
、
占

領

下

の
制

限

は
占

領

下

の
特

別

法

に
す

べ
き

こ
と

で
あ

っ
た
と

い
え

る
。

(
271
)

ω
⊆
ω
き

』
幽
℃
冨

員

..↓
冨

勺
o
洋

け
ω

o
h

煢

o
ヨ
①
眺
ω

空

ひq
耳
ω
㌦
.
営

幻
o
び
①
同
叶
中

毒

四
a

鋤
a

Qり
p。
冨

ヨ
0
8

因
G

巴

ω
4

b
鳴
§
象
ミ
欝

軌鑓

丶
§

織
ミ

↓
ミ

郎

ミ

ミ

O
象

愚

良
畿
§

(=
8

0
一巳
∬

自
鋤
≦
巴

一"
d
巳
く
Φ
『
ω
一けく

O
h

口
⇔
≦
鋤
鵠

℃
「Φ
ωω
)"
6
0。
メ

O
b
.
N
N
一
i
N
α
ド

ス
ー
ザ

ン

・
J

・
フ

ァ
ー
、

坂
本

喜

久

子

訳

「
女

性

の

権

利

を

め
ぐ

る
政

治
」

坂
本

義

和
、

R

・
E

・

ウ

ォ
ー

ド

『日

本

占

領

の
研

究

』
東

京

大

学

出

版
会

、

一
九

八
七
年

、

四
五
九

-
五

〇

四
頁

。

(371
)

連
合

国

軍

最

高

司
令

官

総

司
令

部
案

の
起

案

の
段

階

か
ら
、

内

閣

に
法

案

提

出
権

が

認

め

ら

れ

る

な
ど
、

内

閣

の
権

限

が

大

き

い
も

の
と

さ

れ

た
。
政

令

や

規

則

に
対

す

る
国

会

の
拒

否

権

の
規

定

(執

行

権

委

員
会

第

一
次

試
案

第

七

条

、
黯

芻
塁

ミ

鳴
蠡

鍾
-
国
山
-
ω
)

も
、

幹
部

に

よ

り

削

除

さ

れ

た

(〈
表

1
>

の

(ー

)
参

照

)
。
現

行

日
本

国
憲
法

第

七

二
条

の
法
案

提
出

権

は

「
官

許
」

の
構

造

を
許

し

て

い
る
。

さ

ら

に
国

会

の

二
院
制

を
認

め

た
関
係

で

「国

会

」

の
章

に

つ
き
、

日
本

側

の
案

が

土

台

と

さ

れ

た

(〈
表

1
>

の

(
h
)

と

(
i
)
参

照

)
。

『
松

本

文

書

』
第

三

四

(前

掲

(珊
)
)
、
六

〇

七
頁

。

総

司
令

部

案
第

五

三
条

が

日

本

国

憲

法
第

五
七

条

に
な

り
、
国

会

の
秘

密

会

が

許

容

さ

れ

て

し

ま

っ
た
。

ラ
ウ

エ
ル
文
書

、

一
四
。
高
柳

ほ

か
、

(
1
)
、

二

八
六
頁
。

(
471
)

連

合

国
軍

最

高

司
令

官

総

司

令

部

第

二
次

試

案

第

二

四
条

の

「
自

由
、

正

義
、

民

主

制
」

の
推
進

を
目

的

と

す

べ
き

と

い
う

句
が

、

消

さ

れ

て
し

ま

っ
た

(〈
表

1
>

の

(9
)
参

照
)
。

ラ
ウ

エ
ル
文
書

、

一
四
。
高

柳

ほ

か
、

(
1
)
、

二
七

八
頁

。

か

え

っ
て
日

本

国
憲

法

第

二
五
条

は

プ

ロ
グ

ラ

ム
規

定

と
解

釈

さ

れ

る

よ
う

な

事

態

を
う

ん
だ
。

(571
)

民

法
第

三
四

条

な

ど

の
、

た
と

え

ば

公

益

法

人

に
対

す

る
官
庁

の
権

限

は

「
公

益
」

判

断

を

「
官
」

中

心

と
す

る
構

造

を

残

し

た
。

そ

し

て
日

本

国
憲

法

第

一
三
条

の

「
公

共

の
福

祉

」

が
、

官
庁

中

心

に
運

用

さ
れ

る

こ
と
を
許

し

た
。

(671
)

鈴

木

安

蔵

は
、

一
九

四

六

年

三

月

七

日

(木

)

の
政

府

発

表

案

は

「平

和

・
人

権

の
保

障

」
が

不

十

分

だ

と
鋭

く

批

判

し

て

い

る
。
連

載

さ

れ

た

う

ち
、

と

く

に

『読

売

報

知

[新

聞

]
』

一
九

四
六
年

三
月

一
〇

日

(日
)

一
面

。

(
771
)

『
朝

日
新
聞

』

一
九

四
五
年

一
二
月

二

八
日

(金
)
、

一
面
。

案

文

に
条

文

の
通

し

番

号

は
な

く
、

各
条

冒
頭

に

コ

」

と

ふ

ら

れ

て

い

る
だ

け

で
あ

る
。

(871
)

「
芸

術

の
自

由
」

で
は
、

一
七
九

一
年

米

国

憲
法

修

正
第

一
条

と

一
九

一
九

年

ワ
イ

マ
ー

ル

憲

法

一
四

二
条

が
模

範

と
さ

れ

た
。

鈴
木

安

蔵

に
よ

る
起

草

段

階

の
説

明

「
新

憲

法

制
定

の
根

本
要

綱

(第

一
案

)
」
が
残

さ
れ

て

い
る
。
鈴

木

、

(
301
)
、

一
九

〇
、

一
九

一
頁
。

(
971
)

「創

作
者

の
権

利
保

護
」

規
定

も
、

ワ
イ

マ

ー

ル
憲

法

を
参

照

す

べ
き

だ

と
鈴

木

安

蔵

の
説

明

に
あ

る
。

そ

の
第

一
五

八
条

が

参

照

さ

れ

た

と
考

え

ら

れ

る
。
肉
§

曹

-
O
塁
§

い
ミ
鼻

Z
μ

一罵

一
ω
ω
.
罷
。。
。。
亠
瘴
。。
(一
㊤
一
Φ
)贐
参

照

は

ω
・
H
自

心
・

(
081
)

連

合

国

軍
最

高

司

令

官
総

司

令

部

・
統

治

局

の
幹

部

た

ち

は
少

な

く

と

も
、
憲

法

研

究

会

案

を
参

照

し

て

い
た
。

し

か
し

す

べ

て

の
統

治

局
員

が
、

憲

法

研
究

会

案

を

み
せ

ら

れ

て

い
た

わ

け

で

は
な

か

っ
た
。
若

手

で
構
成

さ
れ

た
市

民
権

部

会

の
三

人

の
う

ち
、

少

な

く

と
も

ベ

ア

テ

・
シ

ロ
タ

・
ゴ

ー
ド

ソ

は
、

こ
れ

を

み

せ
ら

れ

て

い
な

か

っ
た

と
証

言

し

て

い
る
。
土

井

た

か
子
、

ベ

ア
テ

・
シ

ロ
タ

・
ゴ

ー
ド

ン

『憲

法

に
男

女

平
等

起

草

秘
話

』

岩
波

書

店
、

一
九

九
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六
年

、

二

一
-

二
二
頁
。

寓
P・
蠢
層
(霸

O
)
・

(
181
)

統

治
局

人

権

委

員
会

会

長

の
ピ

ー
タ

ー

・

ロ
ー

ス

ト

(勺
Φ
け
Φ
「
}(
・
閑
O
Φ
ω
け)

の
担

当

と

考

え

ら

れ

る
。
憲

法

研

究
会

案

の

〉
↓
屋

訳

を

の

せ
た

.弓
お
ωω

6
蠧

口
ω
訂
口
8

ω
..
(注

(
踊
)

参

照
)

は
、
毎

朝

、
各
部

署

に
届

け
ら

れ

て

い
た
。

芝

皀

冨
B
ρ

魯
'
ら
葺

ぎ

昌
0
8

(8
0
)も

」
。。
ρ

訳

書

、

(㎜
)
、

一
九

九

頁
。

そ

れ

ゆ

え

ロ
ー

ス

ト

の
手

元

に
あ

っ
た

は
ず

で
あ

る
。

た
だ

し

ロ
ー

ス
ト
が
、

憲
法

研

究

会

案

を
参

照

し

て

い
た

と

は
確
定

で
き

な

い
。
鈴

木
安

蔵
も

ロ
ー

ス
ト
も
、

た
が

い
に
独

立

し

て

ワ
イ

マ
ー

ル
憲

法

を
模

範

と
し

た
可
能

性
も

あ

る
。

(
281
)

聖

。。吻
塁

§

鳴
声

一
㊤
-
0
虞

-
O
P

村
川

一
郎

、

初

谷

良

彦

『
日
本

国

憲

法

制

定

秘

史

ー

G

H

Q

秘
密

作

業

「
エ
ラ

マ
ン

・
ノ
ー

ト
開
封

」

ー

1

』

第

一
法
規

、

一
九

九

四
年

、

=

二
七

頁

に

影

印

復
刻

、

六

八
頁

に
翻

訳
。

な

お

ベ

ア

テ

・

シ

ロ
タ

.
ゴ
ー
ド

ソ

(
(㎜
)
、

一
八

一
頁

)

は
、

日

本

の
軍
事

関

連

技

術
開

発

に

つ
い

て
連

合

国

の
制

限
が

あ

っ
た
こ
と

を
指
摘

す

る
。

(381
)

日

本
側

に
渡

さ

れ

る

日

の
前

日

の
、

一
九

四

六

年

二
月

一
二
日

(火
)

の
統

治

局

の
幹

部

三

人

か
ら
な

る
運
営

委
員

会

(ω
けΦ
興
ヨ
ひq
O
O
爭

巨

暮
Φ
Φ
)

の
最

終

会

合

に

お

い

て

で

あ

る
。

聖

芻
塁

§

鳴
蚕

一
?

0
虐

-
㎝
㊤
.
村

川

ほ

か
、

(
281
)
、

一
五

六
頁

に
原

文

書

影

印

復

刻
、

八

四

頁

に
翻

訳

。

こ

の
結

果
、

日
本

は
米

国
中

心

の

知

的

財
産

権

の
国
際

秩

序

に
く

み

こ

ま
れ

た
と

い
え

る
。
宮

田

昇

『
翻

訳
権

の
戦

後

史

』

み

す

ず

量
旦
房
、

一
九
九

九
年

、

一
四

五
頁
。

白

井
亨

、

大

庭

治

夫
、

原

秀
成

、
後

藤

嘉

宏

「知

的

財

産

権

に
関

す

る
国
際

経

済
秩

序

の
現
状

と
課

題

1

-

W

I
P

O

と
G

A
T

T

の
関

係

に

お
け

る
合

衆

国

の
諸

問

題
を
軸

と

し

て
」

『図

書
館

情
報

大

学

研

究

報

告
』
第

一
五

巻

第

二
号

、

一
七

ー

四

六

頁

(
一
九

九
七
年

)
。

(刪
)

第

一
次
試
案
第
五
条
。
黯

芻
塁

ミ

鴨蚕

N
ら
ー
Ω
I
N
l
bQ
・

(581

)

第

一
回

会

合

で

の
幹

部

ケ

ー

デ

ィ

ス

の
提

案

に

よ
る
。
黯

芻
塁

§

鳴
声

H
㊤
-
0
ム

ー
野
村

川

ほ
か
、

(
281
)
、

一
二
九

頁

に
影

印

復

刻
、

五

九

頁

に
翻
訳

。

(681
)

原
、

(
38
)
、

四
八
頁

の
注

80
。

(781
)

鈴
木

、

(
皿
)
、

一
四
九
頁
。

(881
)

「
自
分

た
ち
が

つ
く

っ
た
決

ま

り

で
な
け

れ

ば

根

づ

か

な

い
」

(第

五
章

(
六
)
参

照
)
。

日

本
人

へ
の
定

着

を
米

本

国

政
府

は
最

重

視

し

て

い
た
。
国

務

陸
海

三
省

調

整

委
員

会

の
第

二
二

八
号
文

書

は

.げ
o
o
Φ
讐

穹

o
Φ
9

匪

①
冒

b
鋤
づ
①
ω
Φ

b
Φ
o
覧
Φ
..
に

か

か

っ

て

い

る

と

す

る

(第

六

項

)
。
前

掲

(
541
)

の
資

料

集

、
卜。
》
ω
}
P

ω
9
注

(841
)

も
参
照

。
高

柳

ほ

か
、

(
幽
)
、

四

一
六
頁

。

(
981
)

「憲

」

は
刑
罰

と

し

て

の
目

の
上

の
入

れ
墨

、

「法

」

は
敗
訴

者

の
流
罪

を
意
味

す

る
。
白

川
静

『字

統
』

第

二
版
、

一
九

九

七
年
、

二
六

三
、
七

八
六

頁
。
威

圧
的

な
字

と

い
え

る
。
法

を

自

分

た
ち

の
も

の

に
す

る

た

め
、
皇

帝

文
化

の
色

彩

の
濃

い
漢

語

を
、

な

る

べ

く
和

語

に
し

て

い
く

べ
き

だ

ろ

う
。
..0
8

ω
鼻

暮
Φ
、.
の
原

義

は

コ

緒

に

ま

と

め

つ

く

り

あ

げ

る

(ω
①
け

唇

8
σq
Φ
夢
臼

)
」

で
あ

る
。

そ

の
意
味

で
民

法

の

一

部
も

、
.6
0
コ
ω
陣

二
口
O
践
閹
に

ふ
く
ま

れ

る
。

(091
)

こ
れ

は

「
憲

法

が

誤

っ
て

い
れ

ば
、

正

し

い
裁

判

が

受

け

ら
れ

る
と

は
限

ら

な

い
」

と

も

表
現

で
き

る
。

(
191
)

「
鈴
木

安
蔵

先
生

の
略

歴
と

著
作

目

録
」

星

野

ほ
か
、

(10
)
、

三

三

一
頁

。

「解

放

運
動

無
名

戦

士

墓

」

は
、

一
九

二
五
年

に
満

二
八
歳

で
死

亡

し
た
作
家

細
井

和
喜

蔵

の
著
書

『女

工

哀
史

』

な
ど

の
印

税

に

よ

っ
て
建

立

さ
れ

た
。

党

派

を

超

越

し
、

毎

年

数

百
人

が

合

葬

さ

れ

る
。
解

放

運

動
犠

牲

者

合
葬

追

悼
会

中

央

実

行

委

員
会

編

『解

放

の
い
し
ず

え
』
新

版
、

一
九
七

三
年

、

一

-

二
頁

。
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